









































地球の切りジヨー札カー




②先生に魔改造されました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　午後八時。

　すっかり日が落ちた楢なら山やま町上じよう所しよ地区に、生暖かい六月の夜風が吹ふいていた。

　温泉旅館やホテルが立ち並ぶ上所温泉の温泉街は、建物や庭園の照明で、ぼんやりと浮うかび上がって見えるが、少し外れたあたりは、民家も無く、水田が広がっているだけである。

　その真ん中を突つっ切る県道沿いには街灯が並び、車の通行量も多いが、車が途と絶だえると、あたりはカエルたちの大合唱に包まれる。

　この時間、上所温泉の駅前から、楢山町の市街地へと通じる県道沿いにあるコンビニには、学がく習しゆう塾じゆく帰りの上所中学校の生徒たちで、ちょっとした賑にぎわいを見せる。

　肉まんを買ったり、アイスを買ったり、マンガ雑誌を立ち読みしたり。ここで息いき抜ぬきのひとときを過ごしたあとで、家に帰るのが、塾に通う中学生たちの日課だった。

「じゃあねー！」

「また明日あした、学校でー！」

　友達と口々にそう言い交かわしながら、コンビニを出る中学生たちを、待ち構えていたかのように、こんな片かた田舎いなかには実に不ふ釣つり合いな、黒いタキシード姿の男が、駐ちゆう車しや場じようを照らす水銀灯の灯あかりが届かない闇やみのむこうから、ぼうっと、にじみだすように現れた。

　男は、自転車にまたがろうとした女子中学生たちに声を掛かけながら、近づいた。

「もうしわけございません……お嬢じよう様さま方……」

　──なに？　この人。

　女子中学生たちは、違い和わ感かんを抱いだきながらも、立ち止まった。

　その男は、深々とお辞じ儀ぎをして言った。

「つかぬことをお伺うかがいいたしますが、皆みな様は上所中学校のチュウガクセイ様でいらっしゃいますか？」

　丁てい寧ねいな言葉とともに顔を上げたその男は……。




　金色の目を持つ緑色のカエルの顔をしていた。




「きゃあああああ！」

　女子中学生の悲鳴に驚おどろいたのだろう、そのカエル男は、びっくりしたように目を見開くと、ひらりと身をひるがえして、夜の闇の中に消えていった。




　女子中学生の悲鳴を聞きつけたコンビニの店主からの通報で、駆かけ付けたパトカーの警察官たちは、強力ライトを持って、カエル男の逃とう走そう方向の重点警けい戒かいに当たった。

　カエル男が逃にげ込んだ方向には人家は無く、水田とあぜ道が広がっているだけである。

　畔あぜ道沿いに足あし跡あとを追った若い警官が、声を上げた。

「部長！　来てください！　不ふ審しんな足跡があります！」

　強力ライトを持った巡じゆん査さ部長が、その若い警察官のところに駆け寄った。

　若い警官は、水が張られ田植えを終えたばかりの水田を指差した。

「見て下さい！　こいつは、水田の持ち主の足跡じゃありません！　その証しよう拠こに、植えたばかりの稲いねの苗なえを踏ふみつけています！」

　ライトの灯りの中に浮かび上がったのは、濁にごりの収まっていない水田と、稲の苗を踏んだ足跡だった。

「よく見つけた！　ここを走って逃げたんだ！　足跡を追うぞ！」

　巡査部長は、そう言うと、足跡の向かった先に強力ライトを振ふった。

　しかし……。

　足跡は、そこで消えていた。

　水田の中に逃げ込んだ足跡は、あぜ道から水田の真ん中に向かって五メートルほど進んだところで、忽こつ然ぜんと姿を消していたのである。

　……そう、まるで空中に消えたかのように。
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　夜のコンビニに現れた『怪かい奇きカエル男』のウワサは、あっというまに上所地区に広まった。目もく撃げき者が、上所中学校の女子生徒である、という事実が、この騒さわぎに輪をかけたのだ。

『友達が聞いた話』とか『知り合いが聞いた話』とか、そういった出所のはっきりしない、風評や都市伝説ではない。確実なニュースソースのある怪奇話なのだから、これはもう、広がるな、盛り上がるな、と言う方が無理である。

『怪奇カエル男』の話は、夜のうちに、目撃した女子生徒の親しい友達に広まり、それは、夜が明けた次の日、上所中学校で一気に爆ばく発はつした。

　次の日の朝、上所中学校の生徒たちが交わす挨あい拶さつは、一人残らず、

「おはよう」

　ではなく、

「ねえ、聞いた？　カエル男の話！」

　に変わっていたのである。

　上所中学校、防衛委員会の委員長である最も上がみ健けん吾ごが、この話を聞いたのは家を出て百メートルほど歩いたときだった。

「よう！　最上！　お前も大変だな！」

　そう、声を掛かけてきたのは、クラスメイトの利と根ねだった。

　家が近く、小学生の頃ころから一いつ緒しよになってゲームをやったり、ザリガニ釣つりに行ったりして遊んでいた、健吾の幼おさな馴な染じみの一人である。

「え？　なんのこと？」

　健吾が聞き返すと、利根は『勝った！』というように右手で小さくガッツポーズをとってから、一種の優ゆう越えつ感が混じった微笑ほほえみを浮うかべて話し始めた。

「知らないのか、そーかそーか、じゃあ教えてやろう。こいつは防衛委員長なら当然知っておくべきことだからな！」

「なんだよ、ずいぶんと大げさだな……宇宙人、いや、妖よう怪かいでも出たのかよ」

　そう答えながら、健吾は思わず『宇宙人なら、いつも出ているけどな！』と、自分自身にツッコミを入れた。

　そんな健吾の心境も知らずに、利根は、話し始めた。

「ああ、妖怪かもしれないぜ……えーとだな事件が起きたのは昨夜ゆうべの午後八時頃ごろだ。二年生の女子が、塾の帰りに下しも郷ごうの近くにあるコンビニから出たところで、変な男に声を掛けられたらしいんだ」

「変な男？　変質者か？」

「いや、服は着ていたらしい。それもタキシードだったって話だ」

「タキシード？　ずいぶんと礼れい儀ぎ正ただしい変質者だな……」

「変質者じゃないよ、そいつは、なんとカエルだったんだ！」

　話の飛ひ躍やくについていけなかった健吾は、思わず聞き返した。

「カエル？　カエルってあれか？　緑色で、ぴょんぴょんはねて、田んぼにいるヤツ……」

　利根はうなずいた。

「そうだ、茶色でぴょんぴょんはねて、草原にいればカンガルーだけど、ここは日本だ、オーストラリアじゃない」

「それはわかってるけど……なんでそこでカエルが出てくるんだ？　意味が通じないぞ？」

　首をひねる健吾を見て、利根は言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「えーとだな、要するに、その、女の子に声を掛けたタキシード姿の男は、人間じゃなくて、どう見ても巨きよ大だいなカエルにしか見えない顔をしていたってことなんだ！　緑色で、こう金色の目玉がギョロッと飛び出していて……まるで、人間サイズのアマガエルが二本足で立っていたみたいに見えたそうだぜ！」

「……人間サイズのアマガエル？」

　──もしかして、そいつ、宇宙人じゃないのか？　両生類から進化したカエル星人なんて宇宙人がいるのかもしれないぞ……。

　健吾は脳内に浮かんだ嫌いやな予感を感じながら聞いた。

「で？　そのカエル男は、どんな言葉を掛けたんだ？　変質者っぽく『ん～ん～やらしい……』とかなんとか……」

　利根は首を振ふった。

「いや、違ちがうんだ。そこが妙みような話でね。そのカエル男は、すげえ丁てい寧ねいな言葉づかいで、あなたは上所中学校の生徒様ですか？……って聞いたそうだぜ」

「なんだよそれ、わけわかんないな……」

「そうなんだ、わけがわからない事件だからこそ、こうやって盛り上がってるんじゃないか！　とにかく、早く学校に行こうぜ！　学校にいけば、もっと詳くわしいことが、わかるかもしれないぞ！」

「ああ、うん……」

　利根と一緒に歩く健吾の頭の中では、様々な考えが渦うず巻まいていた。

　──丁寧な言葉づかい、というところが気になるな。

　これが、女の子に掛けた言葉が、ひわいなものだったら、間ま違ちがいなく、変質者のイタズラだろう。

　顔を見られたくないからカエルのマスクをかぶっていた、という理由がつく。

　でも、ていねいな言葉づかいで、声を掛けたとすれば、それは、コミュニケーションが目的だ。

　コミュニケーションを取ろうというときに、カエルのマスクをかぶる理由は無い。

　──つまり、カエルの顔はマスクじゃなかった……ってことだ。

　人間サイズのカエルのような顔をして立って歩く生物……それも日本語を話す生き物が、上所地区に現れたってことか……。

　行き着く結論は、一つだった。

　健吾が、思わず小さくため息をついたとき。

「おはようございまーす！」

　後ろの方で、聞き覚えのある声がした。

　振り返った健吾の目の前に、自転車に乗った細さや香かと、そして細香のクラスメイトの、北きた上かみという女の子の姿があった。

　気がつくと健吾と利根は校門の近くまで来ていた。

「あ、ああ、おはよう」

　健吾がそう答えると、細香は真しん剣けんな目で聞いてきた。

「あの……センパイ！　さっき、北上さんから聞いたんですけど……カエル男の話……これって、やっぱり私の出番なんでしょうか？」

「え？　細香の出番って？」

　怪け訝げんな顔をする北上を見て、健吾はあわててフォローに入った。

「あ、いや、私『たち』の出番。つまり、防衛委員の出番だってことだよ。ほら、変質者の情報とかを生徒に知らせるのが、僕たち防衛委員の仕事だろう？」

「あ、はい、そうです、私たちは、防衛委員ですから！　カエル男をなんとかするのも、私とセンパイの仕事なんです！」

　──いつまでもセンパイに頼たよってちゃダメなんだ。私は、小学生じゃない！　中学生なんだもの！

　細香は、あとに続く言葉を飲み込んで、ガッツポーズのように意気込んで右手を握にぎった。

　健吾たちの周りにいた通学途と中ちゆうの生徒たちの視線が、細香に集中した。

　カエル男は、誰だれもが、知りたがっている、最大の話題なのだ。興きよう味み津しん々しん！　という目で細香と健吾を見比べている。

　──うわ、やばい！　こんなところで目立つわけには行かない！　ただでさえ細香と僕は、目立っているってのに！

「あ、あっと、えーと……昼休みにでも、きっと、カミラ先生……を通じて駐ちゆう在ざいさんから話があると思うんだ。これは、防衛委員の仕事だからね！」

　わざと、防衛委員と言う部分を大きな声で言った健吾の言葉を聞いた利根は、笑いながら、健吾の肩かたを叩たたいた。

「最上、お前、何を気負ってるんだ？　防衛委員って言ったって、別に地球防衛が任務じゃないんだぜ？　難しいことは警察とか先生とかに任せときゃいいんだよ！　俺たちは、ただの中学生なんだからさ！」

「ははは、まあそうだよな、お前の言うとおりだ」

　健吾は、笑ってうなずくと、細香に言った。

「まあ、そういうわけだ。今日の放課後に、防衛委員会の緊きん急きゆう会議が招集されると思うから、よろしく頼たのむよ」

「はいっ！　がんばりますっ！　センパイっ！」

　細香は、両手を握って、元気にうなずいた。

　そのまま自転車置き場に向かう細香と北上を見送っていた健吾の背中を、利根が、ばちん！　と、叩いた。

「いやあ、あんなカワイイ後こう輩はいを彼女にするとは、お前もすみに置けないぜ！」

「なんだよそれ！　あの子は、委員会の後輩ってだけで……」

「なにを言ってやがる！　お前、昼休みに、あの子の教室に押し掛かけて、君が必要なんだ！　君じゃなきゃダメなんだ！　と口説き倒たおして、教室から連れだしたそうじゃねえか。有名人だぞ、お前ら二人！」

「そんなこと……」

　──やってない。と言おうとして、健吾は固まった。

　いや……やった。僕は今、利根が言ったとおりのことを、二か月前、細香の教室でやっちまった……。

　健吾は、にやにや笑っている利根の顔を見て思った。

　──いまさら、何を言っても、無む駄だか。利根まで知ってるってことは、もう全校生徒が知ってるってことかもしれない。きっと、あることないことウワサされているんだろうなあ。

　健吾は、自転車置き場を見て、大きくため息をついた。




　健吾のクラスでは、いつものように朝のホームルームが始まった。

「起立！」

「おはようございます！」

「はい、おはよう！」

「着席！」

　担任の先生は、クラスの生徒たちを見回して、ゆっくりと話し始めた。

「あー、君たちも、もう聞いていると思うが、昨日の午後八時ごろ、下郷のコンビニエンスストアで、不ふ審しん者が、うちの二年生の女子に声をかける、という事案が発生した……」

　クラスの中が一気にざわついた。

　朝から生徒どうしで話していたウワサが、いわば教師によって公式に認められたわけである。ざわつくのも無理は無い。

　先生は、ちょっと声を張り上げて言葉を続けた。

「足あし跡あとが途中で途と切ぎれている、とか、タキシードを着ていたとか、奇き妙みようなことが多い事件で、お前たちの想像力を色々刺し激げきしているようだが、楢山警察署の発表では、この事件は、カエルのマスクをかぶって、女の子を脅おどかして喜んだ、単なるイタズラとして扱あつかっている！

　夏に向かって、怪かい談だんとか怖こわい話とかが流行はやる季節だが、あんまり根も葉もないウワサを広めないようにしてほしい！　先生からは以上だ」

　担任の先生はそう言ったあとで、言い忘れていたように、顔を上げて、健吾を見て言った。

「あ、そうだ、最上は、昼休み、給食が終わったら保健室に行くように。カミラ先生が、話があるそうだ」

　──やっぱり、呼び出しが来たか……きっと細香も呼ばれているんだろうな……。

　健吾は、胸の中でそんなことを考えながら答えた。

「はい、わかりました！」

　担任の先生は、もう一度教室の中を見回して念を押すように言った。

「心配だから、もう一回言っておく。人間の程度というのは、自分に責任がない時に現れる。

　責任が無いんだから、他人がどうなってもいい、何をやってもいい、と考えるか。

　責任が無くても、他人に迷めい惑わくをかけないようにしよう、と考えるか。そこで、その人間の程度が決まる。

　そして、ウワサ話には責任がない。だから、どうなってもいい、なにをやってもいい、と考えるような程度の低い人間になって欲しく無いな……私からはそれだけだ」

　担任の先生は、そう言うと、教室を出て行った。

　一時間目の授業を担当する先生が来るまでの短い時間、教室は、再びざわつき始めた。

　──カミラ先生が僕を呼んだということは、やっぱり、例のカエル男は、宇宙人なんだろう……でも、カミラ先生の話だと、この上所温泉にやってくる宇宙人は、人間に化けなくちゃならないという……確かサリアント条約とかいうヤツで規制されているはずだ。

　なのに、カエルの格好のままというのは、どういうわけだろう？

　そんなことを考えていた健吾の背中が、いきなり後ろからシャープペンの背中で突つつかれた。

　それは後ろの席に座っている利根だった。

「おい、最上。なんでお前がカミラ先生に呼ばれるんだ？　お前保健委員でもなんでもないだろう？」

「知らないよ、僕に聞くなよ」

「あ、わかった、きっと、オトナの保健体育の個人授業だぜ。うん、きっとそうだ！　巨きよ乳にゆうの金きん髪ぱつ美人のお姉さまの個人授業とはウラヤマシイねえ、こんちくしょー」

「そんなんじゃないって！」

「むきになるところが、一層あやしいな。あのカーテンで仕切られたベッドの上で個人授業をってか？　一年生の後こう輩はいを彼女にしているだけじゃ飽あき足らず、年上のお姉さんにも手を出そうってのか？　このこのォ！」

「すぱこーん！」

　にやけた顔で、健吾の背中をぐりぐり突いていた利根の頭に、丸めたノートがヒットした。

　ひっぱたいたのは、利根の隣となりの席に座っている生徒会長の衣きぬ笠がさ初はつ恵えだった。

「痛ぇ！　なにすんだよ？」

「なにすんだよ？　じゃありません。あんたは、朝からなんてヒワイなことを言っているんですか！　不ふ謹きん慎しん極きわまりありません！

　それは……たしかに、カミラ先生は大人の女性の魅みり力よくあふれる方ですけど……だからと言って、そのような、お下げ劣れつな妄もう想そうの対象にしてはなりません！」

　初恵は、そこで言葉を切ると、視線を健吾に合わせて言葉を続けた。

「そんな、人に言えないような関係なんか、間ま違ちがっても存在しませんよね？　最上くん？」

「あ、あたりまえじゃないか……ははは、何を馬ば鹿かなことを」

　健吾が、どこか引きつった顔でそう答えたとき、一時間目の数学を担当する先生が教室のドアを開け、日直が号令をかけた。

「起立！」

　健吾は、あわてて前を向いて、イスから立ち上がった。

　初恵は、同じように立ち上がると、斜ななめ前にある健吾の後頭部を見つめて思った。

　──なんだろう？　このもやもや感。

　利根くんが言ってるような関係があるわけはないだろうけど、カミラ先生と、最上君の間には、何か秘密があるような気がしてならないわ。

　その、斜め後ろから注がれる初恵の視線を感じながら、健吾は小さく胸のなかでため息をついた。

　──初恵のヤツはしつこいからなあ……。

　僕と、細香が一いつ緒しよにいなくなることにも感づいているみたいだし……このままだとバレる可能性が大きいな。

　細香と僕が、カミラ先生の次デイ元メ外ン泡シヨ状ンバ空ブ間ルの中に取り込まれるのに、時間差をつけるとか、そういった方法がないか、カミラ先生に相談してみよう。

　──それにしても、初恵のヤツは、ホント、おせっかいだよな。

　僕のことなんか、ほうっておけばいいのに、やたらと周りをかぎまわって、口を出して来やがる……なんで、僕ばかり追い掛かけ回すんだろう？

　健吾はしばらく考え込んだ後で、小さくうなずいた。

　──わかった、初恵は、僕が嫌きらいなんだ。めざわりで仕方ないんだ。だから僕の行くところや、やることが気になるに違ちがいない。

　なるべく、初恵に見つからないように、目立たないように動くしか無さそうだな……。

「礼！　着席！」

　日直の号令が終わり、一時間目の授業が始まった。




　そして昼休み。

　いつもより早めに給食を食べ終えた健吾は、すぐに保健室へと向かった。

『在室』という表示の出ているドアをノックすると、中からカミラ先生のカタコト交じりの返事が返って来た。

「健吾クンですネ！　どうぞ、入って来てクダサイ！」

「入ります！」

　健吾は、そう言うと、ドアを開けた。

　ノックするだけで、名前を呼び当てられるのは、もう慣れっこになっていた。

　カミラ先生の目には、人間の身体からだから出るキルリアン反応とかいう波長が感知できるので、ドアの向こうに立っていても、それが誰だれなのか、わかるのだそうだ。

　カミラ先生は、険しい表情で事務机の前に座り、パソコンのモニターを見つめたまま、携けい帯たい電でん話わを耳に当てて、通話していた。

「＊▽■○◎＠～＊」

　それは、どう聞いても日本語ではなかった……というよりも、地球の言語でもなかった。

　しかし、健吾の耳には、右手に仕込まれた自動翻ほん訳やくデバイスによって、こう聞こえた。

『いいですか、ここは保護惑わく星せいなのですよ？　サリアント条約の七つの大罪に触ふれることは……え？　地球の技術でも可能なことならば、認められている？　それはそうです！　しかし！　外見の偽ぎ装そうもせずに、地球の映画のＳＦＸで可能なレベルだから無問題、だなんて、そんな理由は通りません！

　たしかに、おっしゃるとおり制止はできます、しかし私たち現場の人間にできるのは制止するだけで、強制力を行使する権限がありません！　とにかく、今の状態は、今まで私たちが築き上げてきた秘ひ匿とく化工作の意味を根底から覆くつがえしかねません！　上のほうから厳重に申し入れして頂くしかないんです！　ええ、そうです、よろしくお願いします！』

　通話を終えたカミラ先生は、携帯電話を折りたたむと、健吾に向き直って、にっこり笑った。

「給食は、ちゃんと食べましたカ？」

「え？　あ、はい、ちゃんと食べてきました」

「よろしいデスネ。今は、しっかり食べてしっかり身体を作る時期デスネ。養護教きよう諭ゆとしては、食事を抜ぬくのは見み逃のがせませんからネ」

　健吾は、入り口のドアを見て言った。

「細香が遅おくれているみたいですね……呼んで来ましょうか？」

「オウ！　それは必要アリマセン！　今日は、健吾クンに用があって呼びましたネ、細香ちゃんはカンケイありませんネ」

　健吾は驚おどろいた。

「え？　僕だけで、カエル男を捕つかまえるなんて無理ですよ！　だって、あれ、宇宙人でしょう？」

　カミラ先生は、その形の良い眉まゆを寄せて、困ったように答えた。

「ええ、健吾クンの言うとおり、昨夜ゆうべのカエル男は、確かに、宇宙人です……しかし、彼を捕まえるとか、そういう話ではアリマセン。というか、捕まえられないのデスヨ」

「捕まえられない？　どうしてですか？　サリアント条約で、上所地区にやってくる宇宙人は、地球人に正体をつかまれないようにしなくてはならないって、決まってるんじゃなかったんですか？」

「ソウナンデスヨ。でも、宇宙には、その条約が通じない連中もいるんですヨ……地球の言葉で言うところの治外法権みたいなものデスネ」

「治外法権って……あれですよね、外交官とかは日本の法律を犯おかしても、日本の法律では取り締しまれない、みたいな……」

　カミラ先生は、眉をひそめてうなずいた。

「そうなんですヨ。実は今、第三銀河系の覇は権けん国家、アルマゲドン帝てい国こくの王族、それも帝国の王位継けい承しよう権を持っている王子が、この上所温泉に来て、上所温泉観光ホテルに宿しゆく泊はくしているのデスヨ。

　あのカエル男は、王子のお付きの執しつ事じデスネ。

　王位継承権を持つ王子は、一種の外交特権を持ってイマス。我々では、現行犯逮たい捕ほすらできマセン。上の人たちを通じて、帝国に申し入れをすることぐらいしかできないのデス……。

　あの王子が、いったい何の目的で、この地球にやって来たのか、まだワカリマセン。入国申しん請せい書しよには『湯治』と書いてありましたが、なにやら良からぬことを考えていそうデス……」

　カミラ先生は、そこで言葉を切ると、にっこり笑って話を変えた。

「まあ、あのカエル男と王子は私たちに任せて下さい。今日、健吾クンに来てもらったノハ、防衛委員の生徒さんたちのことなのデス」

「防衛委員が……どうかしたんですか？」

「この前、クリオネリアンの襲しゆう撃げきを受けたときに、怪け我がをした防衛委員たちを、私の唾だ液えきに含ふくまれる因ナノ子マシンで回復させたのは、覚えていますネ？」

　健吾は、サッキュバスのように変身したカミラ先生が、瀕ひん死しの重傷を負っていた防衛委員たちに嚙かみ付いて、復活させた光景を思い出した。

「あ、はい……覚えています」

「私たち一族の因子を送り込まれた人類は、桁けた外はずれの回復力と、そして優すぐれた身体能力を獲かく得とくシマス。しかし、その回復力も身体能力も長くは持続シマセン。二か月ほどで消えてしまうのデス」

「この前の騒さわぎが、四月だったから……ちょうど二か月ですね……何が問題なんですか？」

　カミラ先生は、困ったような表情のままうなずいた。

「回復力と身体能力が収まった後に、副作用として超ちよう能のう力りよくを獲得してしまうのデス……いわゆる『眷けん属ぞく』と呼ばれる存在デスネ」

「それって……つまり、防衛委員の連中が、みんな細香みたいになっちゃうってことですか？」

　カミラ先生はあわてて首を振ふった。

「いいえ、違ちがいマス！　私の種族の唾液の因子には、あれほどの力を持った存在に変化させるほどの力はありマセン。せいぜい、遠くのものを引き寄せたり、精神力を物理的に変へん換かんする程度の力しか獲得できマセン。目からビーム！　とか、口からミサイル！　とか、そういうのは無理デス……残念なことニ」

「残念じゃありませんよ！　防衛委員のみんながそんな能力持ったら、とんでもないことになります！　特に、あの名な取とりなんか、なにをするかわかりませんよ？」

　カミラ先生は、だだっ子のように唇くちびるを尖とがらせた。

「それはそうなんですケドネ、やっぱり、私の因子が負けるのって、悔くやしいじゃないですカー！」

「……そういう問題じゃないと思いますけど……」

　健吾にたしなめられた、カミラ先生は、取り繕つくろうように小さく咳せき払ばらいしてから、健吾に、プリントアウトされた表のようなものを差し出した。

「えー、コホン。ここに、防衛委員さんたちが身につけた特とく殊しゆ能力の、一覧表がありマス。ちょっと目を通してクダサイ」

「一覧表？　そんなのがあるんですか？」

「ええ、先日、防衛委員さんたちの、血液検査をやりましたネ。そのときに、体内に注入された因子が、どんな特性を活性化させたのか、分ぶん析せきしたのデスヨ」

　健吾はカミラ先生から受け取った一覧表に目を落とした。

　そこには、健吾と細香を除いた上所中学校防衛委員会の委員七名の名前と、そして獲得した超能力の説明が書かれていた。




　──高たか尾お由ゆ美み

　三年Ａ組・女子

『特殊能力・名札召しよう喚かん』

　テレポートの一種。名前が書かれた物を手元に引き寄せる。距きよ離りが遠いほど、物が重いほど疲ひ労ろうが大きい。皮ひ膚ふの上にマジックで名前を書けば、人間でもテレポートさせられる。ただし、人間サイズの重さだと、距離は十メートル以内。




　──春日かすが小こ春はる

　三年Ｃ組・女子

『特殊能力・脱だつ力りよく波』

　テレパシーの一種。相手の集中力、モチベーションなどの積極的思考を阻そ害がいし、「どうでもいい」という気分にさせる。伝でん染せん性きわめて強し。




　──名な取とり道みち昭あき

　二年Ａ組・男子・副委員長

『特殊能力・超ちよう持久』

　肉体強化能力の一種。どれだけ運動を続けても疲労しない。怪我の治ち癒ゆも早い。使いすぎると脳が先に疲ひ弊へいする。甘い物が必ひつ須す。




　──摩ま耶や瑞みず樹き

　二年Ｂ組・女子

『特殊能力・精神衝しよう撃げき波は』

　テレパシーの一種。自分の思考を相手にぶつけて、その衝しよう撃げきで気絶ないし朦もう朧ろうとさせる。集中すれば、力を加減して思考だけを届けることも可能。




　──青あお葉ば憲のり昭あき

　二年Ｃ組・男子

『特殊能力・虚こ空くう手』

　サイコキネシスの一種。空気で作った手で、物に触さわったり動かしたりできる。届く距離は約五メートル。パワーは素す手でと変わらない。




　──明石あかし博ひろ士し

　一年Ａ組・男子

『特殊能力・万ばん能のう解かい析せき』

　肉体強化能力の一種。知覚力と分析力を強化し、何が起きているのか、その原因は何かを把は握あくする。「そうか、分かったぞ！」能力。




　──畝うね傍び恵え理り

　一年Ｃ組・女子

『特殊能力・幻鏡像』

　サイコキネシスの一種。自分の周囲の光をねじ曲げて、自分の姿を消したり、別の場所に自分を投とう影えいしたりできる。集中すれば、他人の姿を消したり、他ほかの場所に姿を投影させることも可能。




　一覧表を読んだ健吾は、微び妙みような顔つきになった。

「えーと、確かに、超ちよう能のう力りよくですけど……みんな地味ですね」

「私の一族の能力デハ、これが、精せい一いつ杯ぱいデスネ。でも、記録によると、この程度の能力でも、中世デハ、大だい魔ま法ほう使つかいとして恐おそれられたソウデスネ」

　カミラ先生は、一覧表を指差して、言葉を続けた。

「放課後に、上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大おお淀よどさんが来て、防衛委員会を開く予定です。そのときに、防衛委員のヒトタチに、この能力のことと、私たちの正体、そして、細香ちゃんと健吾クンのことをすべて話すつもりデス」
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　あまりにさらっと言われたので、健吾は、そのまま聞き流して、うなずいてしまった。

「ああ、そうですか……」

　そして、はっと顔を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　今、なんと？」

「ええ、デスから、放課後に上所温泉駐在所の大淀さんが来て……」

「その後です！　カミラ先生と大淀さんの正体を明かして、細香と僕のことも話すとかなんとか……」

「ええ、全部話すつもりデス。下手に隠かくすより、その方が、トラブルを避さけられると思いマスネ！」

　健吾は目を見開いた。

「とんでもありません！　そんなことをして、みんなに言いふらしたらどうします？　特に名取とか……あいつ、絶対に騒さわぎますよ！」

　カミラ先生は笑いながら首を振ふった。

「言いふらすのは問題ありませんネ。周りの人間が、それを信じるかどうか、が問題ですネ。名取クンが、『僕は選ばれた存在で、超能力を持っている！』と言ったら、みんなはそれを信じると思いマスカ？」

　健吾は、思わずうなずいてしまった。

「そうか、そうだよなあ。普ふ段だんの言動が、普段の言動だものなあ……真実かどうか、ではなく、信じるかどうか、ってことか……」

「そのとおりデスネ。この能力も、細香ちゃんと同じように、因子の効力が失われれば、自然に消しよう滅めつして行きますネ。有効期限は約一年間デス」

「一年間ですか……」

　ため息をついた健吾は、名取の顔を思い浮うかべた。

　──自分に超能力があると知ったら、あいつのことだ、きっと大おお騒さわぎするだろうな。

　健吾は顔を上げると、カミラ先生に聞いた。

「ところで、名取の、この『超持久』って、一体どんな力なんですか？」

「彼が手に入れた能力は、疲つかれ知らずの肉体デスネ。三日くらい、休まずに歩き続けても平気デス。ただし、めちゃくちゃお腹なかがすきマスケド」

「力の方はどうなんですか？　その……筋力というか、要するにパンチ力とかキック力とか、そっちの能力ですけど……」

「ああ、それはアリマセン」

　カミラ先生はあっさりと首を振った。

「パワーそのものは、今までと変わりマセン。腕うで一本で自動車を持ち上げたり、百メートルを三秒フラットで走ったり、ということはデキマセン。ごく普ふ通つうの平均的な中学生のままデスネ」

　──うわ、目立たねー。

　考えてみれば、持久力って、一番目立たない力だよな。

　よりによって、一番地味な能力が授さずかるなんて……皮肉といえば皮肉だなあ。

　カミラ先生の言葉は続いていた。

「因子が注入されて二か月。そろそろみんなの能力が目覚める頃ころです。防衛委員の皆みなさんの中には、不安になっている人もいるのではナイカと思いマス。

　このまま、秘密にしていたのでは、不幸な結果になりかねマセン。しっかり説明して不安を取り除いてあげるのが、私の責任で、その能力を、どう使うかが、健吾クンの責任デスネ」

　さすがに、最後の言葉は聞き逃のがさなかった。

「ちょっと待ってください！　なんですか、その、どう使うかは、僕の責任って！」

「あら？　言いマセンでしたっけ？　防衛委員たちの獲かく得とくした超ちよう能のう力りよくは、細香ちゃんと同じように深層催さい眠みんによって封ふう印いんされマス。しかし、封印し続けることはできマセン。

　誰だれかが、コントロールしなくてはならないノデス……」

「それが、僕……ってことですか……」

　カミラ先生は、にっこり笑った。

「さすが、健吾クンですネ！　物分かりが早い子ハ、先生大好きデス！」

「いえ……あきらめが早いだけです」

　そう言ってため息をついた健吾を見て、カミラ先生は怪け訝げんな顔になった。

「あきらめ？　何をあきらめると言うのでスカ？」

「だって……嫌いやだって言っても、結局、防衛委員のみんなの超能力をコントロールするのは、僕しかいないんでしょう？」

「まあ、そういうことになりマスネ。でも、健吾クンは、細香ちゃんを立派にコントロールしているじゃないデスカ。銀河系の半分を吹ふき飛ばしてしまえる細香ちゃんの能力に比べたら、防衛委員のみんなの能力なんか、そよ風……いえ、ため息くらいのものデスネ。

　コントロールの方法は簡単ですネ。基本的に細香ちゃんと同じです。つまり、防衛委員たちの能力に、キーワードとなる、呼び名をつけて、それを承しよう認にんするだけでいいのデスヨ」

「承認？」

「ええ、健吾クンは、委員長ですから」

「えっと……それって、つまり、防衛委員の能力を使うときがきたら、委員を指差して、『防衛委員長の名において汝なんじの秘ひめられし封印を解き、そして命ずる！　汝、その力をもって、我が敵を滅ほろぼせ！　超エターナ持ル・久パワー！』とかなんとか言わなくちゃいけないってことですか？」

　そう言ってしまったあとで、健吾は思わず自分の大脳の中にある、言語野と呼ばれる組織を呪のろった。

　──うわ、なんで出て来るんだよ、こんな言葉が、よどみもなくすらすらと！

　健吾の胸の内を知るよしもないカミラ先生は、にっこり笑ってうなずいた。

「ソウデスソウデス。それにしても、さすが健吾クンデスネ。カッコイイセリフがすらすら出マスネ！　細香ちゃんとの特訓の成果デスネ！」

　健吾は、ここ二か月の間、細香と一いつ緒しよにやって来た訓練を思い出していた。

　──ああ、そうか、そうだった。

　僕は、毎日きっちり二時間、細香と一緒にカミラ先生の宇宙船に行って、僕の分身である『穢けがれなき黄金の魂たましいと、暗黒の破は壊かい神の二つの顔を持つ音速の貴公子グリュンヒルド』が、細香の分身である『我が従者、我が友、我が手に輝かがやけるヴァルキリージャベリン、美しきペーネミュンデ』と共に闘たたかう物語を二人で作っていたんだものな……中二病っぽいセリフが、すらすら出るのも当たり前か……。

　──もう、僕は、真人間には戻もどれないのかもしれない。

　健吾は、おもわず遠い目になって、ため息をついた。
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　その日の放課後。

　上所中学校の三階にある多目的会議室と呼ばれている教室で、防衛委員会の緊きん急きゆう会議が開かれていた。

　多目的会議室と聞くと、なんとなく特別な設備があるように思えるが、なんのことはない、少子化によって生徒数が減少したために生じた空き教室に、会議用の長テーブルと、生徒用の椅い子すを配置しただけの部屋である。

　一年から三年までの各クラスから一人ずつ選出された防衛委員は、合計で九人。

　──大だい丈じよう夫ぶかな？　みんな、カミラ先生の話に、ついて来れるかな？

　健吾が、胸の中に一いち抹まつの不安を抱いだいたまま、勢ぞろいした委員たちの顔を眺ながめていると、隣となりに座っていた名取が、にこにこ笑いながら話しかけて来た。

「こうやって、全員が勢ぞろいする姿を見ると、胸の中に、自分が選ばれし戦士である、という誇ほこりが、ふつふつと湧わいてきますよね？　隊長！」

　──こいつだけは、平気で受け入れそうな気がするけど……。

　そんなことを考えながら、健吾は不ふ機き嫌げんさを装って答えた。

「隊長と呼ぶなと何べん言ったらわかるんだ、名取」

「じゃあ、司令官で」

「却きやつ下かだ」

「えー？　カッコイイじゃないですか！　防衛委員のみんなから『最上司令官！』って呼んでもらえるんですよ？　んでもって『青葉は左さ翼よくに展開しろ！　摩耶は後方で待機！　春日と高尾は正面突とつ破ぱだ！』とか命令を下して……」

「ゲームじゃないんだから……」

　そういって苦く笑しようした後で、健吾は、その名取の言葉が、ゲームでもなんでもない、リアルにありえることに気がついて、愕がく然ぜんとした。

　──うわ、マジにそうなりそうな予感。

　健吾が、おもわずごくりと、生なま唾つばを飲み込んだとき、三年生の高尾が、笑いながら言った。

「いつもと同じ名取くんの言葉を聞いてると、ちょっとほっとするわね。ここのところ、事件ばっかりだから……」

「事件って？　何か起きてましたっけ？」

　きょとんとした顔で答えたのは、二年生の青葉だった。その隣に座っていた、同じく二年生の摩耶が、あきれたように言った。

「ついこのあいだの、竜たつ巻まきと落らく雷らい騒さわぎを忘れたのか？　キミも救急車で病院運ばれたじゃないか！」

「ああ、あれか。だってあれは自然現象だろう？　今回のカエル男とは違ちがうぜ。今回の事件は、人じん為い的に起こされた事件だ！」

　青葉はそう言うと、居並ぶ防衛委員たちを見回して、得意げに話し始めた。

「まず、最初に考えるのは、カエル男は本当にいたのか？　ということだよな。カエル男を見た！　と言っている二年生の女の子がウソを言っているのかもしれない。

　でも、これは、コンビニの防犯カメラに、逃にげていく人ひと影かげが映っていたって話だから、ウソじゃない……」

　健吾は、青葉に聞いた。

「その、コンビニの防犯カメラに人影が映っていたっていうのは本当かい？　見たの？」

「いえ、俺は見てません。でも、警察に事情を聞かれた二年生の女の子が、警察官からそう聞いたそうです。コンビニの防犯カメラに人影が映ってたって……俺が見たわけじゃないけど、この情報は正確だと思います。証しよう拠こがあったから、警察も本気になって、周辺を警けい戒かいしたんだと思うんですよ」

　得意げに話す青葉の顔を見て、健吾は思った。

　──青葉は、お調子者だけど、その分機転が利きくし、頭もいい。後先考えずに、その場でウケることだけしか考えない言動が無ければ、言うこと無いんだけどな。

　青葉の言葉は続いていた。

「……つまり、カエル男は実在したと思っていい。それは事実だ！　だとしたら、目的は何だろう？　ただの、変質者なら、普ふ通つうのマスクとサングラスで顔を隠かくせばいい。なのに、わざわざ、リアルなカエルのマスクをかぶって、そろそろ夏も近いというのに、わざわざタキシードを着込んで、女子中学生に声をかけるなんてのは、どう考えても理り屈くつに合わない……」

「わかった！　宇宙人だ！」

　今まで黙だまって青葉の言葉を聞いていた名取が、突とつ然ぜん叫さけんだ。

「地球の常識で考えるから、理屈に合わないだけで、宇宙人から見れば、ちゃんと理屈に合っているのかもしれない！　うん、間ま違ちがいない！　地球は……いや、上所地区は宇宙人に狙ねらわれているんだ！」

　教室の中に、失笑にも似た笑い声と微び妙みような空気が流れた。

「宇宙人はないでしょう……」

「なんで、いきなりそうなるのよ……」

「宇宙人の仕し業わざにしちゃえば、確かにどんな理屈もつくけどさあ……」

　名取は、取り合おうともせずに、健吾に向き直った。

「隊長！　いまこそ、その右みぎ腕うでに封ふうじ込まれた、いにしえの神々から伝えられた、隠された力の封印を解くときです！　真実を見る目を持たぬ愚おろかな人間どもに、選ばれし者の証あかしを見せつけてやりましょう！」

「いや、お前には悪いが、右手のねんざは、とっくに治ってるんでね、包帯は無いんだ」

　そう言って右腕を見せた健吾を見て、委員たちが小さく失笑を漏もらしたとき。

　教室のドアが開いて、大淀警部補と、そしてカミラ先生が入って来た。

　上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大淀警部補が来るのは知っていたが、カミラ先生が来たのは予想外だったのだろう、教室の中に『あれ？』という戸と惑まどった空気が流れた。

　教室に入って来たカミラ先生は、にっこり笑いながら、居並ぶ防衛委員たちを見回して言った。

「今日は、特別なお話がありマス。皆みなさん、ちょっと前まで、体調に変わったことはなかったデスカ？　いつもより早く走れたり、懸けん垂すいとか腕うで立たて伏ふせが何回もデキるようになったり……」

　思い当たることがあるのだろう、委員たちは、不安そうにお互たがいの顔を見合わせた。

　カミラ先生はにこやかに微笑ほほえみながら、言葉を続けた。

「デモ、ここしばらく、そういった体力の増強は収まって、元に戻もどって来ましたヨネ？　その代わり、ちょっと違う感覚が身についたような気がシマセンカ？　遠くのものを取ろうとしたら、手が届く前に動いたり……」

　二年生の青葉が、驚おどろいたように目を見開いた。

「家に忘れたハズのものが手元に出現したり……」

　今度は、三年生の高尾が息を吞のんだ。

「腕時計や、携けい帯たい電話の仕組みが、ナゼか理解できたり……」

　一年生の明石が、ぎくっと顔を上げた。

「他ほかにもあるデショ？　家の人がみんな寝ね坊ぼうしちゃったり、言葉でツッコミを入れようとしたら、なぜか叩たたかれたようなショックが伝わったり、その場にいるのに、空気のような扱あつかいを受けたり……」

　教室に、委員たちの、驚いたようなつぶやきが満ちた。

「ええっ？」「うそ……」「なんで？」「誰だれにも言ってないのに……」

「みんな、なーんにも心配しなくていいのデス。それって、ただの超ちよう能のう力りよくデスから」

　さらっと言ったカミラ先生の言葉を聞いて、委員たちが、おもわず小さく笑った……そのとき。

　カミラ先生は、つかつかと、窓まど際ぎわに歩み寄って、教室の窓を全開にし、右手を上げて、高らかに宣言した。

「ディメンションバブル、展開！　反重力ビーム投射開始！　委員の皆さんを、ビークルに、ご案内！」

　ぽん！

　健吾の見ている前で、教室が、見慣れた緑色のスクリーンに覆おおわれた。

　それと同時に、教室の中に座っていた委員全員の身体からだが、ふわん、と空中に浮ういた。

「うわあ！」「きゃあ！」「なによこれ！」「ひえええええ！」

「ハイハイ！　じたばた暴れない！　下手に手足を振ふり回すと危ないデスヨ。牽けん引いんビームにお任せデスネ！」

　カミラ先生の言葉と共に、委員たちが、ふわふわと窓から吸い出されるように出ていく。

　一番最後に窓から外に出た健吾は、手足をバタバタさせながら、目の前をふわふわ昇って行く委員たちを見て、思った。

　──きっと僕もあんな風に吸い出されたんだろうなあ……。

　上空には、二か月前に拉ら致ちされたときと同じ、いかにも、なデザインの円えん盤ばんが浮かんでいる。

「ハーイ！　皆さん下を見てはいけません！　身体を任せましょう！」

　健吾が、ふと上を見上げると、不安げにこっちを見つめる細香と目が合った。

　──あれ？　どうして細香はあんな風に不安そうな目で僕を見ているんだ？

　あ、そうか。細香は、こんな風に拉致されたのは初めてか！　最初の時はそのまま円盤に収容されて、その後は保健室から転送されてたもんな。

　細香はしばらく健吾を見つめていたが、やがて、はっと目を見開いて、あわててスカートのすそを押さえた。

「きゃあ！　センパイ！　ダメです！」

「え？」

　なんのことだかわからずに間抜けな声をあげた健吾だが細香がなにを隠したのか気がついてあわてて目を逸そらした。

「あっ！　ごめん！」

　──うわ、ヤバイ！　スカート姿の細香を真下から見上げちまった。

　──見えていた。思いっきり見えていた。

　健吾は、たった今、視界に映ったパンスト越ごしに見えた布にプリントされていた絵え柄がらの記き憶おくを消し去るように、首をぶんぶん、と振ふった。

　細香は、スカートのすそを押さえたまま、耳の先まで真っ赤になって固まっていた。

　──あううう……見られた……絶対に見られた。

　油断してた……中学に入っても小学生のときからお気に入りの猫さんぱんつのままなんて……ばか！　細香のばか！　子供っぽく見られたくないなら、なんでこんなところで気を抜ぬくのよ！

　見られたいわけじゃないけど、見られたいわけじゃないけど、せめて……せめて、もうちょっと大人っぽいものなら……ってそうじゃないそうじゃないよ、見せたいわけじゃないのにぃ……あうう……。

　校舎の上空に浮かんだＵＦＯは、真っ赤になって固まったままの細香と、これまた視線を逸らして、すこし赤い顔のまま硬こう直ちよくしている健吾を吸いこむと、そのままふっと、かき消すように姿を消した。




　気がつくと。

　健吾は、いつものリビングに、座っていた。

　ごく普ふ通つうのカーペットが敷しかれた、六畳間。

　安っぽいガラステーブルに、これまた安っぽい、ホームセンターの家具コーナーに置かれているようなビニールレザーのソファ。壁かべ際ぎわには、組み立て式のカラーボックス。

　健吾が気がつくのと同時に、細香も気がついたのだろう、目をぱちくりさせると、あわてて部屋の中を見回した。

「あれ？　なんで、私、こんなところに……っていうか。ここ、カミラ先生の母船のリビングですよね？」

「うん、カミラ先生と、お茶飲んで話をしている、いつものあの部屋だと思う……」

「他の……防衛委員の方々はどこに行っちゃったんでしょう？」

「確か、カミラ先生は、防衛委員のみんなの能力を、深層催さい眠みんで封ふう印いんする、とかなんとか言っていたから……今、封印中なのかもしれない……」

　健吾が、そう答えたとき。

　ぽーん！

　という電子音が部屋の中に響ひびき、健吾たちが囲んでいる、安っぽいガラステーブルの真ん中に、三十センチほどの大きさのカミラ先生が現れた。

「きゃ！」

　細香が可愛かわいい悲鳴をあげる。

　声こそ上げなかったが、健吾も驚おどろいた。

　おそらく通信用の立体映像なのだろうが、そのカミラ先生は実に鮮せん明めいで、本当に、そのサイズの人間が立っているようにしか見えなかったからだ。

　人形サイズのカミラ先生は、驚く細香に向かって手を振ってから、ごく普通の声で話し始めた。

『驚かせてごめんなさい、デスネ。防衛委員の皆みなさんに、事情を説明していましたデスヨ。最初は混乱していた方もいましたが、今は皆さん納なつ得とくして落ち着いていますデスネ』

「ホントに納得したんですか？」

　カミラ先生は、すっと視線を逸らした。

『ちょっとだけ、心理操作の助けを借りましたケド……』

　──やっぱり。

　小さくため息をついた健吾を見て、カミラ先生はあわてて顔の前で両手のひらを振った。

『いえ、ほんのちょっとだけデスネ……ホントにちょっとだけ！　人格の再構成や、記憶の改ざん、捏ねつ造ぞう、脳のう細さい胞ぼうの移植とか、そういうことはやってマセン……今回は』

　──やってたのかよ！

　健吾は、おもわず反射的にツッコミを入れそうになって、思いとどまった。

　──いや、よそう、変につついて、カミラ先生から怖こわいことを聞いたら、立ち直れなくなりそうだ。

　カミラ先生の立体映像は、にっこり笑って、壁かべを指差した。

『みんな、もう、すっかり落ち着いて、この先の部屋で、健吾クンと細香ちゃんを待ってますネ。会いに行って下さい』

　カミラ先生の言葉が終わるのと同時に、壁に青い光が走って、切りぬいたようにふっと壁が消えた。

　その先には、廊ろう下かがあって、床ゆかの真ん中をセンターラインのように青い光が流れるように点てん滅めつしている。

『あの青い光に沿って歩いていけば、みんなと会えますネ』

　健吾は立ち上がると、カミラ先生に聞いた。

「みんなは、どこまで知ってるんですか？」

『ドコマデ、というと？』

「ですから、今の細香の状態とか、僕の役目とか……」

　カミラ先生は、ああ、そういうことか、という表情でうなずいた。

『細香ちゃんの身の上に起きた不幸な事故と、それに伴ともなう一連の騒そう動どうは、伝えてありマス。

　蘇そ生せいのために体内に、組織回復用のナノマシンを注入され、思念臨界反応を起こしてしまったこと。そして、それは、地球人のような未開の種族特有の反応で、簡単に言ってしまえば、思念エネルギーだけで銀河系の半分を吹ふき飛ばせる、とてつもないパワーであるコト。

　地球人を保護する機構に所属する異星人である私が、細香ちゃんの能力を深層催眠で封ふうじ込め、そのコントロールを、細香ちゃんが慕したっている健吾クンにゆだねた、ということも全部、話してありますネ』

　カミラ先生が、さらっと言った言葉に、細香が反応した。

「え？　慕っているって……？」

「あ、要するに、頼たよりにしているってことだよ、ほら、カミラ先生は外国人……じゃなかった、宇宙人だから、上手うまく言えなかったんだと思うよ」

　あわててフォローに入った健吾を見て、カミラ先生は、いわくありげに笑った。

『そうですか、健吾クンがそう言いたいのなら、センセイは何も言いマセンネ。でも、センセイは、もっと素す直なおになった方がいいと思いますヨ……。

　とにかく、みんなが待っています。ディメンションバブルの有効時間は残り四十五分しかアリマセン、急ぎましょう』

「あ、はい、わかりました、さあ、行こう！」

　健吾は、細香を手招きすると、一いつ緒しよに廊下に向かって、歩きだした。




　廊下の青い線は、十メートルほど先で右に曲がっていた。

　動いていく光に沿って右に曲がると、光はそのまま五メートルほど進んで、廊下の真ん中で『ここに来い』という風に点滅した。

　健吾と、細香がその点滅している青い光の上に立つと、目の前の壁に、ドアの大きさに青い線が走り、切りぬいたように、ぽん！　と壁が消えた。

　その向こうに、見慣れた顔があった。

　健吾を目ざとく見つけたのは、名取だった。

「隊長！　それに、神じん通つう隊員！」

「おい、だから、その隊長とか、隊員とか呼ぶのはやめろと……」

　健吾が言い終わる前に、名取が目を輝かがやかせて答えた。

「僕は信じていましたよ！　小学生の時から僕には分かってたんです、隊長はやはり特別な人だと！　今、僕は、自分が抱いだき続けていた信念が正しかったことに満足しています！

　それにしても、なぜ、隊長は、こんな素す晴ばらしい真実を二か月もの間、僕に黙だまっていたんですか！」

「お前に話してみろ！　昼休みに校内放送やってる放送委員のマイクひったくって、大声でわめき散らしかねないだろうが！　だから話せなかったんだよ！」

　げんなりとした顔の健吾を見て、名取は髪かみの毛をかきあげながら、胸を張って答えた。

「それは、とうぜんです！　隊長が、ただの人間ではない、選ばれし存在であることを広く知らしめるのは、副委員長にして忠実な部下である、僕の務めです！

　思い起こせば、小学生の頃ころ。僕は、毎日図書館に通い、本の貸し出し履り歴れきを片っぱしから調べて、隊長の読んだ本を探し出していました……あの苦労がついに報むくわれるときが来たのですね！」

　名取の言葉を聞いた健吾は、怪け訝げんな顔になった。

「おい、ちょっと待て。それってストーカー行こう為いじゃないのか？　僕の借りた本を探してどうするつもりだったんだ？」

　何を当たり前のことを、という顔で名取が答える。

「僕が借りて読むために決まっているじゃないですか！　僕はそうやって、ずっと隊長の後を追いかけてきたんです！　小学校の時に隊長の後を追って読みふけったＳＦや、怪かい奇き現象の本、そして幻げん想そう小説！　それこそが、今の僕を作り上げたのです！　私という生きた芸術作品は、隊長の手によって作られた傑けつ作さくに、ほかなりません！」

　そう言って、前まえ髪がみを搔かきあげた名取を見て、健吾は、思わずため息をついた。

　──こいつが僕の作品だとしたら……僕には芸術家の才能は皆かい無むに違ちがいない。

「……まあ、こうなったからには、お前も一いち蓮れん托たく生しようだ。僕を隊長と呼ぶからには、僕の言うことに従ってくれ」

　名取は、きらりと目を輝かせてうなずきながら、両手を広げて見せた。

「もちろんです！　さあ！　何でも命令してください！　僕の身も心も、隊長のものです！　隊長に捧ささげます！」

「いや別に、捧げられても困るんだが……まあ、とにかく秘密は守ってくれ。変なことを言いふらすなよ？　カミラ先生の説明は聞いたと思うけど、もし銀河文明の存在が公おおやけに知られたら、地球は宇宙の孤こ児じになっちまうんだからな！」

　名取は、小首を傾かしげて考え込んだ。

「うーん、どうでしょう？　僕が、これまでと違うことを言い始めたらそっちの方が目立ちませんか？　僕はいつも通りにしていた方がいいと思いますが？」

　健吾は、あ、そうか、という風にうなずいた。

「うーん、それもそうだよな。お前が宇宙人だ超ちよう能のう力りよくだと言わなくなったら、絶対に何かあると思われるだろうな……救急車を呼ばれる可能性もある」

「でしょう？　生徒会長も隊長の変化に気が付いているようですし。彼女から接せつ触しよくを受ける際にダミー情報を流すためにも、いつも通りであるべきかと」

　名取は、さわやかな笑え顔がおを浮うかべて、さらりと、とんでもないことを言い出した。

「ちょっと待て！　なんで、生徒会長の衣笠がそこに出て来るんだ？」

　驚おどろく健吾を見て、名取はちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「実を言いますと、ここ最近、やたらと生徒会長から声をかけられまして……隊長と、神通隊員について、聞かれるんですよ。彼女は真実に危険なほど近づいていると思います。お気を付けください」

　健吾は頭を抱かかえた。

「うわー。またあいつかよ！　あいつはこういう話が大だい嫌きらいで、小学校の頃からずっと罵ば倒とうされて来たからなあ……」

　思い起こされる、戦いの日々。

『あんた、バカじゃないの？　何が魔ま法ほうよ！　何が前世よ！　笑っちゃうわ！』

『私が言いたいのは、現実を見ろってこと！　それだけ。いい？　人間は魔法も使えないし、前世の記き憶おくも無いの。天使も悪あく魔まもハルマゲドンも、なにもかも、あんたの頭の中にしかないの！』

『学校に来てまで、人前で語るなって言ってんの！　家に帰って一人でやんなさい、そういう恥はずかしいことは！』

　──あいつは、僕がなんと言っても信じないだろう。

　目の前で、高尾さんが、品物を取り寄せて見せても、青葉が、五メートル離はなれたところから触さわっても、摩耶さんが、精神力で引っぱたいても、春日さんが、ほんわかさせて眠ねむらせても、明石が、機械の仕組みを見み抜ぬいても、畝傍さんが、消えても、細香が、漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波クを撃うっても、目の前でナイフとフォークを蝶ちよう々ちよ結うむすびにして見せても、あいつは、ガンとして認めないに決まっている。

　健吾が、再びため息をついたとき、

「やっぱ、委員長も名取くんには、ため息が出るんか～」

　健吾と名取を見た三年女子の春日が、ふわふわと笑いながら言った。

　隣となりにいた、おなじく三年女子の高尾が優やさしく微笑ほほえみながらうなずいた。

「いつも通りで、なんだかほっとしちゃうわね」

　その、あまりに自然な表情を見て、健吾は、面めん食くらった。

「あの……えーと、高尾さんは、平気なの？　こんな話を聞いても、変だと思わない？」

「あら、なにが？　私たちって、上所中学校の生徒を犯罪者や、変質者から防衛するために、立候補して選ばれた防衛委員なんですよ？

　その、犯罪者、変質者に、宇宙人が加わるだけのことじゃないですか」

　隣にいた春日が、ほわほわーとした微笑を浮かべてうなずいた。

「うん、そう思うわあ。うちら、今まで防衛委員とゆーても、名前だけ仰ぎよう々ぎようしくて、みんなに馬ば鹿かにされとったやん。なんか、これで、ほんまもんの防衛委員になれたような気がして、嬉うれしいねん。

　そりゃあ、うちらの正体はひみつやねん。自分と、仲間しか知らへんねん。そやけど、自分の力信じられるってゆーのは、嬉しいねん」

　二年生の青葉や摩耶、そして一年生の明石と畝傍も、口には出さないが、賛同するようにうなずいた。

　あまりに自然に受け入れている委員たちを見て、健吾は、思わず引いてしまった。

　──うわ、これって、もしかしたらマインドコントロール受けているんじゃないのか？

　健吾の考えていることが、わかったのだろう。カミラ先生がちょっと真面目な顔で言った。

「思考や価値観を無理やり捻じ曲げたり、刷り込んだわけではアリマセン。私は、みんなに情報を与あたえ、理解してもらっただけデスネ。携けい帯たい電でん話わと同じデス」

「携帯電話？　どういう意味ですか？」

「不安とかパニックというのは、情報と経験不足から起こるものデスネ。たとえば最新式のタッチパネルの携帯電話なんか使ったこともないし触ったこともないお年寄りに、いきなりタッチパネル式の最新型の携帯電話を渡わたして、これを使って下さい、と言ったら、きっと困こん惑わくしてしまうでしょう、パニックを起こしたり、怒おこりだす人もいるかもしれマセン。

　でも、健吾クンのように、タッチパネル式携帯電話というものの情報を知っていて仕組みを理解して、経験していれば、パニックにはなりませんネ。マニュアルがなくても、新型の携帯電話を使えるはずデス……違ちがいマスカ？」

「いえ、そうだと思います……」

「正しい知識と、情報こそが、パニックの特効薬なのデスヨ。でも、硬こう直ちよく化した思考と価値観でしか、モノゴトを見ることができない人は、どんなに新しい知識や情報を与えても『そんなことあるわけない。ありっこない、やれるわけない、できっこない』という、狭せまい自分だけの常識のタコつぼに閉じこもって、自分の常識や、価値観を書きかえようとはしませんネ。

　その点、防衛委員の皆みなさんは、まだ若くて、思考が柔じゆう軟なんですネ。

『ありっこない、あるわけない』ではなく『あるかもしれない』。

『できっこない』ではなく『できるかもしれない』。

　そう考えることができる余よ裕ゆうがありますネ。

　ですから、本当のことを教えて、理解してもらうだけで、パニックも何も起こさずに、理性的に冷静に受け入れてくれたのですヨ」

　健吾は考えた。

　──確かに、あのときの僕も、こうやって、ディメンションバブルに包まれた空間の中で、ＵＦＯに吸い込まれ、この衛星軌き道どう上にある保護機構の母船に転送され、そこでカミラ先生から話を聞かされた。

『そんな馬鹿な』という気持ちが無かったかといえば、そんなことはない。でも、信じるしか無かった。実際の体験に勝まさる説得力はない。

　きっと、委員のみんなも同じだったんだろう。

「……春日さんの能力が、完全には封ふう印いんできなかったことも大きいとは思いますが」

　カミラ先生がぽろり、とすべてをぶち壊こわすセリフを口にしたが、健吾はそれは聞かなかったことにした。

　健吾は顔を上げて、その場にいた防衛委員会の委員たちを見回した。

「えーと、君たちは、それぞれ、自分が身につけた能力を知っているのかな？」

　委員たちは、うなずいた。

「ええ、知っています」

「使い方も、カミラ先生から教わりました」

「委員長の承しよう認にんを得ないと使えないんですよね！」

「でも、それを聞いて安心しました。人前で使ったら、怪あやしまれますものね」

　三年生の高尾が、笑いながら答えた。

「一年生の神通さんの能力に比べれば、私たちの能力は、微び々びたるものかもしれないけど、サポートぐらいはできるわ。だから、遠えん慮りよなく私たちを使って下さいね！」

　二年生の青葉が、目を輝かがやかせてうなずいた。

「そうですよ！　もう、委員長たちは孤こ立りつ無む援えんじゃないんです！　確かに、俺の能力なんざ、離はなれたところから殴なぐれるとか、触ふれるとか、そんな程度の、チンケな能力ですけど、それだって、使いようによっては力になると思うんですよ！」

　青葉の言葉を聞いていた摩耶が、ぼそっと答えた。

「何を偉えらそうなことを言っている……その能力が使えると聞いたときに『これで、離れたところから、女の子に触れる！』などと言って、ひんしゅくを買ったくせに……」

「な！　なんてことを言いやがる！　そんなことするわけないじゃないか！　みんな深刻な顔していたから、俺は場をなごまそうと、冗じよう談だんを言っただけだ！」

「目が本気だったが……まあいい。キミが能力を使う時は、私も委員長に承認をもらって能力を使えるようにしてもらおう。セクハラ行こう為いに及およぶ前に、精神攻こう撃げきでキミを引っぱたいて止めるのが、私の役目だ」

　青葉は、健吾に泣きついた。

「委員長、なんとか言ってやってくださいよ！」

「なんとか、と言われてもなあ……」

　健吾は笑って言葉を継ついだ。

「まあ、そんなに簡単に超ちよう能のう力りよくを使ってケンカされた日には、収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだ。

　超能力の承認なんてことは、よほどのことがない限りしないから、安心してくれ……」

　そして、健吾は、自分の横に立っている名取をちらっと見たあとで、委員たちを見回した。

「望んでもいない超能力……中には望んでいたヤツもいたけど……これを手に入れて、さぞかし不安がっているんじゃないかと思っていたけど、安心したよ。

　なにより、細香が安心したんじゃないかと思うんだ……細香の身に起こったことは、一人で抱かかえ込むには重すぎる運命だ。僕だけじゃ、とても支えきれなかったと思う。

　包つつみ隠かくさず話ができる、共通の秘密を持った仲間ってのは、とても大切だと思うんだ」

　高尾が微笑ほほえんだ。

「そうよね、それに、私たちの持っている秘密は、何一つ後ろ暗いところのない秘密だものね！」

　春日がうなずいた。

「そうやでー、なーんも悪いことないで、別に秘密にせんでもええねん。ただ、言うても信じてもらえんだけで、信じない方が悪いねん」

　春日の言葉を聞いた委員たちが、それぞれにうなずくのを見ていたカミラ先生が、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「というわけで、皆みなさんへの説明は終わりましたデスネ。そろそろタイムリミットなので学校の教室に戻もどりマスヨ！　教室の中では、大淀さんが、ディメンションバブルを展開しながらゲートを維い持じしてくれていますネ！　デハ、転送開始デス！」

　カミラ先生がそう言って、手を、ぽん！　と叩たたくのと同時に、健吾の意識がふっと消えた。

　──気がつくと。

　健吾は教室に立っていた。

　あわててまわりを見回すと、同じように、きょとんとした顔で、周囲を見回している防衛委員たちの姿があった。

「あ、あれ？」

「俺、さっきまで、どこにいたんだっけ？」

「夢見ていたのかしら……」

　カミラ先生が、笑いながら、ぽんぽん、と手を叩いた。

「はい、みんな、席に戻って下さいネ。大淀さんから、今回のカエル男について、詳くわしいお話があります。上所中学校の生徒の安全を守る、防衛委員会の大事な仕事デスネ」

　委員たちは、あ、そうだっけ、と言う顔になると、あわてて席に着いた。

　全員が席に着いたのを見計らって、上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大淀警部補が、ゆっくりと口を開いた。

「君たちも知っているとおり、この上所地区は、銀河文明評議会から特別指定されている保護区であり、数多くの異星人が暮らしている。

　この上所温泉に訪おとずれる観光客、湯治客の二割近くが、実は地球人のお客さんではない。

　しかし、上所地区を訪れる異星人に対しては、発展途と上じよう惑わく星せいの文明保護を目的としたサリアント条約により、完全なる擬ぎ態たいと偽ぎ装そうが義務付けられており、少なくとも、現在に至るまで、異星人の存在が露ろ見けんしたことはない……」

　青葉が手を上げた。

「でも、大淀さん、今回、うちの女子に声をかけたカエル男は、どう見ても異星人だと思うんですけど……」

「そうよね、そう考えた方が理り屈くつに合うわ」

「変質者にしては、手が込みすぎているものな……タキシードとか、言葉づかいとか……」

　居並ぶ委員たちが、そう言ってうなずいたのを見て、健吾は思わず目を見開いた。

　──さっき、名取が『カエル男の正体は宇宙人だ！』って言ったときは、鼻で笑ってたのに……人間の認にん識しきって、こんなに簡単に変わってしまうものなのか？

　だが、健吾はすぐに思い直した。

　──いや、僕だってそうだったじゃないか。

　僕は、ずっと夢だと思い込もうとしていた。でも、夢じゃなかったと気がついたとき、目の前にあった現実を受け入れた。

　なんの違い和わ感かんもなく、ごく自然に『そういうものだ』と……。

　大淀警部補は、笑いながらうなずいた。

「君たちの推理は正しい。例のカエル男の正体は、異星人だ。ただし、不法入国者や、犯罪者ではない。正体はわかっている。身分も身元も確認済みだから、安心してもらいたい。

　今回の事件の原因は、彼が地球の情報を良く調べずに、地球には、ヒト型の知的生命体しかいない、ということを知らずに、そのままの形態で地球人に接せつ触しよくしてしまったという、実に初歩的なミスだ。

　今後、そういうことが無いように、強く申し入れたから、もう、カエル男が世間を騒さわがせることは無いだろう」

「うーん、どうでショウ？」

　大淀警部補の言葉を聞いたカミラ先生は、眉まゆをひそめた。

「私の調べた情報では、彼らは、いろいろなところでトラブルを起こしている、トラブルメーカーらしいデスヨ？　私たちのような末まつ端たんの保護官が、申し入れたぐらいで、行動を慎つつしむとは思えまセン……」

「いや、彼らの帝てい国こくは、銀河文明評議会でもかなりの発言力を持つ列強種族だ。そうそう軽はずみなことをするとも思えんのだが……」

　カミラ先生は首を振ふった。

「銀河文明評議会の列強種族だからこそ、始末に負えないんデスヨ。なんでも自分たちの思い通りになると思い込んでいるんデス。帝国の看板さえあればなんでもできると思ってイマス。そして我がままが通らなくなったら、逆切れして戦争吹ふっ掛かけるくらいのことはやりかねない相手デスヨ？

　地球なんか、あいつらにしてみれば、辺境の未開惑わく星せいのひとつに過ぎマセン。トラブルになったら、地ち殻かく破は壊かい弾だんを撃うち込んで、宇宙の塵ちりにしてしまっても構わない、くらいで考えているかもしれマセン！」

「いやあ、いくらなんでもそこまでめちゃくちゃなことはしないでしょう、そりゃあ言いすぎです。不安を煽あおるのは感心しませんな……」

　大淀警部補の言葉を聞いたカミラ先生は、はっと目を見開いて、健吾たちを見た。

「確かに……ちょっと言い過ぎましたデスネ。地球を宇宙の塵にしかねない、というのは取り消します。でも、あの連中が、帝国の名前を笠かさに着て、我がまま放題のことをやりかねないというのは、間ま違ちがいありマセン。

　そうなった時のために、私は、この会議が終わったら、第二階層銀河にあるエリルセナント方面本部に行って、局長の『特例通知』を取りつけて来ようと思います」

　大淀警部補は、目を見開いた。

「エリルセナント方面本部の局長ですと？　そりゃあ、あの方は帝国の名門貴族で、現げん役えき閣かく僚りようですから、さすがに逆らえないでしょうけど……あんな雲の上の方が、こんな辺境保護惑星のために、わざわざ特例通知を出してくれますかねえ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。実を言うと、あの方は、この上所温泉にお忍しのびで何度も来ているのデスヨ。上所温泉に入れなくなるかもしれないような事件は、絶対に許さないと思いますデスネ」

　カミラ先生は、そう言った後で、健吾たちに向き直った。

「……勝手に、こっちだけで話を進めてしまって申し訳アリマセン。とにかく、今、上所地区を騒がせているカエル男は、もう出ませんデスネ。

　さっき大淀さんが言ったとおり、この騒ぎの元げん凶きようになった異星人も、ちょっと厄やつ介かいな連中ですが、無法者ではアリマセン。防衛委員の皆みなさんは、何の心配もいりませんデスネ」

「なんだ、せっかく能力を手に入れたのに、俺たちがそれを使う機会は無いってことですか」

　実に残念そうにつぶやいた青葉を見て、健吾は苦笑いを浮うかべて答えた。

「おいおい、物ぶつ騒そうなことを言わないでくれよ。僕たちの出番が無いことが、一番いいんだからさ……」

　だが、その健吾の言葉に、名取が嚙かみついた。

「そのことなのですが、隊長に提案があります。この能力、日ひ頃ごろから鍛たん錬れんしておくべきではないでしょうか？　人じん智ちを超こえた超ちよう能のう力りよくだけに、実戦で制せい御ぎよできなければ、他ほかの隊員にも危険がおよびます！　隊長、どうかご一考を！」

「確かに、使い方に慣れないと、いろいろ差しさわりがありそうですね……制御できなくても周囲に危険がおよぶ心配が無いのは、僕の解析能力と名取さんの超ちよう持久能力だけですね……」

　メガネの端はしをくい、と持ち上げるようにして言う、一年男子の明石を見て、健吾は妙みように納なつ得とくしてしまった。

　──こいつは、理り屈くつっぽい考え方をするヤツだったけど……なるほど、それぞれの性格に応じた超能力を獲かく得とくしたのか。

　でも……待てよ？　とすると名取の超能力って、どっから出たんだ？　こいつのことだから、見た目が地味な超能力でも、たとえば他人の超能力を打ち消すとか、そんな感じだと思うんだが……どうして、まったく見み栄ばえのしない、はっきり言って、誰だれも気がつかないような能力に目覚めたんだろう？

　健吾はそんなことを考えながら、さっきから健吾のことを隊長、隊長と連呼する名取に、うんざりしたような顔で答えた。

「だから、その隊長ってのは、やめてくれ！」

「いや、これで名実ともに隊長になったのですから、ここは、委員長ではなく、隊長、もしくは司令官とお呼びするのが正しいと……」

　名取は、首を振って、一歩も引かない構えである。

　──こいつ、変なところにコダワリがあるんだよな……まあ、いいか。呼びたければ呼ばせておけば。こいつが、僕のことを司令官と呼ぼうが、隊長と呼ぼうが、周りの人間は『ああ、またか……』と思うだけだものな。

　健吾は、小さくため息をつくと、うなずいた。

「……わかったよ、僕のことは、隊長でも司令官でも好きに呼んで構わない。ただし、それは僕が君たちの能力に承しよう認にんを与あたえたときだけだ。

　それ以外の時は、あくまでも『委員長』と呼ぶように！」

　名取は、嬉うれしそうに笑った。

「わかりました！　最上司令官！」

「今は委員長だって言ったばかりだろうが！」

　健吾は、そう言い返したあとで、委員の皆みなを見回して、笑いながら言葉を継ついだ。

「まあ……今回のカエル男は、ふたを開けたら、たいした事件じゃ無くて良かったよ。

　確かに、訓練も必要だろうから、そのうちにやろうと思うけど、僕が、君たちの能力を承認しなくちゃならなくなって、名取が僕のことを、隊長だとか、司令官とか呼ぶときは、当分来ないだろうね……」

　委員たちは、笑いながらうなずいた。

　だが、このとき、健吾は知らなかった。

　自分が、防衛委員たちの持つ超能力を承認し、名取から『最上司令官』と呼ばれるときは、意外と近かった。




　それは……三十分後に現れた。
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　放課後の会議が終わり、大淀警部補が乗った駐ちゆう在ざい所しよの連れん絡らく用のミニパトカーが上所中学校を出て行くのと入れ替かわりに、中学校の校門の前に一台の黒くろ塗ぬりの高級タクシーが止まった。

　授業が終わった直後の、一いつ斉せいに下校する生徒たちの波は、いったん収まり、今は放課後教室に残っていたり、部活を早めに終えた生徒たちが、ちらほらと校門を出ていくだけだった。

　校門の前に停とまった黒塗りのタクシーの助手席のドアを開けて、降り立ったのは、黒いタキシードに身を包み、白い手て袋ぶくろをした、見るからに『執しつ事じ』風の四十代の落ち着いた黒人の男だった。

　執事風の黒人は、流れるような動作で身をひるがえすと、後部座席のドアを開けようとかがみ込み──。

　そのまま、運転手の開けた自動ドアに、鼻っ柱を、ごん！　とぶつけた。

「あ、申し訳ない！　自動で開くんですよ、日本のタクシーのドアは！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あわてる運転手を見て、執事風の男は顔を上げた。

　鼻がひん曲がっていた。

「そうか、いや、それは知らなかった私の責任だ。気にすることは無い」

　ほとんどなまりの無い日本語で、こともなげに答えた執事を見て、運転手はもっとあわてた。

「あ、あんた！　鼻！　ひん曲がっちゃってるよ鼻が！　救急車を呼ばなきゃ！」

「なに？　鼻？　ああ、これか」

　執事は、そう言うと、右手でひん曲がっていた鼻をつかんで、ぐにゃっと押し戻もどした。

「ほら、これで元通りだ、心配いらない」

「はあ……確かに……元に戻ってますけど……本当に大丈夫なんですか？」

「大丈夫だ、君が気にすることではない」

　執事は、運転手にそう言い残すと、ドアのあいた後部座席に向かって声をかけた。

「ポーラルリッヒ、ホルディナンド様をお連れしろ」

「かしこまりました」

　若い女性の声と共にタクシーから降り立ったのは、黒い、シックなロングスカートのワンピースに、フリルのついた白いエプロンを身に付けた……いわゆるメイド姿の女性だった。

　年ねん齢れいは、まだ若い。二十代の前半だろうか。

　背が高く、すらりとしたモデルを思わせる体型の、プラチナブロンドのロングヘアーを持つ北ほく欧おう風の美人である。

　校門のところにいた、上所中学校の生徒たちは、タクシーから降り立った、黒人の執事と、プラチナブロンドのメイドを、ぽかんと口を開けて見つめていた。

「すげえ……あれ、本物のメイドさんなのかな？」

「……私、本物見るの初めて！」

「いや、もしかしたら、どっかで映画か、ドラマのロケでもあるのかもしれないぜ……」

「撮さつ影えいなら、スタッフがいるはずだよ、それらしい人は見当たらないよ？」

「じゃあ、やっぱり、本物ってこと？」

「コスプレの撮影かしら？」

　ポーラルリッヒと呼ばれたメイドは、遠巻きにして、ひそひそウワサ話をしている中学生のことなど気にも止めない様子で、タクシーの後部座席に向かって深々と頭を下げた。

「上所中学校に到とう着ちやくいたしました、ホルディナンド様……お乗りものをお降り下さいませ」

「わかった、大たい儀ぎであった」

　子供っぽい響ひびきの残った、少年の声とともに、タクシーの後部座席から降り立ったのは。

　金きん髪ぱつの長ちよう髪はつを右目を覆おおうように顔に垂らした十四、五歳の少年だった。

　遠巻きにして見ていた中学生の中から、半分呆あきれたようなつぶやきが漏もれた。

「なにあれ？　ビジュアル系のコスプレか何かなの？」

　そう言われるのも無理は無い。

　ホルディナンド様、と呼ばれた少年が身に着けていたのは、白い半ズボンに、白いフリル付きのブラウス、そして肩かたから金色の刺し繡しゆうをちりばめた、長いローブを垂らしていた。

　まるで、どこぞの王国の王子のような服装である。

　もし、この少年に、威い厳げんや風格を感じさせるオーラでもあれば、たとえ戯ぎ画が化された王族のような服装を身にまとっていても、それなりに見る人を感じ入らせることができただろう。

　だが、どこか、臆おく病びような小動物を思わせる神経質そうな表情であたりを見回しているこの少年からは、そういうオーラが感じられなかった。

　威厳や風格とは、一種の余よ裕ゆうである。

　精神的な余裕は、その人間の言葉や立ち居い振ふる舞まいに如によ実じつに表れる。

　タクシーの運転手と話をしていた黒人の執事が話を終えて、少年のところに戻って来た。

「タクシーには、待っていてもらうように話しておきました。ホテルまでの帰りの足は、大丈夫です」

「そ、そうか、わかった、大儀であった。……で？　ブリッツよ、我が忠勇なる下僕となるべき『サヤカ』という原住民は、どこにいるのだ？」

　ブリッツと呼ばれた黒人の執事は、顔を上げて右目を見開いた。

　不自然に大きく見開かれた目の瞳どう孔こうは、まるでカエルのように金色で、真横に開いていた。その目で上所中学校の校舎を見つめたブリッツは、すぐに目を閉じると、頭を下げた。

「申し訳ありません、ホルディナンド様。キルリアン反応が探知できません……」

　ホルディナンドは、不ふ機き嫌げんそうな顔と表情で答えた。

「そんなはずはない！　思念臨界反応は、銀河系の半分を瞬しゆん時じに消しよう滅めつさせるほどの強きよう烈れつなエネルギーなのだぞ？　いかに保護機構といえども、シールドできるようなレベルではない！」

　黒人の執しつ事じは、慇いん懃ぎんに一礼した。

「ホルディナンド様のおっしゃるのも、もっともでございます。しかし、我々が情報を購こう入にゆうした生物ハンターシンジケートのデータには、対象現住生物の選別は、極きわめて困難である、との記き載さいもありました。

　この惑わく星せいの現住生物の精神構造に、その種のエネルギー波を放出しない、一種の天然シールドが備わっている可能性は否定できません」

「そうか……未開の蛮ばん族ぞくだからな。我々には未知な部分も多いのかもしれない……とはいえ、このままここで、ぼんやりと待ちぼうけしているわけにもいかない。なんとかしろ、ブリッツ！」

　ブリッツは、長身を折おり畳たたむように一礼した。

「かしこまりました。対象のパーソナルネームは判明しておりますので、それで、この中学校とやらに通っているチュウガクセイに質問すれば、手て掛がかりがつかめると思われます」

　ホルディナンドの後ろに立ってたメイドのポーラルリッヒが、たしなめるように言った。

「ブリッツさん。昨夜のように、原住民を驚おどろかせて、官憲が出動するような騒さわぎはごめんですよ？　私たちは特権階級ですから、現場の保護官など、どうということはありませんが、保護機構は絶大な力を持っています」

　ブリッツは、にやっと笑うと、自分の顔を指差して見せた。

「安心したまえ、どこからどう見ても、この星の原住民だろう？　昨夜のような不始末はしないよ。この惑星が隔かく離りレベルの惑星で、哺ほ乳にゆう類るいのヒト科しか知的生命体が存在しないということを忘れていただけの話さ……」

　ポーラルリッヒは肩をすくめた。

「シンジケートの大おお雑ざつ把ぱな情報なんかに頼たよるからですわ。私の言うとおり、あの現地駐ちゆう在ざいのエージェントから情報提供を受けて動いていれば、無む駄だ足あしを踏ふまずに、最初からここに来れたものを……」

「ああ、そうだったな……」

　ブリッツはそう言ってうなずいて見せたが、内心は違ちがっていた。

　──現地のエージェントに情報を求めるという、ポーラルリッヒの言っていることに異議を申し立てるつもりはないんだが……問題は、その現地のエージェントの質だ。

　ブリッツの脳内に、三日前、面接にやって来た元シンジケートの、三人組の顔が浮うかんだ。

　──形態変化できるキャラウェイ星人のくせに、触しよく毛もうをそのままにしているヤツ、怪あやしげなドラッグのような匂におい……本人は香こう辛しん料りようだと言い訳していたが……こいつが身体からだに染しみついたようなヤツ、やたらへりくだるばかりの、タイコモチのようなヤツ……。

　まったく、辺境惑星に島流しにされてもおかしくない、絵に描かいたようなダメ社員三人組だった……。

　とても使いものにならないと思って、あのときは門もん前ぜん払ばらいを食くらわしたんだが……ポーラルリッヒが言う通り、あらためて雇やとい直して正解だったかもしれない。

『古池に入れば古池の規則に従え』と昔から言われているが、そのとおりだな。

　さてと、情報収集にかかるとするか……。

　ブリッツは、校門のところに集まって、遠巻きに自分たちを眺ながめている中学生たちに近づいて、一礼して聞いた。

「恐おそれ入ります、皆みな様さま方は、この上所中学校のチュウガクセイ様ですか？」

　校門のところにたむろしていた中学生たちは、びっくりしたように目を見開いてうなずいた。

「は、はい！　この中学校の生徒ですけど……」

　その表情を見たブリッツは胸の中で、ほっと安あん堵どのため息をついた。

　──確かに、昨夜とは全く反応が違う。やはり、外見偽装にはそれなりの理由があるのだな……それにしても解げせないな。

　この星の娯楽作品を調べたときに、別の星から来たカエル型宇宙人が主役のものがあった。てっきり両生フ類型ロ知的ツ生命体ガーも普通に存在するのだと思っていたのだが……。

　やはり、あの娯楽作品と同じように、会話の語尾を「であります！」で会話しなかったのがいけなかったのかもしれないな……。

　ブリッツは、何か大きく勘違いしたまま、にっこりと笑って聞いた。

「サヤカ……というチュウガクセイをご存知ではありませんか？　ご主人様が、ぜひともお会いしたいということで、遠路はるばるやって参りました」

　中学生たちは、お互たがいの顔を見合わせた。

「サヤカ……って、名前だよね、きっと」

「そんな名前の子いたっけ？」

「さあ、名前だけだと、ちょっとわかんない。だって、よほど親しくなけりゃ、名前なんかで呼ばないもの」

「そうよねえ。名字がわかれば、なんとかなるけど、名前だけ言われてもねえ……」

「先生に聞いてもらった方がいいと思うなあ……」

「センセイ？　センセイというのは……管理者のことですか？」

　生徒たちは、お互いの顔を見合わせると、中学校の校舎を指差した。

「管理者というか……学校の責任者は、校長先生です。校舎の受付に行っていただければ……」

　ブリッツが、顔を上げて上所中学校の校舎に目を向けたとき。

　一階の昇しよう降こう口で、靴くつを履はき替かえていた健吾のところに、利根が、息を切らせて飛び込んできた。

「おい！　最上！　なんかすげえのが校門のところに来ているぜ！」

「すげえの？　なんだそりゃ？」

「えーとだな、プラチナブロンドのメイドさんと、エディ・マーフィーみたいな執しつ事じと、そして……王子様だ！」

「……お前。それで説明したつもりか？」

　利根は怒おこったように答えた。

「いや、だから、そうとしか説明できないんだ！　とにかく、ウソだと思ったら、行ってみろ！」

　健吾が顔を上げて、校門の方角を見たとき、脳のう裏りに、今日の昼休みにカミラ先生から聞いた言葉がよみがえった。

　──そういえば、カミラ先生はあのとき……。

『……実は今、第三銀河系の覇は権けん国家、アルマゲドン帝てい国こくの王族、それも帝国の王位継けい承しよう権を持っている王子が、この上所温泉に来て、上所温泉観光ホテルに宿しゆく泊はくしているのデスヨ……』

　とかなんとか言っていたような気がする。

　──もしかして、そいつらは……。

　健吾は、急いで靴を履くと、昇降口を飛び出した。

「あ、おい！　最上！」

　驚おどろく利根をそのままにして、校門に向かって走る。

　健吾の脳内には、カミラ先生から聞いた言葉が渦うず巻まいていた。

『王位継承権を持つ王子は、一種の外交特権を持ってイマス。我々では、現行犯逮たい捕ほすらできマセン。上の人たちを通じて、帝国に申し入れをすることぐらいしかできないのデス……』

　──よりによって、その外交特権を持ってる相手をなんとかするために、カミラ先生は、保護機構の本部に行ってしまった。

　そいつらが何をしでかしても、カミラ先生には頼たよれない。大淀さんを呼ぶしかない……でも、大淀さんにも手が出せない、取り締しまれないとしたらどうすればいいんだ？

　そのとき、健吾の脳内に、ひとつのアイディアが浮うかんだ。

　──そうか！　保護機構に所属していない僕たちなら……なんとかできるかもしれない！

　僕たちに与あたえられた超ちよう能のう力りよくって……こういう時のためにあるんじゃないのか？

　健吾は、立ち止まると、胸ポケットの中の携けい帯たい電でん話わを取りだした。

　開くのももどかしく、名取の短縮ダイヤルを押して耳に当てた。

　呼び出し音が聞こえて来る。

　──あのバカ、何をやっているんだ、肝かん心じんな時に役に立たないヤツだな……。

　そこまで考えたとき、名取の声がした。

「出動ですか？　最上司令官！」

　健吾は、一回深呼吸して、そして、ゆっくりと言った。

「上所中学校、防衛委員会、出動だ！　全員大至急校門に集合だ！　全員に伝えてくれ！」

　電話の向こうで、名取は黙だまったままだった。

「おい……」

　……聞こえているのか？　と聞こうとしたとき、健吾は、電話の向こうの名取の様子がおかしいのに気がついた。

『くく……くくくく……くくくくく』

　それは、名取の含ふくみ笑いだった。

　そして、名取は叫さけんだ。

『来た！　ついにこの時が来た！　私は、この時が来るのを待っていた！　あなたが覚かく醒せいするその時を！　あなたを、堂々と司令官と呼べるこの時を！

　そうです！　あなたはそうでなくてはいけません！

　普ふ段だんは自分を偽いつわり、力を隠かくし、怪かい異いなど存在しないかのように振ふる舞まいながら、いざその時が来れば、あっさりと豹ひよう変へんする。己おのれの正体を隠しておきながら、必要とあれば力の行使をためらわない。そんな先せん輩ぱいだからこそ、世界の運命は選せん択たくしたのです。あなたを！』

　携帯電話の向こうで一方的にまくしたてる名取にむかって、健吾は、途と方ほうに暮れたようによびかけた。

「おーい……聞いてるかー」

　携帯電話の向こうの名取は、我に返ったようだった。

『はっ！　申し訳ありません、最上司令官どの！　私、喜びのあまり、思わず我を忘れましたっ！』

「謝らなくてもいいから、防衛委員を一刻も早く全員集めてくれ！　僕のカンが当たっていれば、今回の相手は、カミラ先生や大淀さんでは、手が出せない相手だ……」

　携帯電話の向こうで、名取が息を吞のんだのがわかった。

『なんと！　それほどの強敵ですか！　わかりました！　我ら九人の戦せん鬼きの初うい陣じんにふさわしい相手ですね！』

「盛り上がるのは勝手だが、とにかくみんなを集めてくれ！　頼たのんだぞ！」

『ご安心を。通話をしながらすでに全員にメールを送りました。こんなこともあろうかと、メールのひな形を作っておいたのです！』

　得意そうな名取の声。

「わかった。よくやってくれた、お前もすぐに来いよ」

『了りよう解かいです！　選ばれし者は、選ばれた道を歩くことが運命なのです！　ああ、選ばれし者の恍こう惚こつと不安ここにあり！』

　健吾がそう言って携帯電話を折おり畳たたんだとき。

「何か……あったんですか？」

　細香の声がした。

　振り向くと、そこに、不安げな表情の細香の姿があった。

「今、携帯に、名取さんから『第一級地球防衛態勢発令！　防衛委員非常招集！』というタイトルのメールが送られて来たんですけど……」

　──なんてタイトルのメールを送りやがるんだ、あいつは……。

　嬉き々きとしてメールを送っている名取の顔を思い浮かべた健吾は、小さくため息をついてから細香に言った。

「さっき、大淀さんが話していた連中らしい一行が、中学校の校門のところに来ているらしいんだ……地球のことをよく知らない異星人が、無用のトラブルを起こさないように、僕たち防衛委員でなんとかしなくちゃならない」

「え？　私たちだけで？　カミラ先生は……」

「カミラ先生は、出張中だ。保護機構の偉い人に会いに行っている」

「あ、そうか！　そうですよね……」

「だから、僕たちだけでなんとかしなくちゃいけないんだ！　行くぞ、細香！」

　健吾に呼びかけられた細香は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いた後で、嬉うれしそうに微笑ほほえんで、両手を握にぎりしめ、答えた。

「はいっ！　司令官！」

　細香の表情を見た健吾の脳内には、一瞬。

　──あ、こういうのも、いいかもしれない。

　──流されるな！　その快感を受け入れたら、お前はもう二度と戻もどって来られないぞ！

　という二つの二律背反した感情が渦うず巻まいた。

　矛む盾じゆんする思いを抱かかえたまま、校門に向かった健吾が、校舎の角をまがったとき、校門のところに立っている、奇き妙みような三人組が目に飛び込んで来た。

　肩かたから、白いマントのようなものを掛かけ、ド派手な格好をした線の細い金きん髪ぱつの少年。

　すらりとした長身の黒人の執しつ事じ。

　モデルのような体型の金髪のメイド。

　──こりゃあ、確かに、利根の言うとおり、プラチナブロンドのメイドさんと、エディ・マーフィーみたいな執事と、そして……王子様だ。それ以外に説明のしようがない。

　二か月前に戦った宇宙人は、ハンターだった。

　あいつの目的は、地球人を捕つかまえて売り飛ばすことだったけど、この王子とやらの目的はなんだろう。

「おや、あの少年は」

　黒人執事はすっと目を細めて、自分たちに向かって走って来る健吾を見た。

「あの少年がどうしました、ブリッツ？」

「気をつけたまえ。あの少年はこちらを警けい戒かいし、探さぐっているようだ。他ほかの地球人とは違ちがう」

　健吾の目の配り方が好こう奇きと興味の視線を向けてくる他の地球人と違うことに、執事は気が付いたようだった。

　メイドのポーラルリッヒが、怪け訝げんな顔で答えた。

「では、あれが『サヤカ』でしょうか？　それにしてはキルリアン反応がないようですが……」

「ええっ？　サヤカというのは男なのか？　話が違うぞ！　それではあまりにも美しくない展開だ。余はチェンジを要求する！」

　ホルディナンドという少年がだだっ子のように唇くちびるをとがらせてつぶやいた言葉は、健吾の耳に届いていた。

　右みぎ腕うでにインプラントされた翻ほん訳やくマシンが、銀河共通語を拾って翻訳し、健吾の耳に届けたのだ。

　健吾は、確信した。

　──間ま違ちがいない、こいつらは異星人だ！　それにしても、なぜ、こいつら、細香の名前を知っているんだ？

　健吾は後ろをふりむいた。すぐ後ろに、緊きん張ちようした面おも持もちの細香が、そしてその向こうから、小走りで駆かけてくる防衛委員たちの姿が見えた。

　──この、校門は、職員室のある校舎からは見えない。先生が来るまで少しは時間がかかりそうだ。

　校門の前に不ふ審しん者が居れば、教師が駆けつけるのは時間の問題だ。彼らが普ふ通つうの不審者なら、教師に任せればいい。しかし、もし宇宙人なら教師に任せるのは危険だ。

　健吾は、覚かく悟ごを決めて、目の前に立っている黒人の執事に近づいた。

「失礼します！　私は、この学校の防衛委員長の最上健吾と申します。皆みなさんはどちらから来られた方で、本校には、どのようなご用でしょうか？」

　健吾の言葉を聞いた執事とメイドが、真ん中に立つ線の細い王子様のような少年に、ちらりと伺うかがいを立てるような視線を向けた。

　だが、王子は不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いただけだった。

　それを確かく認にんして、執事が一歩前に出た。

「ボウエイイインチョウとやら……こちらは、やんごとなきお方だ。この中学校にいる『サヤカ』というチュウガクセイに会いたいと仰おおせだ。今すぐ呼んで来てもらおうか」

　──ずいぶん横おう柄へいな言い方だな……カミラ先生が言っていたとおりの連中って感じだ。

　さて、どう答えればいいものやら。

　健吾が、そんなことを考えながら、口を開こうとした時、すぐ後ろから、遠えん慮りよがちな声が聞こえた。

「あの……その『サヤカ』って、もしかして私のことでしょうか？」

　その言葉を聞いたとたん、三人組の視線が細香に集中した。

「ひえ！……」

　細香はメガネの奥の瞳ひとみを見開いた。

　その視線に覚えがあった。

　そう、獲え物ものを値ね踏ぶみする、狩しゆ猟りよう者の視線。クリオネリアンのハンター、十四号の視線である。

　細香の記き憶おくの中にある恐きよう怖ふ心しんと警戒心が、むくむくと膨ふくれ上がり、カミラ先生が施ほどこした心理ブロックの隙すき間まから、エネルギーとなって漏もれ出しはじめた。

　その、エネルギーの奔ほん流りゆうを見た、執事とメイドが、同時に叫さけんだ。

「こ、これは……キルリアン反応！」

「ご主人様、お気をつけください！　とてつもないエネルギーです！」

　王子の脇わきに控ひかえていたメイドが、表情を引き締しめて、かばうように一歩前に出た。

「いや、かまわない」

　少年は左手で、メイドを下がらせると、ポケットから金色の鎖くさりをつけた片メガネのようなものを取り出し、左目にかけて、顔を上げた。

「おお、分かる、分かるぞ！　君が輝かがやいているのが！　その輝きこそ、君が、余の運命の女性である証あかし！」

　怯おびえた細香が放つキルリアン反応は、周囲の中学生たちには分からない。

「なんだなんだ、いきなり愛の告白か？」

「外国人なのに日本語うめえな、王子」

「あの子、一年よね。サヤカってあの子？」

「え？　なになに？　どういうこと？　あの王子様っぽいのと、三年生の最上くんとで、あの子を取り合ってるの？　やだ、マンガみたい！」

「どっかにカメラがあるんじゃねえのか？」

　細香が無意識のうちに健吾の背中に隠かくれるような姿勢になっているせいもあり、端はたから見ると、どう見ても痴ち情じようのもつれの構図である。

　王子は、金色の片メガネの奥の目を輝かせ、両手を差し出して一歩進み出た。

「さあ、サヤカ。余と共に来るがいい。君にふさわしいのは、こんな小さな星じゃない。絢けん爛らん豪ごう華かに腐ふ敗はいした銀河が、死と退たい廃はいに満ちた星々が、君を待っている！　さあ、行こう！　余と共に宇宙へ！」
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　王子の言葉は、保護機構の条約的に完全にアウトだ。

　自分が宇宙人だと完全にバラしている。

　だが、それを聞いていた周りの生徒たちの反応はというと……。

「うわー、情熱的！」

「でも、演技が大根っぽいなあ」

「あーあ、イケ面は、何しても許されるんだよ。抱だき枕まくら王子と同じだ、クソ」

「これ、ドッキリ企き画かくの撮さつ影えいじゃないの？」

　……誰だれひとり、王子の言葉を信じていなかった。

　健吾は、目の前にいる三人組を見て気がついた。

　──そうか！　この、執しつ事じ、メイド、王子という組み合わせだ！

　あまりにも非日常的というか、類型的なパターンな上に、ナチュラルにおかしくて現実からかけ離はなれすぎて、現実の出来事だと思わないんだ！

　今なら、正常化バイアスを強くしてもらえれば、騒さわぎが大きくなる前に、ドッキリ企画とか、ロケだとか、そういった理由づけで、収められそうだ！

　そのとき、後ろの方で、一年生の防衛委員の明石と、二年生の防衛委員の摩耶の声が聞こえた。その後ろには、他の防衛委員たちの姿も見える。

「委員長！　お呼びですか？」

「名取くんからメールをもらって、急いで来ましたけど……この人たちですか？　大淀さんが言っていた例の人たちって！」

　健吾は素す早ばやく考えた。

　──まず、明石の能力で、こいつらの正体を確かめよう！

「明石君、ちょっと来てくれ」

　健吾が呼ぶと、メガネをかけた一年の男子がちょこちょこと駆かけ寄って来た。

「君の能力を承しよう認にんする！　いいかい？」

　こくん、と、うなずいた明石の耳に、健吾はキーワードをささやいた。

「すべてを見通す偉い大だいなる魔ま術じゆつの神オーディンの二羽の使い魔フギンとムニンの名において、汝なんじの封ふう印いんを解く……『万マル能チア解ナラ析イズ』！」

　能力を解禁された明石の目が、一いつ瞬しゆん、青く輝いたように見えた。

「明石君、どうだ？　彼らは宇宙人だろうか？」

　明石はうなずいた。

「ええ。王子の周囲を何かシールドのようなものが幾いく重えにも周囲を覆おおっています。僕の能力でも細かいところまでは分かりません……執事は、顔の筋肉の動きが変です。たとえば目や口が動いても、顔の他ほかの筋肉が連動してないです。良くできてますが、マスクですね」

「マスク……ってことは、ひょっとして、あれが噂うわさのカエル男か？」

「ええ、おそらくは……それと……」

　明石は、丸い鼻の上のメガネをくい、と押し上げた。

「メイドは人間じゃありません。メイドは全身から服に至るまで、まるで粘ねん土どのような素マテリ材アルで作られています」

「それって、実物大フィギュアのようなもの、ってことか？」

「おお！　そうです。さすがは隊長。的確な言葉の選せん択たくだ」

　──誉ほめられている気がしない。

「それで、他には？　タクシーとか運転手とか。宇宙人やその乗り物ってことはないのか？」

　明石は首を振ふった。

「いいえ。どちらも普ふ通つうです。運転手さんは、なんだか騒ぎが大きくなったので困っておられるみたいですね」

「よし、分かった。ありがとう。何か気が付いたら言ってくれ」

　健吾が明石と会話をしている間も、王子姿の少年は細香に熱ねつ烈れつ（？）なアプローチを続けていた。

「君にも分かっているはずだ。この宇宙に、価値などない、ということが！

　退たい屈くつで怠たい惰だで停てい滞たいした宇宙にとって、真の救済は滅ほろびにのみある！　これは運命……そう！　運命なのだ！

　余と君がこうして出会い、共に手を携たずさえ、エントロピーの極大へと向かうのは、まさしく運命以外の何物でもない！」

「あうあう、え……と、それって、もしかして宗教のお話でしょうか？　うちでは、そういうのはお断りしろと、お母さんに言われてるんです」

「宗教？　ああ、そうかも知れない……君はまさに、この宇宙に舞まい降りた死の天使！

　災さい厄やくという救いの担にない手！　君の、滅びという愛いとしき抱ほう擁ようにより星の輝かがやきは消え、真なる暗黒と静せい謐ひつがもたらされるだろう！　さあ、余と共にこの宇宙を墓場に変え、すべての文明を、墓石の中に納めよう！」

「えーと、あの……ごめんなさい、お墓でしたら、うちは、浄じよう土ど真しん宗しゆうなので、勝手にお墓を買うわけにはいかないんです」

　ふたりの会話はまったく嚙かみ合っていないが、王子の言葉を聞いた健吾は、愕がく然ぜんとなった。

　──こいつ、細香の力を知ってやがる！　細香の力を使って、この世界を滅ぼそうとか、なんとか、とんでもないことを言いだしやがった……細香のエネルギーを兵器にしようって言うのかよ！

　そこまで考えたとき、健吾は、王子の態度に気がついた。

　周囲の反応など気にもしない。それだけではないのだ。ただ、一方的に、陶とう酔すいした表情でまくしたてるだけで、細香の困った表情も、拒きよ否ひの態度も、まったく見ていないのだ。

　いや、見えている。見えているが、そんなものはどうでもいい、というのが見え見えの態度だった。

　王子を見ていた健吾の胸の中に、言いしれぬ反感が湧わきあがって来た。

　──こいつ……細香の話を聞いてないじゃないか！　こいつは、細香のことなんかどうでもいいんだ！　こいつは細香を見ていない……細香を人として見ていない。

　こいつは、細香を道具としてしか見ていないんだ！　いや、細香だけじゃない。こいつは他人が見えていない。身体からだの芯しんまで自己中心的な人間なんだ！

　健吾は細香をかばうように一歩前に出ると、右みぎ腕うでを伸のばし細香を自分の背中に回して、静かに言った。

「失礼ですが、彼女に何かご用でしょうか」

　自分の演説をさえぎられた王子の顔に、怒いかりの色が浮うかんだ。

「どけ！　余の邪じや魔まをするな！」

「そうはいきません。彼女はこの学校の生徒で、私の大事な後こう輩はいです。私には防衛委員長として彼女を守る義務があります」

「センパイ……」

　細香が目を潤うるませながら、健吾の背中にしがみついた。

　その細香の反応が気に入らなかったのだろう、王子は頰ほおを引きつらせて人差し指を健吾に向けた。

「下等生物ごときが！　どけと言っているだろうが！」

　バチン！

　竹刀しないで叩たたかれたような音と共に強い衝しよう撃げきが健吾を襲おそった。

「うわ？」

　健吾はよろめいて、その場に尻しり餅もちをついた。

　右腕に仕込まれたショックシールドが作動したのだろう、右腕が痺しびれている。

　健吾のショックシールドは、細香の暴走に備えたもので、時速六十キロメートルでぶつかる軽自動車くらいの衝撃なら中和させることができる。

「センパイ！」

「委員長！」

　細香と、二年生の摩耶が健吾に駆かけ寄った。

「隊長!?　くそ、あいつ何をした？」

　倒たおれた健吾を見て名取が飛び出そうとするのを、明石が止める。

「待ってください、名取さん。あいつの周囲には、シールドが張られています！　おそらく物理的な攻こう撃げきは届きません！　それに、今の攻撃をくらえば、僕やあなたでは、吹ふっ飛ばされて怪け我がをしちゃいます」

「センパイ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに聞く細香を安心させるように、健吾は笑って見せた。

「うん、大丈夫。ちょっとめまいがしただけだ。全然、たいしたことはないよ」

「どけと言うのにどかないから、そういうことになるのだ！　学習したかね？　下等生物くん」

　王子は、しりもちをついて座りこんでいる健吾を、道みち端ばたに落ちているコーヒーの空き缶かんを見るような目で見み据すえてそういうと、左目に掛かけた金色の片メガネに手を当てて、何やら操作した。

「あれは……何かの装置です！　弱い誘ゆう導どう精神波を出しています！　もしかすると、マインドコントロール装置かもしれません！　気をつけて！」

　明石の言葉は正しかった。

　王子が、操作した片メガネは、猛もう獣じゆうなどを手なずけるときに使われる、強制調教装置だった。

　調教したい生物の目に視線を合わせ、視神経を通じて脳に直接暗示を送り込み、価値観を強制的に書き変えて、隷れい属ぞくさせるのである。

　知的生命体に対する使用は禁止されているのだが、そんなことは、当然お構いなしである。

　しりもちをついた健吾の肩かたを支えるように屈かがみこんだ、二年生の防衛委員の摩耶が小声で言った。

「委員長、私の能力を承しよう認にんして下さい！　シールドで守られて、物理攻撃が届かない相手でも、私の精神攻撃なら届くかもしれません！　あのクソ生意気な男の横っ面つら引っぱたいてやります！」

「わかった……」

　健吾はそう言ってうなずくと、摩耶の目を見て、承認の言葉を口にした。

「永遠の時間と空間を越こえてその力の及およばぬところなし、崑こん崙ろんの南面を守る偉い大だいなる神しん仙せんの主、朱雀すざくの名において、汝なんじの封ふう印いんを解く……『精サイ神コ衝ハリ撃セ波ン』！」

　摩耶の瞳ひとみの奥が、一いつ瞬しゆん黄色く光り、そしてすぐに消えた。

　摩耶は、王子をにらみつけた。だが、王子は、健吾たちを完全に無視していた。

　片メガネのダイヤルを回しながら、王子は、細香を見据えた。

「さあ！　余とともに行こう！　君は余の希望！　余の絶望！　余の死神！　そして、この退たい屈くつで腐くさりきった宇宙を終わらせる滅ほろびの使者！　さあ、余を見て！　余の瞳を見つめるんだ！　君は究極の破は壊かい具ぐとして、余の腕うでの中に収まるのが運命なのだから！」

　そう言いながら、王子が一歩踏ふみ出した……そのとき。

「いい……か、げ、ん、に、しなさーい！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、摩耶が王子の顔面を引っぱたくように左手を力いっぱい水平に振ふった。

　すぱこーん！

　見事な打だ撃げき音とともに、王子の顔が、がくんと振れて、左にいた、メイドのポーラルリッヒの方を向いた。

「ホルディナンド様！」

　驚おどろくポーラルリッヒと、王子の目が……合った。

　次の瞬しゆん間かん、ポーラルリッヒの腰こしがへなへな、と砕くだけた。

「ああああ……ごマ主ス人タ様アあアあアあアあア」

　その場にへたりこんだポーラルリッヒを見て、ブリッツが、あきれたようにつぶやいた。

「さすがは凶きよう悪あくな猛もう獣じゆ狩うがり用のウェブリー強制調教装置だ！　マテリアルナノマシンのメイドロボットさえコントロールしちまった……」

　だが、王子のあわてぶりは、そんなものではなかった。

　右頰ほおを押さえた王子は、真っ青になったまま、棒立ちになっていた。

「ぶ、ぶたれた……余の頰が……」

　ブリッツは、我に返った。

　──おっと、それどころじゃ無かった。王子に攻撃が及ぶとはな！

　呆ぼう然ぜんとしている王子をかばうように、前に出たブリッツは、油断ない目で、目の前にいる健吾たちを見回した。

　──シールドを透とう過かしてくる攻こう撃げきだと？　とんでもねえ能力だ！

　地球の原住民が、こんな能力を持ってるなんて、聞いてねえぞ？　くそ……事前の情報とは全く違ちがうじゃないか！

　──さて、どうでる？

　健吾は、進み出た執しつ事じを見つめていた。マスクであるらしいその黒い顔には、何の表情も浮うかんでいない。

　だが、健吾には計算があった。

　ちゃんと人間に見えるマスクを着用していること。そしてこの場にＵＦＯを持ってきておらず、三人だけで来ていること。

　そういった明石の分ぶん析せきを聞いた健吾は、このおかしな連中が、二か月前の犯罪者とは違うルールで動いていると推理していた。

　──こいつらは、あの、恵え方ほう観かん音のんを動かした連中とは違う。ここで、大おお騒さわぎを起こすつもりはないはずだ……。

　やがて執事は、無表情のまま、健吾に向けて大げさに肩をすくめてみせると、王子に振り返った。

「ご主人様、無関係の原住民が集まって参りました。ここはいったん……」

　引くべき、と続けようとした執事を、新たなちん入者の大音量が遮さえぎった。生徒総会ではマイク不要とさえ言われる、生徒会長の一いつ喝かつである。

「あなた達、ここで何をしているのですかっ！」

　そう……衣トラ笠ブル初メー恵カーの登場であった。

　健吾は思わず右手で顔を覆おおった。

　──あちゃー、よりによって、とんでもないヤツが来ちまった。

　初恵は、つかつか、と健吾に歩み寄って来ると、校門の前にいる三人組と、そして健吾の後ろにいる細香と、防衛委員たちを見回した後で、健吾を見み据すえて言った。

「委員長、説明して下さい！」

　健吾は、大きくため息をつくと、ゆっくりと話し始めた。

「えーと、簡単に言ってしまえば……来客ってことかな？」

　初恵は、目の前に立つ三人組を、きりっ！　と見据えた。

「来客？　つまり、このヘンテコ王子様みたいな子と、エディ・マーフィーみたいな人と、金髪のメイドさんの三人が、この上所中学校のお客様ってこと？」

　初恵の剣幕に、王子は思わず二、三歩後ずさりした。

「な、なんだ、この迫力のある女戦士は……」

　ブリッツは王子をかばうように前に出て小声で言った。

「一見すると普通の原住民のようですが、全身から戦闘民族特有のオーラを発しています。おそらく、名のある戦士の一族ではないかと」

　初恵は、ずいっと進み出ると、びしっと王子を指差した。

「ひっ！」

　王子は思わず首をすくめた。

　初恵の目つきと表情は、ホルディナンド王子の記憶の中にある、一人の女性を思い起こさせた。

　──こ、この女……寄ギム宿ナ学ジウ校ムのミンチン先生と同じ匂においがする！

　余の夢を、ことごとく現実の刃で切り裂き、見たくも無い現実を余の顔に押し付けた、あの忌いまわしき魔女と同じだ！

「そこの王子様みたいな格好をしているあなた！　見たところ、まだ子供よね？　あなたみたいな子供が、こんなところに何しに来たの？

　なにかの宣伝？　宣伝なら、先生方に聞くまでもなくお断りでしょうけど……」

　初恵の言葉を聞いた王子は、精一杯の虚勢をかき集めて胸を張った。

「な！　何を言う！　失礼なことを言うな！　余は、高貴な身分であるぞ！　商品の宣伝をするような、そのような卑いやしいことのためにここに来たのではない！」

「へえ、じゃあ、何のために来たって言うの？」

　王子は、健吾の後ろでふるえている細香を指さした。

「そこにいる『サヤカ』を連れに来たのだ！」

「連れて行く？　どこによ！」

　王子は、胸を張って答えた。

「ホテルだ！」

　そう、王子は今、上所温泉の上所温泉観光ホテルのスィートルームに宿しゆく泊はくしているのだから、この答えは間ま違ちがってはいない。

　だが、何の説明も無いまま、この答えを聞けば、十人が十人とも誤解するのは当然である。

　初恵は、くるりと振ふり返ると、健吾に向かって怒ど鳴なった。

「防衛委員長のくせに何をぼんやりしてるのよ！　はやく一一〇番して警察呼びなさいよ！　上所中学校に変質者が来たって！」

　初恵の言葉を聞いた、王子はあわてた。

「警察だと？　いかん、こんなところで、官憲とトラブルを起こしている場合ではない！　ブリッツ！　サヤカを連れて来い！」

「あ、いや、しかし、原住民の面前でそういうわけにも……」

「ええい！　もう良い！　ならば余が、この手で、サヤカを連れていく！」

　王子はそう言うと、つかつかと歩み寄って、細香に手を伸のばした。

「待て！」

　立ちふさがろうとした健吾の身体からだは、何か目に見えない力で押さえ込まれた。

　──くそ。シールドか！

　動けなくなった健吾を見た王子は、勝ち誇ほこったような表情で右手を伸ばし、細香の腕うでをつかもうとした……。

　そのとき。

「きゃああああ！」

「この、ばかものーっ！」

　細香が悲鳴を上げて王子の右手を振り払はらったのと、初恵がどなり声を上げて右手を突つき出したのは同時だった。

　次の瞬しゆん間かん。

　どげしっ！

　激しい衝しよう撃げき音とともに、一瞬、王子の身体の周囲に虹にじ色いろのスペクトルがきらめき、それが消えるのと同時に王子の身体は一気に吹ふっ飛んだ。

　十メートルほど宙を舞まった王子は、そのままスローモーションのように、地面に落ちて、透とう明めいのマットレスの上に落ちたかのように、不自然な姿勢でバウンドすると、透明のボールの中に座っているような姿勢でゴロゴロと地面を転がって、校門の外に出て行った。

「ご主人様！」「マスター！」

　ブリッツと、ポーラルリッヒが、あわてて後を追う。

　十五メートルほど離はなれた路上に止まった王子を、ブリッツが駆かけ寄って抱かかえあげ、そのまますぐ近くに停とまっていたタクシーに運び込んだ。

　ポーラルリッヒは、タクシーの横で振り返ると、健吾と細香、そして初恵をじっと見つめた後で、深々とお辞じ儀ぎをして言った。

「皆みな様さま……お騒さわがせいたしまして申し訳ございません……ご主人様のお話の続きは、後日、改めて……」

「もう来なくていいわよ！」

　腰こしに手を当てて言い返した初恵を見て、ポーラルリッヒは、顔に浮うかべていた微笑ほほえみをすっと消すと、右手の中指をぐい、と突き立て、そのままくるりと身をひるがえして、タクシーに乗り込んだ。

　走り去っていくタクシーを見て、どうなることかと息を吞のんで見守っていた生徒たちの間に、ほっとした空気が流れた。

「すげえ……さすがは生徒会長！」

「合気道二段って噂うわさはうそじゃないんだ！」

「気合いで人があんなに飛ぶなんて！」

　居並ぶ生徒たちが、畏い怖ふの念に満ちた目で初恵を見つめる中、当の初恵は、自分の右手を見つめて首をひねっていた。

　──おかしいわね、触さわった感かん触しよくは無かったんだけど……もしかしたら、私、知らないうちにお祖じ父い様の秘術、遠当ての術を会え得とくしたのかしら……。

　健吾は、ふう、とため息をついて、つぶやいた。

「……なんとか追い払ったか……でも、あの分だと諦あきらめたわけじゃ無さそうだな……」

　細香が、健吾の腕をぎゅっと抱だきしめて、泣きそうな声でつぶやいた。

「センパイ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　僕だけじゃない！　防衛委員のみんながついている！　みんなで力を合わせて、君を守る！　だから……安心してくれ！」

「……はい」

　頰ほおを染めた細香が、そう言ってうなずいたとき。

　初恵の声がした。

「お取り込み中申し訳ないけど……いいかな？　最上委員長に聞きたいことがあるんだけど……」

　──やっぱり、そう来るだろうと思った。

　健吾が、胸の中でため息をつきながら振ふり返ると、初恵が腰に手を当てて、仁に王おう立だちになっていた。

「説明してちょうだい！　あいつらは、いったい何者なの？　どう見ても日本の人じゃないわよね？　外国人が、なぜ、神通細香さんを訪ねて来たの？　どういう繫つながりがあるの？

　さあ、私にもわかるようにきっちり説明して！」

　──うわ、どう説明すりゃいいんだ？

　まさか、あいつらは宇宙人で、スーパーガールになった細香を拉ら致ちしに来ました、なんてことが言えるわけが無い。もし言ったって信じやしないだろう。

　健吾は、意識を集中して、初恵が納なつ得とくできるような理由を考えながら、いきなりぺらぺらとまくし立てはじめた。

「いやあ、生徒会長が、疑問に思うのも、もっともだよ。見慣れない外国人が、いきなり中学校にやって来たのだから、驚おどろくのも無理はないよね。実を言うと、僕も心底びっくりしたんだけど。それにしても、会長の合気道はすごいよな。あそこまで効果的な技わざを会得するには、きっと練習を積んだんだろうなあ……毎日どれくらい練習してるの？　一時間や二時間じゃないよね？　やっぱり日々の積み重ねなんだろうね……」

　健吾は、以前から、初恵の追つい及きゆうをかわす言い訳を考える時間を稼かせぐために、ゆっくりとした口調で説明していた。

　だが、初恵はすでにそのクセを知り尽つくしていた。

　ゆっくり話して時間稼ぎ、という方法が通用しなくなったために、健吾が新たに考え出したのが、この方法だった。

　つまり、立て板に水のごとく言葉を繫ぎながら、脳内で別のことを考えるわけである。

　普ふ通つうの人間には、まず無理だが、健吾の脳内には、こういう時に、とっさに言い訳を思いつくための『言い訳回路』とも言うべき回路が出来あがっていた。

　口で、あまり意味の無い話をぺらぺら話しながら、健吾の脳内にある『言い訳回路』はフル回転していた。

　──どうする？　どうすればいい？　まずあの三人組の正体だ。なんと言って説明をつけりゃいいんだ？

　日本人ならなんとかなるけど、あいつらはどう見ても外国人だ。外国人が、なぜ、わざわざ、こんな片かた田舎いなかの街にある中学校にやって来て細香を訪ねて来たのか？　細香を連れて行こうとしたのか？……この三つの疑問に、一発で答えることができる理由を考えつかなくちゃいけない！

　そのとき、健吾の脳内に、ぽーん！　という電子音のチャイムに似た音が響ひびいて、誰だれかが『整いました』と言った。

　──そうだ！　これなら、全部の疑問の理由になるぞ！

　健吾は、初恵を見て、ぱたっと、言葉を止めた。

「……というわけで、話は変わるけど、さっき、生徒会長が僕に聞いたことなんだけどね。実を言うと、どうやらあいつらは、芸能プロダクションの連中らしいんだ！」

　初恵は、きょとん、とした顔になった。

「はあ？　芸能プロダクションですって？」

「そうなんだ、それも外国人をメインにしているプロダクションさ！　だから、あの人たちは、日本語がペラペラだったんだよ！」

　初恵は、三人組を思い浮うかべた。

　──王子の衣装を着た、どう見てもイロモノ芸人にしか見えない少年。エディ・マーフィーのような外見で、流りゆう暢ちような日本語を話す黒人。グラビアモデルのような体型のプラチナブロンドの美人メイド……確かに、芸能人かもしれないわ。

　健吾の言葉に、一いつ瞬しゆん、納得しそうになった初恵は、あわてて首を振った。

「芸能プロダクションの人間が、何しに来たのよ！」

「君も見ていただろう？　細香君をスカウトに来たんだよ！」

　その場にいた、全員。

　健吾を除く、野や次じ馬うまの生徒たちを始めとした、初恵や防衛委員のメンバー、そして、当の本人である細香も含ふくめた全員が同時に叫さけんだ。

「な、なんだってーっ！」

　初恵は納得しなかった。

「なんで、この子をスカウトに来るのよ！」

　初恵は細香の頭のてっぺんから、つま先まで一通り見回した後で、言葉を継ついだ。

「こう言っちゃうと悪いけど。この子、どこからどう見ても、普通の女の子よ？　ちょっと引っ込み思案で気の弱い……わざわざこんな片田舎の中学校にまでやって来て、スカウトする理由がわからないわ？」

　細香もうなずいた。

「は、はい！　私もわかりません！　センパイ！　それって本当なんですか！」

　──細香、普通、そこは怒おこるところだぞ。初恵は、お前にタレントになれるような華はなが無いって、遠回しに言ってるんだからな……。

　素す直なおに認めてうなずく細香を見て、健吾は小さくため息をついた後で、初恵に向き直った。

「生徒会長の言うとおり、彼女はどこからどう見ても、普通の女子中学生でしかありません。しかし、あの芸能プロダクションの連中は、その『普通の女子中学生』をスカウトしたかったのではないかと思われます」

「それって……どういうこと？」

　怪け訝げんな顔になった初恵に向かって、健吾は自信たっぷりに答えた。

「つまり、彼らは、どこからどう見ても非の打ちどころのない、普通の女子中学生。究極の普通の女子中学生。ベスト・オブ・普通の女子中学生が欲しかったのです！」

　健吾は、そこで言葉を切ると、きょとんとしている細香を指差して、言葉を続けた。

「つまり、彼女、神通細香くんは、混じりっ気なしの、普通の女子中学生、まさに普通の女子中学生の結けつ晶しよう体なのでしょう。わざわざここまでスカウトに来た理由はそこにあります！」

　今一つ理解できない、という顔で首をひねっている初恵を見て、健吾は笑いながら言葉を続けた。

「……実を言うと、今のは僕の推測です。彼女をスカウトに来た本当の理由は、あの人たちに直接聞いてみなければわかりませんけど……外国人の方の感覚は、ちょっとずれていますから……」

　初恵は、健吾のまくし立てた理由を、もう一度考えてみた。

　──明らかな矛む盾じゆんも、うそっぽいところも無い……確かに、ちょっとおかしいところは、いくつかある、だが、目くじら立ててつつくほどのものではない。

　初恵はうなずいた。

「わかりました。そういうことでしたら、責任は、こちらにはありませんね。学校の校門で、しつこい勧かん誘ゆうが繰くり返されては困りますから、ちゃんと、ご両親に相談して、必要とあれば、駐ちゆう在ざいさんに話をしておく方がよろしいと思います」

「ええ、駐在さんには、話しておくつもりです……」

　──あの王子の口ぶりだと、とてもあきらめそうにありませんから……。

　健吾は、言葉の後ろ半分を吞のみこむと、細香と、そしてあとからやってきた防衛委員たちに向かって、うなずいて見せた。

　──大至急、駐ちゆう在ざい所しよの大淀さんに連れん絡らくをつけないとな……。

　健吾は、ふう、とため息をつくと携けい帯たい電でん話わを取りだした。
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　王子たちが、上所中学校の校門から追い払はらわれて、しばらく過ぎた頃ころ。

　上所温泉の中心部に建っている、上所温泉を代表する七階建ての上所温泉観光ホテルの地下一階にある、バイキングレストラン『エンデリュート』では、異星人の鈴すず谷たにマイラと、その部下である五ご味み鳥とり権ごん助すけことドミトリ・ドンスコイ、同じく部下であるナンバ・シン・サットの三人組が、一心不乱にテーブルの上に並んでいる料理を手に持った皿に盛りつけていた。

「いやあ、わてら、運がええでんなあ」

「ええ、まさに捨てる神あれば拾う神あり、ですね」

「だから私が言ったでしょ？　シンジケートが潰つぶれたって、この上所温泉にいれば、なにかしら仕事はあるって……って、ナンバ！　あんた、ローストビーフ取り過ぎ！」

　自分の皿の上に、ローストビーフだけを山のように盛り上げていたナンバは、マイラに向かって人差し指を振ふって見せた。

「ちちちち、甘いですなあ、マイラ様……ホテルのバイキングで、もっとも原価が高い。つまり、食べ放題で元が取れるのは、ローストビーフなのです。

　豪ごう華かな献こん立だてに気き後おくれして、つい食べ慣れているフライドポテトやフライドチキンに手を出してしまうのが貧びん乏ぼう人にんの浅はかさ。

　こういう時は、高そうなものに狙ねらいを定さだめ、これと決めたら、それだけを狙って吐はくまで食べるのが、通の食べ方というものです」

「ほう、そういうもんでっか……なら、わても真ま似ねしまっさ」

　いそいそと皿にローストビーフを盛り始めるドミトリを見てマイラは、唇くちびるを尖とがらせて文句を言った。

「何が、通よ！　ただの、いやしんぼだよ、それじゃあ！」

「まあまあ、マイラ様、いやしんぼでもいいじゃないですか。仕事があって食えるだけで、ナンボかマシですよ」

「せやせや、ここ二か月、生きた心ここ地ちせえしまへんでしたで！」

　それを聞いたマイラは、しみじみとつぶやいた。

「そうだよねえ……シンジケートの上司がとっ捕つかまって、代わりの上司が来るかと思ったら、上層部に手入れが入って、うちらの支部は廃はい止し。いきなり失業したときは、お先真っ暗だったものねえ……」

　マイラは二か月前、ナンバの部屋に三人集まってコタツを囲んで途と方ほうに暮れていたときの会話を思い出していた。




『じゃあ、私ら、ずっとここに島流しってわけ？』

『ええ、そうです。シンジケートが手入れを食くらう前に、データを完全に消去したみたいですね。私たちの存在は完全にデータ上から消えております』

『じゃあ、じゃあ、もう、どこからも、月々のお手当は振り込まれないってこと？　私らは、このままこの辺境惑わく星せいで、地球人として生きて行かなくちゃならないってこと？』

『そうなります。この惑星から出て行く手段すらありません』

『銀河タクシー呼んでもええですけど、今のクレジット残高だと、ダイレクトディメンションドライブの途と中ちゆうで料金が切れて、亜あ空くう間かんに放りだされまっせ』

『真しん空くう凍とう結けつ乾かん燥そうの干ひ物ものになりますな』

『いやー！　干物いやー！』

『シワシワの婆ばあさんになりますから、そりゃあマイラの姉あね御ごは嫌いやでっしゃろなあ』

『シワになんなくてもいやよそんなの！　なんか仕事無いの？　そりゃあ、居酒屋とカレーショップで生きては行けるけどさ、このままこの星からどこにも行けないなんて、そんなのヒドイ！』

『そう思って空間就職情報を読んどるんでっけどな。いやあ、不ふ況きようの上に、こんなド田舎いなかの星にそんなうまい仕事があるわけおまへんで……』

『私ら、このままこの惑星の土になるんですかねえ……』

『縁えん起ぎでもないこと言うんじゃないよ！　このスカポンタン！』




　──あんな、悲ひ惨さんな会話が噓うそみたい。

　捨てる神あれば拾う神あり。世の中ってのは捨てたモンじゃないねえ……。

　マイラが、うんうん、とうなずきながら、中ちゆう華か風ふう肉団子をほおばったとき。

　レストランに、ブリッツがやってきた。

「こんなところで、食事をしている場合ではない、ご主人様がお帰りだ！　すぐに部屋に来てくれ！」

「おや、お早いお帰りで……どうやら、その顔を見る限り、不ふ首しゆ尾びに終わったようですな？」

　ナンバが揶や揄ゆするように答えると、ブリッツは真しん剣けんな表情で答えた。

「ああ、そのとおりだ。君たちから、詳くわしい情報を受け取らずに行ったおかげで、ひどい目にあった。地球の原住民が、物理シールドが効かない攻こう撃げきをしてくるとは知らなかった。

　作戦会議に君たちが参加してくれないと、我々は身動きが取れない……なるべく早く食事を切り上げて、部屋に来てくれ」

「この二人が食べ終えたらすぐに向かいますわ」

「皿の上の料理を片付けたら、すぐに参ります」

「こんなちっこい皿の料理なんぞ、一口で食いまっさ」

「よろしく頼たのむ」

　ブリッツはそう言い残すと、レストランを出て行った。

　その後ろ姿を見送って、マイラが怪け訝げんそうにつぶやいた。

「あいつ、なんか妙みようなこと言ってなかった？　地球人が、物理シールドが効かない攻撃をしてくるとかなんとか……」

「そういえば、そんなこと言うてましたな」

　ナンバは首をひねった。

「はて？　地球人には、その種の能力は無いはずですが……」

「きっと何かを勘かん違ちがいしたんだと思うね。あいつら、ホント世間知らずだから……それはそうと、さっさと食べちゃいな！　やっとつかんだ金ヅルなんだからね！　機き嫌げん損そこねないようにしないと！」

「アラホラサッサー！」「ホイサッサー」

　ナンバとドミトリの二人は、そう言って敬礼すると、ものすごい勢いで皿の上に山盛りにしてあった料理を平らげ始めた。




　ホルディナンド王子の部屋は、上所温泉観光ホテルの最上階にある、スペシャルスィートルームである。

　ベッドルームが二つ、そして大小二つのリビングルーム。カウンターバーや、ベランダにはプライベート露ろ天てん風ぶ呂ろまでついているという、至いたれり尽つくせりの豪ごう華かな部屋だ。

　王子は、そのスィートルームのリビングに置かれている、本ほん革かわ張ばりのカウチソファにうつぶせになったまま、不ふ機き嫌げんそうに黙だまりこんでいた。

「まだ痛みますか？　ご主人様マスター」

　王子の腰こしに手を当てたポーラルリッヒが心配そうに尋たずねると、ホルディナンドは、ぼそっと答えた。

「お前の医い療りよう用ナノマシンの効果で、腰の痛みは消えた……が、余の胸の痛みは癒いえない……この苦しみは忘れんぞ！」

　ポーラルリッヒは、真剣な表情でうなずいた。

「かしこまりました！　ご主人様の痛みは、私の痛み……ご主人様が行けと命じれば、私は今からでもあのチュウガッコウとやらを、瓦が礫れきの山にしてご覧にいれます！」

「うむ、行け！……と命じたいところだが……いやしくもアルマゲドン帝てい国こくの王位継けい承しよう者しや。このような未開の惑星の原住民相手に、本気になることもあるまい……」

「さすがは、ご主人様、見事な寛かん容ようさでございます。それこそが、王者たる資格！」

　くやしそうにつぶやいたホルディナンド王子を見て、ブリッツが感心したようにうなずいた……そのとき、スィートルームのドアのインターホンが鳴った。

「誰だれでしょう？」

　警けい戒かいするような視線をドアに向けたポーラルリッヒを左手で抑おさえて、ブリッツがドアに向かった。

「ああ、例の現地雇用のエージェントだろう、部屋に来るように言っておいたのだ」

「あの三人組ですね？　確かに見た目は、ぱっとしませんが、この上所地区に関してはかなりの事情通と聞き及およんでおりますわ」

　ブリッツは、うなずいた。

「うむ。今日の失敗で、現地の情報がいかに大事か身にしみて理解した。ご主人様の目的を遂すい行こうするには、あの連中の協力が不可欠だな」

　ドアの手前に立って、壁かべ掛かけ式の小型モニター付きのインターホンで、来客が三人組であることを確かく認にんしたブリッツは、ポーラルリッヒに安全確認の合図を送った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、あの連中以外に怪あやしい人ひと影かげは無い」

「はい、こちらも確認しました……キルリアン反応は三人だけですね」

　ポーラルリッヒは、そう答えると、すっと肩かたの力を抜ぬいて、エプロンドレスの下に隠かくしてあったデラメーター投射器から右手を外した。

　ブリッツに迎むかえられて、スィートルームの中に入って来たマイラ達は、博物館に入ってきた子供のように、物もの珍めずらしそうに、きょろきょろと部屋の中を見回した。

「温泉ホテルの部屋とは思えないわねえ」

「天てん井じようが高いのが、宿しゆく泊はく費の高い部屋の証明ですね。内装とかはごまかしが利ききますけど、部屋全体の構造は改装しようがありませんから」

「あ、マイラ姉さん、見ておくんなはれ、ベランダに露天風呂がありまっせ！」

「うわ、ホント。お金持ちって、こういう空間を所有できることを言うのね……」

　ブリッツは苦笑いを浮うかべながら、三人組をリビングへと案内した。

　傍かたわらに金きん髪ぱつのメイドをはべらせて、カウチソファにうつぶせに寝ね転ころがっているホルディナンド王子を見て、目を丸くするマイラ達に、ブリッツはあわてて言い訳した。

「ご主人様は、さきほどチュウガッコウを訪問したときに、凶きよう暴ぼうな蛮ばん族ぞくの攻こう撃げきを受け、腰をひどく打だ撲ぼくされた。起き上がるとひどく痛むので、このような姿勢で諸君らを出で迎むかえざるを得なかったのだ、誤解しないでもらいたい！」

　ホルディナンド王子は、ソファに寝そべったままうなずいた。

「うむ、君たちが、この未開惑わく星せいの現地エージェントか、余の名前は『ホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドン』。称しよう号ごうは『はくちょう座ＸダブルＸエツ─クス１ワン公こう爵しやくにて、小しよう惑わく星せいイトコン伯はく爵しやくならびにゲイ王星伯爵』である、よろしく頼たのむ！」

「は、はあ、よろしくお願いします……」

　三人組を代表して頭を下げたマイラだったが、胸の中では、少しむかついていた。

　──ソファに寝転がったまま『よろしく頼む』と言われてもねえ……。

　ドミトリとナンバも同じような感かん触しよくだった。

　──ずいぶんとまあ、えらそうなおぼっちゃまでんなあ……。

　──世間知らずというか、なんというか……まあ、それだけの器うつわだということだな。

　微び妙みような顔つきになった三人組を見て、ブリッツが、とりなすようにソファをすすめた。

「まあ、立ち話をするわけにも行かない。とりあえず座ってくれ」

　マイラたち三人はお互たがいの顔を見合わせながら、ソファに座った。

　その向かいに座ったブリッツは、マイラたちに頭を下げた。

「君たちのアドバイスを聞いて、この外見にしたおかげで、無用なトラブルを起こさずに済んだ。まず、それについて礼を言わせて欲しい……」

　ブリッツの言葉を受けたナンバが、大おお真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「そのとおりでございます。我々は、常にこの星の原住民の文化を調査し、それを取り入れた完かん璧ぺきな偽ぎ装そうを行っております。

　実を言うと、私ら三人組の外見と、そしてパーソナリティも、この惑星で以前、放映されていたアニメーションのキャラクターを取り入れております。

　親しみやすく、なじみ深い設定を利用することで、原住民に警戒心を与あたえずに溶とけ込むことができるのですよ」

　ブリッツはすまなそうに頭を下げた。

「この惑星にはヒト型生物以外の知的生物がいない、という情報は、シンジケートから入手したデータには無かったのだ」

　ブリッツの言葉を聞いたナンバは鼻で笑った。

「はっ！　ダメですよシンジケートのデータベースなんて信じては。あれは誰でも書き換かえることができますから、風評とか執しつ筆ぴつ者の思い込みとかばっかりで、すごく大おお雑ざつ把ぱな情報しか載のっていませんよ。やっぱり、現場のことは現場に聞くのが一番です」

　マイラが自信たっぷりにうなずいた。

「そうそう、何でも聞いてくださいませ！　我々はキメ細かい情報を、それこそ『ハッキング』から『今晩のおかず』まで、なんでも取りそろえてごらんにいれますわよ？」

「マイラ様、そのキャッチフレーズは、マズいんとちゃいまっか？」

「うるさいわね、いいんだよ、あそこも情報収集先なんだから！」

　ブリッツは身を乗り出した。

「ああ、この惑星の現住生物の文化や文明程度について、もっと詳くわしいことを教えて欲しい。あと、あのチュウガッコウにいる『サヤカ』という女の子を捕ほ獲かくする方法についても、なにかアイディアがあったら教えて欲しいのだ」

　マイラたちはお互いの顔を見合わせた。

「『サヤカ』って、あの子のことよね？　レクサーが動かしていた恵方観音の像を、保護機構が映画の撮さつ影えいってことにしてぶっ壊こわして凍とう結けつさせちゃったときに、映画俳優の役をやってた子……」

「ええ、あの子に間ま違ちがいおまへん！　どうやら保護機構の手伝いをしているみたいでんな。ぶっ壊した観音像は保護機構の連中が、ディメンションバブル張って、必死こいて直して、元通りにしとりました！」

「世間を上手うまく丸めこんだみたいですね。保護機構も必死ですなあ」

「ふむ……」

　ブリッツは考え込んだ。

「つまり、サヤカは保護機構の管理下にあるということか……考えて見れば当然だな。思念臨界反応を持った生物を野放しにしているわけがない……」

　ナンバも同じように考え込む。

「いや、そこなんですが……管理下とはいえ、野放しも同然というのは、わけがわかりませんな。思念臨界反応を起こした原住民は危険な存在ですから、普ふ通つうならその場で原子分解処分にしちゃうんですけどねえ……この惑わく星せいの保護機構は、一体何を考えているのやら……」

「まあ、保護機構がサヤカを分解しなかったおかげで、こうやって我々がサヤカを手に入れる機会が生まれたのだから、そこは保護機構に感謝すべきだな」

　ブリッツはそう言って笑った後で、ちょっと真しん剣けんな表情になって言葉を続けた。

「それはそうと、この星の原住民の中には、物理シールドを無効化する能力を持った者がいるのだな……教えてもらえれば、ご主人様も名めい誉よの負傷を負わずに済んだのだが……」

　マイラたちは顔を見合わせた後で答えた。

「そのことなんやけど……それって、何かの間ま違ちがいやおまへんか？　地球人は、そんな能力を持ってまへんで？」

「うん、そんな能力を持ってる地球人なんか見たこと無いよね？」

　ナンバが考え込むように答えた。

「それって……もしかしたら、そのサヤカという女の子の能力かもしれませんよ。あの子は思念臨界反応で取り出した強力なエネルギーを、そういった能力にして使いこなせるんですよ。だから、レクサーの操あやつった巨きよ大だいな観音像も壊せたんです！」

「じゃあ、あれって、保護機構が戦って押さえ込んだんじゃなくて、あの子自身がレクサーと戦っていたってこと？」

　驚おどろくマイラに向かって、ナンバはうなずいて見せた。

「そう考えた方が、つじつまが合います。あのサヤカという女の子が戦って、保護機構がそれを映画に見せかけていたのですよ。あの子は、自分が強大なエネルギーを使えるということを知っています。間違いありません」

「じゃあ、無理じゃない！」

　マイラが叫さけんだ。

「一いち撃げきで銀河系の半分を消しよう滅めつさせるくらいの力を持った相手を、どうやってとっ捕つかまえるのよ！」

「いやいや、力ずくで押さえ込む必要はありませんよ、マイラ様。神経ガスや薬物、催さい眠みん音波。手はいくらでもありますし、いざとなれば人ひと質じちをとって、脅きよう迫はく、と言う手もございますですよ」

　ナンバがそう言って、にやりと笑った時、今まで黙だまってやり取りを聞いていたホルディナンド王子が、不満げに口を開いた。

「ブリッツ。余は、そのような姑こ息そくで卑ひ怯きような手を使うことは好かぬ。高貴な血筋を持つものは正々堂々と、正面から立ち向かわねばならん！」

「し、しかし、ご主人様。相手は恐おそるべき力を持った化け物です！　正面から立ち向かうわけには参りません！」

　ブリッツがあわてて言い訳すると、王子は、ふっ！　と鼻で笑った。

「ブリッツ、君は貴族の戦い方を知らないね。貴族は体面が大事なんだ。つまり、貴族たるもの、最初からガスや薬物や人質を取るような、そんな無ぶ粋すいなことをしてはいけないのだ！」

　ホルディナンドの脇わきに立っていた、ポーラルリッヒが、すまし顔で言葉を続けた。

「はい、そのとおりでございます。まずはご主人様の体面を立たせることが大事。対面さえ立てば、あとは、どんな姑息な手を使っても無問題ですわ！」

「無問題かよ……」

　思わず小声でツッコミを入れたマイラの言葉を聞いて、ドミトリとナンバが小声で答えた。

「要するにヨゴレ仕事はわてらの役目っちゅうことでんな」

「貴族って、ホント、オイシイところしか食べない連中ですねえ」

　テンションの下がった三人組を見て、ブリッツが取り成すように言った。

「まあ、いろいろ気苦労なこともあるかもしれないが、それに見合うだけの報ほう酬しゆうは用意する。必要経費は当然こちらで負担する。報酬額とは別べつ枠わくだ」

　マイラたち三人組は、顔を見合わせると、小声で会話を交かわした。

「……でもさあ、いくらお金を積まれても、命あってのモノダネじゃない？」

「……いやいや、マイラ様。あのサヤカという女の子、キルリアン反応が出たり出なかったりするところを見ると、まだ能力が完全に覚かく醒せいしたわけではなさそうです。未覚醒なら、何とかなるんじゃないかと思いますよ？」

「……それに、ドンパチするのは、あのカエル執しつ事じと、メイドロボに任せてわてらは情報提供と、お膳ぜん立だてさえすればええんとちゃいまっか？」

「それもそうね。私ら、ワルダクミはできるけど、荒あら事ごとには向いてないもんね」

　マイラはそう言って肩かたを小さくすくめると、ブリッツに向き直った。

「……と、いうわけで、私らは、戦っても足手まといになるのが関の山ですから、あくまでも情報提供ということで……」

　顔に不満げな色を浮うかべたブリッツに向かって、ナンバが緑色のＵＳＢメモリのようなものを差し出した。

「その代わりと言ってはなんですが、うちの元上司が、サヤカと戦せん闘とうして負けたときの記録映像がございますので、それを提供いたしましょう」

　ナンバの言葉を聞いたマイラとドミトリが驚いた。

「記録映像？　あんた、そんなの記録してあったの？」

「ちーとも知らんかった！」

　ナンバは、にやりと笑って顔の前で、ひとさし指を振ふった。

「シンジケートの上司が、私し利り私し欲よくでトラブル引き起こして自じ滅めつした、という証しよう拠こが必要だと思ったので、ちゃんと記録しておいたのですよ。私らのせいにされたら、たまりませんからねえ。下っ端ぱには下っ端の知ち恵えがあるのですよ……」

「ナンバ！　あんた、さすがだねえ、漢字で書いたら『流れ石』だねえ」

　ホルディナンド王子が目を輝かがやかせた。

「ほう、サヤカの戦闘記録とな？　それはぜひ見たいものだ！」

「かしこまりましたご主人様」

　ポーラルリッヒは、そう言って一礼すると、ナンバの前に進み出て、右手のひとさし指を突つき出した。

「メモリをこちらに……」

「え？　どこに？」

　ポーラルリッヒの指差した方向を見て、きょろきょろするナンバに向かって、ポーラルリッヒは優やさしく微笑ほほえんだ。

「指の先に、メモリソケットを作ります。そちらにメモリを差し込んで下さいませ」

「へ？」

　ナンバの目の前に突き出されたポーラルリッヒの白い指の爪つめの部分が、みょん！　と金属光こう沢たくを持ったメモリソケットに変化した。

　ナンバは、感心したようにつぶやいた。

「おおう！　不定形メイドロボならではの機能！　お嬢じようさんは、ひょっとしてイス・バイオケミカル社製ですか？」

　ポーラルリッヒは、照れたように頰ほおを染めた。

「はい、私の型番はFSX-144……ご主人様であるホルディナンド王子のために特別設計されております」

　カウチソファの上に寝ね転ころがったホルディナンドが自じ慢まんげに答えた。


「うむ、ポーラルリッヒの身体からだは、ナノマシン集合体だ。本来のＦＳというのはFamily Supporterの頭かしら文も字じだが、ポーラルの場合はパラメーターを戦闘用に改造しているからFight Supporterの頭文字となる。Ｘは、カッコイイからつけろ、と私が命じたのだ！」



　銀河文明ではアルファベットは使わない。ホルディナンドの言葉にあったアルファベットも実際の会話では銀河共通語の文字で表示されている。

「家庭用のメイドロボを戦闘用に改造するなんて、無茶な事をしますねえ……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「うむ、戦闘力を上げた代わりに、いくつかの機能が使えなくなったがね」

　ポーラルリッヒは、悲しそうにつぶやいた。

「はい、今の私は、家庭用としての機能が著いちじるしく劣おとっております。特に『調理能力』と『洗せん濯たく能力』が、全く機能しておりません」

「炊すい事じ洗濯まるでダメなメイドロボじゃあ、欠けつ陥かん品ひんと言われても仕方おまへんで……」

「あう……」

　ドミトリのツッコミを聞いて、実に悲しそうな顔になったポーラルリッヒを見て、マイラがなだめるように言った。

「たとえ炊事洗濯まるでダメでも、ホテル暮らしなら関係ないじゃない。ご主人様の望んだ働きができれば、それでいいんじゃないの？」

「はい、そう言っていただけると、私も気分が楽になります。確かに戦闘力関連のパラメーターは変へん更こうされていますが、私の基本的な性格は、家庭用メイドのままですので……」

　ポーラルリッヒは、救われたような表情で答えると、ホルディナンド王子に向き直った。

「映像データを受け取りました。立体映像として投とう影えいしますか？」

「うむ、投影してくれ。サヤカの戦いぶりが見たい」

「かしこまりました」

　ポーラルリッヒは、そう言って一礼すると、リビングの壁へき面めんに顔を向けた。

　目から、細いレーザービームのようなものが投射され、その場に三本の虹にじ色いろの円柱が浮き上がった。

　それは立体映像を投影するときのテストパターンの一種なのだろう。三本の虹色の柱は、それぞれに微び妙みようにピントと色合いを変えてゆっくりと回転しながら中央に集まり、融ゆう合ごうして一本になると同時に、すっと消えた。

　そして、ジャカジャーン！　というテーマ曲にあわせて、ピンク色に光り輝く銀河共通語の立体文字が浮かび上がった。

『戦え！　スーパー少女エイトリアン！　第一章　エイトリアンの初うい陣じん！　観音像を倒たおせ！』

　そして、タイトルの下には、身体の線が出るようにカットされた衣装とピンクのミニスカートという、魔ま法ほう少女風の衣装を身につけた細香が映っていた。

　ぽかん、と口をあけたまま、その映像を見ていたマイラが叫さけんだ。

「なっ、何よこれ！」

「何よ、と言われましても、見てのとおり、先日我々の元上司であるギズモリアンのレクサーと、サヤカちゃんが戦ったときの記録映像ですよ？　まあ、若じやつ干かんの編集は加えてありますが……」

「若干どころじゃないわよ！　何よ、あのタイトルとＢＧＭは！」

　そのとき、ホルディナンド王子が、不ふ機き嫌げんそうにマイラの言葉をさえぎった。

「マイラとやら、今はサヤカの戦いぶりに集中したい。少し静かにしていてくれないか？」

「あ……申し訳ありません」

　マイラはそう言って頭を下げた後で、『ふふん！』と自慢げに胸をはるナンバをにらんだ。

　立体映像には、動き出した恵方観音像と、それに向かって進み出た、白い詰つめ襟えりで肩かたに金モールがついた、どこかの将軍が着るような軍服を着た健吾が、胸を張って警告を発する光景が映し出されていた。

『文明保護機構から、警告する！　エギト・ゴルグ・レクサー上級指導種！　君の行こう為いはサリアント条約における禁止行為の十一条から四十六条に至るすべてに抵てい触しよくしている！　直ちに違い反はん行こう為いを中止し、我々の保護下に戻もどるように！　さもなければ、保護機構は強制力を発動し君を処しよ罰ばつする！』

　健吾の言葉を聞いたブリッツが、驚おどろいたように目を見開いた。

「この地球人の少年は、さっき我々に応対した少年ですな……堂々と保護機構の名前で警告していますが……彼は異星人なのですか？」

　ナンバは首を振ふった。

「いえ、彼は原住民です。上所中学校の三年生で、最上健吾という名前の、ごく普ふ通つうの中学生です」

「では、なぜ保護機構のことを？」

「さあ？　よくわかりませんが、このときの騒さわぎを、保護機構は『劇ピク場チヤ用ーのプロ映グラ画ム』の撮さつ影えいという理由をつけて、サリアント条約への抵触を切り抜ぬけました。もしかすると、この最上健吾という男の子は、すべてを創作物だと思い込まされているのかもしれません」

「ふむ……確かに『すべて創作物である』ということにしてしまえば、サリアント条約に言うところの『原住民への異星生物と異星文明の覚知』にはならないからな……」

　立体映像の中では、動き始めた恵方観音像に向かって、細香が『漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波ク』を放とうとしていた。

　グギギギギギィ！　という金属音を立てて動き回る大きな青銅製の観音像の前に立ちはだかった細香は、ひるむことなく目を見開いて、観音像をにらみつけると、両手を斜ななめに振り上げて叫んだ。

「だーくねすぅうううう、そにっくぅ！」

　細香が振った手の軌き跡せきから黒っぽい影かげが飛び出し、大きな観音像の右みぎ肩かたに突つき刺ささり、ガィイイイン！　という、金属音の混じった衝撃音を立てて消えた。

「な！　なんだ？」

「今、何かを発射したぞ！　なんだあれは？」

　映像を見ていたブリッツとホルディナンド王子は、目を見開いて身を乗り出した。

「詳くわしい原理はわかりませんが、どうやら純じゆん粋すいな物理的エネルギーをパルスのように打ち出したようです」

「熱量は伴ともなっていないのか？　電磁的エネルギーも？」

　ブリッツの問いかけを聞いて、ナンバはうなずいた。

「ええ、熱量攻こう撃げきは次です。よくご覧ください」

　立体映像の中の細香は、大きく足を広げて左手を腰こしに当て、右手の人差し指を立てて頭の上に差し上げ、ぐるぐると回し始めた。

「よし、いいぞ！　イメージするんだ！　右手の描えがく円の中に、ものすごい熱が集まってくることを！　その熱は空気をプラズマ化させて、リングになる！　すごい熱だ！　鉄もコンクリートも一いつ瞬しゆんに溶とかすくらいの熱だ！」

　立体映像の外から聞こえる健吾の言葉と共に、細香の前まえ髪がみの色が抜け、頭の上で回している人差し指の軌跡をなぞるように、頭上数メートルのところに、白く発光するリングが出来始めた。バリバリッ、というリングの周囲に接せつ触しよくした空気がプラズマ化し、熱ねつ膨ぼう張ちようする破は裂れつ音おんが響ひびき渡わたる。

　リングの熱に耐たえきれなくなったのだろう、細香は悲鳴っぽい声で、

「ひーと、ふぁいやりんぐ、かったあぁああああ！」

　と叫ぶと、リングを投げつけるように、観音像に向かって右手を、ぶん！　と振った。

　その手の動きに合わせるように、白いリングは回転したまま一直線に飛び、観音像の右肩部分に突き刺さった。

　リングの食い込んだ右肩から、オレンジ色の液体……溶けた青銅をぽたぽたと垂らしながら、観音像は、うぉおおおおん！　という悲鳴のような音を立てて、苦痛に悶もだえるように大きく身体からだをねじった。

「なんと！　今度は熱エネルギーだと？」

「あれだけの熱量を、彼女はどこから取り出したのだ？　見たところ反応炉ろを内蔵しているようにも見えないが……」

「サヤカちゃんは、何も持ってません。全くの生身、普通の女子中学生ですね。何も持っていない、何もできないはずの普通の女の子が、一瞬にしてそれだけのエネルギーを取り出してしまう……おそらく、それこそが思念臨界反応の為なせる業わざなのでしょう」

　ブリッツとナンバの会話を聞いていたホルディナンド王子が、感激したように叫さけんだ。

「すばらしい！　何も持たぬ、あの細い腕うでから、岩をも砕くだく衝撃を！　そして鉄をも溶かす灼しやく熱ねつの炎ほのおを生み出すと言うのか！　なんという能力だ！

　それがすべて、何の訓練も改造も無しに身につくのか！

　ああ、神よ！　余は汝なんじを憎にくむ！　なぜ！　なぜ、その力を余に与あたえなかったのか！

　あの力、あの力さえあれば、余は！　余は！」

　興奮して涙なみだを流さんばかりのホルディナンド王子を見て、マイラが首をひねる。

「大国の王子様なのに、なんであんな危ない力が必要なんです？」

「王子だからこそ、だ！」

　ホルディナンド王子が叫ぶ。

「我がアルマゲドン帝てい国こくは、いずれ起きる銀河最終戦争を勝ち抜ぬき、宇宙の覇は者しやとなることを目的に作られた軍事国家。帝国では、力こそ全すべてなのだ！」

[image: ]

「力こそ、すべてねぇ。なんだか趣しゆ味みにあわない国だよ」

「コホン、そういうわけなので、思念臨界反応を持つサヤカを手に入れることは、帝国の悲願達成にも役立つのだ」

「しかし、何もわざわざ王子様がこんな田舎いなかの星に来なくてもいいんじゃ？　公務でお忙いそがしいでしょうに」

　ピシリ！

　マイラのひとことに、部屋の空気が凍こおりついた。

「余に与えられている公務はただひとつ。兄上や姉上のスペアだ」

「スペア？」

　ブリッツが恭うやうやしく頭を下げた。

「今上の皇こう帝てい陛下は、たいそう子宝に恵めぐまれておられまして。ご主人様の上には兄上と姉上が百九十八人おられます」

「兄弟の名前を覚えるだけで、一苦労だね、そりゃ」

「余はこんな低い地位でくすぶるような存在じゃない。サヤカを手に入れることで、余の人生は正しい道に戻もどる。父上も母上も、兄上も姉上も余の真価を認めてくれるに違ちがいない。そうだ、銀河の半分を吹ふき飛ばす思念臨界反応の力を持った余を無視することなんか、誰だれにもできやしないんだ」

　サヤカの立体映像を見ながらぶつぶつとつぶやくホルディナンド王子に、ブリッツとポーラルリッヒは気き遣づかうような表情を、マイラたち三人組はあきれた表情を向ける。

　立体映像の中では、細香が突とつ撃げきするシーンが映し出されていた。

　とてとてー！　と、内またの小走りで観音像の足元に走り寄った細香は、両手を前に出して、『えーい！』という可愛かわいい声とともに、そのまま真っすぐ突つっ込んだ。

　細香の戦法は、正確に言えば『体当たり』とか『ショルダーアタック』、相撲すもうの技わざで言えば『ぶちかまし』である。

　だが、どう見ても、それは格かく闘とう戦せんでも肉にく弾だん戦せんでもなかった。

　とてとてーと走り寄った細香の手が、観音像に触ふれた瞬しゆん間かん。

　どかん！　とも、ずがん！　ともつかない轟ごう音おんと共に、青銅製の巨きよ大だいな観音の立像が、朽くち木きが倒たおれるように地面に倒れ込み、一いつ拍ぱく置いて今度は、がらんがらんがらん！　という、積み上げた空のドラム缶かんを倒したような音が響き渡った。

　それは、細香に突き飛ばされた観音像が地面に叩たたきつけられ、その衝しよう撃げきで、手、足、胴どう体たいと、すべてがバラバラになった音だった。

　ホルディナンドは、目に狂きよう気きじみた光を宿らせて叫んだ。

「おお！　見ろ！　あの力、あのパワー！　スピードともテクニックとも無む縁えん！　ただ、手を押し出すだけでそこに生まれる、凶きよう悪あくなまでの破は壊かいのエネルギー！

　そう！　彼女こそ破壊の神！

　彼女にとって、破壊とは特別のものではない！　彼女は、息を吸って吐はくように、ごく自然に破壊をやってのけるのだ！

　間ま違ちがいない！　彼女こそが、余が探し求めていた究極の破壊の女め神がみ！

　この腐くさりきった世界を虚きよ無むに変える、余の道具だ！

　ブリッツ！　ポーラルリッヒ！　そして、新たなる下げ僕ぼくたちに告げる！　我らはなんとしてでも、彼女を手に入れる！　いいな！」

「御ぎよ意い！」

「かしこまりました、ご主人さま！」

　ブリッツとポーラルリッヒが、すかさず答えた。

　マイラたちは、お互たがいの顔を見合わせた後で、やれやれ、という表情で答えた。

「はーい」

「了りよう解かいしましたですよ」

「わかったでごんす！」

　ホルディナンドは、機き嫌げんよくうなずいた。

「よし、そうと決まれば、この映像、最初から見るとしよう！」

「あ、王子様。少々お待ちを……」

　ナンバが、右手を上げた。

「なんだ？　何か不都合でもあるのか？」

「いえいえ、同じような映像ばかりでは、飽あきてしまいます。実を申しますと『スーパー少女エイトリアン』の映像はこれだけではございません！」

「まだあるのか！」

　ナンバはにやりと笑うと、懐ふところから別のメモリキューブを取り出した。

「こいつは、マニア向けの特別版でございます。気の弱いサヤカちゃんの心細そうな表情や、思わず抱だきしめたくなるような未発達の細っこい足や薄うすい胸などを、アップでナメるように映し出した映像です」

「なんと！　そのような映像が！」

　ぐっ、と身を乗り出すホルディナンド王子に、ナンバはにやぁり、と粘ねん着ちやく質しつな笑みを浮かべた。

「しかしながら、これには撮影にも手間がかかりましてね、少々値が張りますが……いかがですか？」

「見たい！」

　ホルディナンド王子は、思わずそう答えた。

「……」

「……」

　だが、後ろにいるポーラルリッヒとマイラの非難めいた視線に気がついたのだろう、あわてて首を振ふった。

「あ、いや……ホントは見たくない。そのような下げ卑びた映像など見たくはないのだが、サヤカの弱点を探し出すには必要なデータだ。そう、必要にして不可欠である。余にはそういう趣しゆ味みはない。断じてないのだ。ないのだが、仕方ない。全くもって仕方がないのだが、見るとしよう。見ざるをえまい」

「まいどありぃ！」

　もみ手をしながらにやにやと笑うナンバを見て、マイラは横にいたドミトリにそっと耳打ちした。

「さっき見た映像、もしかして最後にレクサーを固めて動けなくした、冷れい凍とう能力の映像が抜ぬけてるんじゃない？」

　ドミトリはうなずいた。

「そうでんねん。ナンバのヤツ、きっと映像をコマ切れにして、一本ずつ吹っかけるつもりなんとちゃいまっか？　フルコンプリートする頃ころにはどえらい金額になっとる、ちゅう商売……」

「うわー、あくどい商売！　よくまあそんなひどいこと考え付くわねえ」

「いやあ、姉さん、ぶっちゃけて言うと、ナンバがやっとるんは、地球でオタク向けに商売するときの方法そのままでんねん。

　ナンバは、さんざんそれで金を搾しぼり取られておりますさかい……」

「一度ハマれば、出口無し……日本のオタク向けコンテンツ商売は、宇宙人も泣くほどのアリ地じ獄ごくなんだねえ……」

　肩かたをすくめて、ふう、とため息をついたマイラをよそに、

　ホルディナンド王子と、ナンバは映像にかぶりついて盛り上がっていた。

「そこを一時停止してくれ」

「ほいや」

「光線の具合か、よく見えぬな」

「サヤカちゃんを撮とっていると、時々あるんですよ。彼女の思念臨界反応のせいか、映像の一部がどうしても湯気や光のようなもので、ぼやけてしまいまして」

「なんと！　となれば、隠かくされた部分にこそ、彼女の弱点があるのではないのか？」

「おお、さすがは王子様。素す晴ばらしい着眼点です。ご安心を。こちらに映像を補正して湯気を消したものがあります」

「でかした！　よし、その映像も見せてくれ。ちらりと見えた青色の縞しま模も様よう。あれこそ、彼女の隠された秘密ではないか」

「ありえる話ですな。スペクトル反応でも青は高いエネルギーを意味しますんで」

　なぜか斜ななめ下からかぶりつくように映像をながめるふたりを、無表情に見下ろしながらポーラルリッヒが冷たく言った。

「常識で考えて、スカートの下に隠されているのはパンツだと思われます」

「言ってやって、言ってやって」

　マイラがやはり、じと目で王子とナンバを見ながら応おう援えんする。

　結局、細香のスカートの下に隠されたあれこれを補正した映像は、再生されることなくポーラルリッヒにデバイスごと没ぼつ収しゆうされて終わった。
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　次の日の放課後。

　健吾と細香をのぞく七人の防衛委員は、学校指定の体操ジャージ姿で、フローリングの広い部屋の中に設置された訓練器具を相手に、汗あせを流していた。

　一見すると、どこかのトレーニングジムのように見えるそこは、実は衛星軌き道どう上に浮うかぶ保護機構の母船の中である。

　よく見ると、設置されている訓練器具の形が微び妙みように違ちがっている。

　二年生の緑色の体操ジャージを着た青葉と摩耶の前にはサンドバッグが二つぶら下がっている。

　手の届くところに一つ、そして五メートルほど離はなれたところに、もう一つ。

　青葉が目の前のサンドバッグに正せい拳けん突づきを入れると、その手はサンドバッグを通り抜けてしまう。

　だが、それと同時に五メートル離れたところのサンドバッグが、ずしっ！　と揺ゆれた。

　どうやら、手前のバッグは立体映像らしい。離れたところに、拳こぶしを送り込むイメージを育てる訓練なのだろう。

　サンドバッグを突いていた青葉が、自分の拳を見て顔をしかめた。

「ああ痛てえ……手前のこいつは映像だから大だい丈じよう夫ぶだ、と思って力入れすぎちまった」

「調子に乗るからよ。距きよ離りが離れているだけで、本当の手で殴なぐってるのと変わんないんだから、痛みも感かん触しよくもそのまんまだってカミラ先生が言っていたでしょ？」

「痛みも感触も手と同じ……か……」

　青葉はそうつぶやくと、右手のひらの指を、わきわき、と動かしたあとで、そのまま手のひらを摩耶の方に向けた。

　すぱこーん！

　すかさす、摩耶のサイコハリセンが飛ぶ。

「どこを触さわろうとした！　この変質者め！」

「まだ、何も触ってないよ、手のひらを向けただけじゃないか！」

　摩耶は腕うで組ぐみをしたまま青葉に言い返す。

「女の子に向かって、手のひら向けて、指をわきわき曲げる、というそのアクションだけで、有罪確定だ！　キミはもうちょっと物事を考えてから行動しろと、いつも言っているだろうが！　まったく……」

　摩耶と青葉が、いつものやり取りをやっているその脇わきでは、青い三年生用の体操ジャージを着た春日が円形のソファの上で、のへーと寝ねころがっていた。

　よく見ると、ソファの周囲に、薄うすいピンク色の円が広がったり狭せばまったりしているのが見える。

「小春！　がんばって！　脱力波の効果の範はん囲いを広げるのよ！」

　通りかかった高尾が声を掛かけると、春日は、ほわーとしたいつもの口調で答えた。

「がんばったらあかんねん……がんばると、力が届かなくなるねん。力を抜ぬいて、ほけーっとすると、広がっていくねんよ。だけど、気ィ抜きすぎると、うちが寝てしまうねん。力抜いて、気を抜かんようにせんとうまくいかんのやあ……」

「そっか……あんたの能力って、一見すると簡単なように見えるけど、使おうと思ったら難しいのかもしれないよねえ……まさしく天然の能力って感じかな？」

　天然と言われるのが、あまり好きではないのだろう、春日は不満そうに唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「うちのことは、ええねん。高尾の方はどないな具合になっとるん？」

　高尾は、にっこり微笑ほほえんだ。

「うん、消しゴムとか教科書なら、確実に呼び寄せることができるよ、今はもっと大きなものとか、生き物に挑ちよう戦せん中なんだ。最終目標は人間よ」

「人間？」

「うん、誰だれかが危なくなった時、私が呼び寄せることができないかなあって考えたの。いつでもどこでも使える究極の脱だつ出しゆつ装置みたいなものね」

　春日は感心したようにうなずいた。

「高尾はえらいなあ。みんなのお母さんみたいやねえ」

「え？」

　高尾はちょっと驚おどろいたように目を見開いた後で、照れたように鼻の頭を搔かいた。

「ああ、そうかもしれないな。ほら、私、弟と妹がいるから……なんとなく、他人の世話を焼くクセがついてるのかもしれないね」

「ええやん、みんなから頼たよられるっていうのは、ええことやん」

　春日が、そう言って、ほわあ、と笑ったその隣となりでは、一年生の赤いジャージを着た明石が人差し指でメガネを、くいっ、と上げて、何も無い空間を見つめていた。

「どう？　見える？」

　明石が見つめていた、誰もいない空間から女の子の声が聞こえた。

「うん、境界線に屈くつ折せつが出ている。もう少しなめらかに光を曲げないと、『それが何かわからないけど、何かがいる』、ということだけはわかっちゃうね」

「うーん、難しいなあ……自分が、他人にどう見えているか、それを考えなくちゃならないのよねえ……」

　その言葉が終わるのと同時に、その場に、ふっと、赤い一年生のジャージを着た、髪かみの毛を二つに分けて結んだ女の子が姿を現した。

　明石と同じ防衛委員の一年生、畝傍である。

　すっきりとした顔立ちの、なかなかの美少女である。

　畝傍は、明石の顔を見てにっこり笑った。

「明石くんの能力で見分けられないくらいになれたら、完かん璧ぺきなんだろうけどね」

「あ……うん、協力するよ……僕でよければ……」

　明石は、ちょっと赤い顔でうなずいた。

　その隣で、不満げな表情で、つまらなそうに自転車のペダルを踏ふんでいた名取が、様子を見に訪おとずれたカミラ先生に文句を言った。

「カミラ先生！　はっきり言って……面おも白しろくありません！　もっと、こう、心こころ躍おどるような……実戦的なトレーニングは無いんですか？　これじゃあ、まるで場末のスポーツクラブに来てるのと変わんないじゃないですか！」

　カミラ先生は、腕組みをして考え込んだ。

「えーとデスネ。実戦的と言われましてもデスネ、名取君の能力が役に立つ訓練となると、たとえば補給物資を背負って山を歩くとか、ひたすら塹ざん壕ごうを掘ほり続けるとか、そういった訓練になってしまうノデスけど……そっちの方がよかったデスカ？」

　名取は、言葉に詰つまった。

「……あ、いえ、そうじゃないんですけど……そもそも、なんで、僕だけこんな地味な能力が与あたえられたんでしょう？」

「眷けん属ぞくとしての能力は、『こんなことができたらいいなあ……』という潜せん在ざい的てきな願望が目覚めるものデスネ。

　青葉クンは、自分の拳けん法ぽう技を遠くまで届かせたいと願ってマシタ。摩耶ちゃんは、自分の手が届かない場所にいる相手に、ツッコミを入れたいと願ってマシタ。

　春日さんは、いつも日曜日なら良かったのになあ……と願い、高尾さんは、うっかりさんで忘れ物をよくするので、忘れてきたものを呼び寄せる力が欲しいと願ってマシタ。

　名取クンも、潜在意識のどこかで、耐たい久きゆう力や持久力が欲しいと願っていたんだと思いますケド？」

「うーん……僕は、そんなこと願っていたわけじゃないんですけどねえ……」

「さっきも言ったとおり、これは潜在的な願望なのデスヨ。意識に上ってないだけで、無意識にそれを望んでいたのかもしれませんネ」

　首をひねる名取に向かって、カミラ先生が微笑みながらそう答えたとき。

　ぽーん！

　という電子音が部屋の中に響ひびき、カミラ先生の前に、健吾と細香の二人の映像が浮うかび上がった。

　きょろきょろと辺りを見回す二人に向かって、カミラ先生が話しかけた。

「ああ、やっと来ましたネ。二人とも、そのまま中央のベッドに乗ってクダサイ。自動的に、ここに転送されますネ」

　カミラ先生があまりにあっさりとした調子で言ったので、健吾も素直に、はいと返事をして、ベッドに座り、上うわ履ばきを脱ぬごうとして……

　ベッドの横でモジモジしだした細香と、目が合った。

「どうしたの？」

「え、あ、あの……いえ、な、なんでもないです……」

　はう、とか言いながらうつむいた細香は、健吾と目を合わせないようにして健吾の隣に座り、んしょんしょと上履きを脱ぐ。

「えーと、真ん中でないと動作しないのかな」

　両手に上履きを持ったまま、膝ひざでにじり歩くようにして、ベッドの中央に膝立ちした健吾の横に、恥はずかしそうに頰ほおを染めた細香が、同じように膝でよじよじ、とやってきて並んだ……次の瞬しゆん間かん。

　ぽん！　と言う擬ぎ音おんが似合うほどの勢いで、膝立ちで両手に上履きを持った健吾と細香が、トレーニングルームのど真ん中に出現した。

「うわ！」

「きゃ！」

　周囲の光景が一瞬で変わったのを見て、健吾と細香は思わず小さな悲鳴を上げた。

「ああ、ごめんなさいデスネ。時間が無いので、ダイレクトにこの部屋に転送してしまったのデスヨ……」

　健吾は頭を搔いた。

「遅くなって申し訳ありません。昨日の校門のところで起きた騒さわぎの関係で、細香と二人で生徒指導の先生と、生徒会長に色々説明していたもので……」

「ええ、大変でしたネ。私も、あの馬ば鹿か王子をナメていましたデスネ。このまま引き下がるとは思えまセン。皆で対策会議を開きまショウ」

　カミラ先生はそう言うと、壁へき面めんに表示されている七つの数字に視線を投げた。

　健吾は思わずその視線を追った。

　──確か、あの七つの数字の一番上が、銀河標準時間で、その下がエリルセナント線とかいう、この太陽系が所属している恒こう星せい系群の時じ間かん軸じくで……下から二番目が日本の時間で、一番下がディメンションバブルの持続残り時間だったよな。

　この母船は、地上と違ちがってエネルギー供給量に余よ裕ゆうがあるのでディメンションバブルを三時間展開することができる。しかし、

　その、一番下の数字は、残り一時間を切っていた。

　カミラ先生は、ぽんぽん、と手を叩たたくと、トレーニングルームにいる防衛委員たちに向かって言った。

「はい、訓練は終わりデスネ。会議を始めますから、制服に着き替がえて下さいネ。皆みなさんを、更こう衣い室に転送します！」

　その言葉が終わるのと同時に、トレーニングルームにいた名取たち七人の姿がふっと消えた。

「では、私たちは、先に行って待っていましょうネ」

　カミラ先生は、そう言うと上履きをはき終わった健吾と細香に向かって微笑ほほえんだ。




　会議室は、壁かべも天てん井じようも、落ち着いた薄うすいクリーム色で統一されていた。

　他ほかの部屋と同じように、天井には照明器具はなく天井全体と、壁の上部がぼんやりと発光している。

　部屋の中央には、楕だ円えん形のテーブルが置かれており、上所中学校の制服に着替えた委員たちが座っている。

　全員が揃そろったのを見回してから、カミラ先生がゆっくりと言った。

「昨日、上所中学校の校門で騒ぎを起こした宇宙人たちの個人情報を入手したので、皆さんにお知らせします……」

　その言葉が終わるのと同時に、テーブルの真ん中に、四十センチほどのサイズの例の三人組の立体映像が立ち上がった。

　カミラ先生は、手に持ったポインタで、王子の映像を示して言った。

「この男の子が、今回の騒そう動どうの原因のアルマゲドン帝てい国こくの王子様デスネ。名前は『ホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドン』といいます。帝国内に領地を持っていますので、身分的には公こう爵しやくとなりますネ。

　パーティーなどで王子が紹しよう介かいされる時の正式の称しよう号ごうは『はくちょう座ＸダブルＸエツ─クス１ワン公爵にして、小しよう惑わく星せいイトコン伯はく爵しやくならびにゲイ王星伯爵たる、ホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドン』閣下と呼ばれるわけです」

「すごいですね、なんちゃら星とかの公爵とか伯爵とか。自分の領地を持ってるなんて！　本当の貴族じゃないですか！」

　あこがれるように目を見開いた名取を見て、カミラ先生は首を振ふった。

「はくちょう座ＸＸ─１はブラックホールですネ。人は住んでいませン。小惑星イトコンも資源のないただの岩ですし、ゲイ王星は太陽系で言えば冥めい王おう星せいよりも遠くにあるような氷の惑星デス。やはり無人デスヨ」

「それって、名前だけの領地ってことですか？」

「ハイ。人口はゼロ。それどころか、バクテリアすら住んでいまセン」

「なんてこった……『星の王子さま』ですら、バラの花が咲さく星に暮らしてたのに」

　健吾は生意気な王子に少しだけ同情したが、名取は別のことを考えていた。

「すごいですね！　ブラックホールが領地ってのはカッコいいじゃないですか！　王子ってことは、あの男の子は将来的に、そのアルマゲドン帝国とやらの皇こう帝ていになるわけですか？」

　名取の質問を聞いたカミラ先生は、笑いながら首を振った。

「アルマゲドン帝国の王位継けい承しよう者しやは三百人いるのデスヨ。彼は、その百九十九番目……二百位までは国際儀ぎ礼れい上、外交官特権を持つ王族として扱あつかわれることになっています。

　彼は、そのギリギリのところにいるわけデスネ。彼が皇帝になるには、二百人近い王位継承者が死ななくちゃなりません。

　アルマゲドン帝国は、銀河系のほぼ五分の一を支配している強大な銀河覇は権けん帝てい国こくのひとつで、『来きたるべき銀河最終戦争に勝ち抜ぬくための国家』が国こく是ぜであり、富国強兵にいそしんでいマス。でも、それができたのも過去の話。

　今は広い国境線を守るための軍備の維い持じに国庫は火の車デスネ。財政赤字が進んでむしろ衰すい退たいしているのデス。でも国内情勢は安定してますから、彼が皇帝の座に就つく可能性は、ほぼゼロに等しいと思われマスネ」

「それにしても、長ったらしい名前よねえ……もっと短い呼び名はないかしら？」

　高尾がそう言うと、カミラ先生はうなずいた。

「そうなんデスヨ。めんどくさいんですヨ、ホルディナンド王子と呼ぶのさえめんどくさい。何か、いい呼び名はないかしら？」

　青葉が手を上げた。

「えーと『アルマゲドン帝国のホルディナンド王子』だから、その頭の二文字を取って『アホ王子』でいいんじゃないかと思います」

　会議室に笑い声が響ひびく中で、カミラ先生が実に楽しそうに笑いながらうなずいた。

「あははははっ！　なるほど、『アルマゲドン帝国のホルディナンド王子』略りやく称しよう『アホ王子』ね……さすがデスネ、青葉くん！　それ、採用しマス！」

　照れたように後頭部を搔かく青葉を見て、摩耶がいつもの口調で言った。

「相変わらず、人の神経をさかなでるようなあだ名をつけるコトに関しては、天才的だな、キミは……」

「怒おこってるの？」

　摩耶は首を振った。

「いや、褒ほめてる。今回の件に関しては……」

　カミラ先生はあらためてポインタを持ち上げると、その先せん端たんを机の上に立っている、黒人の執しつ事じに当てた。

「この執事の名前は『ブリッツ・ゼーバッハ』。例の、コンビニで女の子に声を掛かけたカエル男は彼デスネ。

　かつて帝国の水シユ陸ビ両ム用リ騎ツ士タ団ーに所属し、数々の戦せん闘とうで武ぶ勲くんをあげた、歴戦の勇士。戦闘で負傷したことで騎士団をやめたあと、ちょっと危ないアホ王子を心配した皇后から頼たのまれて、執事になったようデスネ。

　アルマゲドン帝国を構成している種族の中の一つで、両生フ類型ロ知的ツ生命体ガーと呼ばれる種族デス。乾かん燥そうや熱いお湯は苦手。朝晩の沐もく浴よくや、眠ねむる前の保ほ湿しつ剤ざいは欠かせない……と説明にありマス」

「やっぱり、あいつがカエル男だったんですね！」

　明石が、自分の分ぶん析せきは間ま違ちがっていなかったんだ、という風に、うんうん、とうなずいた。

「そうデスネ、明石クンの分析のとおり、こっちのメイドさんも人間ではありませんネ」

　カミラ先生のポインタは、横に立つプラチナブロンドのメイドに向けられた。

「このメイドさんの名前は『ポーラルリッヒ』。

　イス・バイオケミカル社製のメイドロボデス。型番はFSX-144……なんだけど、そんな番号はカタログにないのデスヨ。どうやら王子様向けに作られた特注品みたいデスネ。

　この、ナイスバディは、実はナノマシン集合体デスネ。必要に応じて、組成を変えることができるのデス」

「それって、あれですか？　映画の『ターミネーター２』に出てきた、液体金属ロボットみたいな感じですか？」

　健吾の質問に、カミラ先生はうなずいて見せた。

「あれよりも、もっと複雑で高度な組成もできますネ。足先から地表の金属原子を吸い取って、手の中で剣けんを組成するとか、水を分解して水素と酸素に分けて、それを爆ばく発はつさせて弾だん丸がんを飛ばすとか、大気中の電子を吸着してビームを発射とか、そういう戦い方もできる能力を持ってますネ」

「そいつは強敵になりそうだな……」

　腕うで組ぐみをして考え込んだ健吾を見て、カミラ先生はうなずいた。

「ええ、まともに戦えるのは、細香ちゃんだけだと思いマス」

「わ、私の出番なんですか？」

　自分の名前が出たのを聞いて、びっくりした細香だったが、すぐに自分に言い聞かせるようにガッツポーズを作った。

「はい！　覚かく悟ごはできています、いつでも言って下さい！　センパイの命令とあれば、いつでも戦ってみせます！」

「細香ちゃんはいつでも一いつ生しよう懸けん命めいデスネ。先生好きですよ、そういう子……」

　カミラ先生はそう言って微笑ほほえんだ後で、言葉を続けた。

「この前の会議の時にも言いましたケド、帝てい国こくの王子という看板を背負っている以上、あのアホ王子たちも、それほど無む茶ちやはしないと思いマス。しかし、油断はできません。

　もし、あのアホ王子が、あなた方の前に現れたら、直ちに連れん絡らくしてクダサイ」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、テーブルの上に置かれていた、銀色の小さなブレスレットを持ち上げて防衛委員たちを見回した。

「そこで、あなた方に、この通信デバイスをお渡わたしシマス。これは、通信装置と簡易ショックシールド機能を兼かね備そなえてイマス。これを手首にはめておけば、物理的な衝しよう撃げきと、ビームなどの急激な熱上昇から身体からだを守ってくれるのデス。

　これは健吾クンの右みぎ腕うでにインプラントされているものを簡易化したもので、六時間以上の連続使用ができマセン。必要な時以外は、外しておいて下サイ」

「あの、すみません、提案があるんですけど……」

　高尾が手を上げた。

「はい、何でしょう高尾さん」

「えーと、もし、委員の誰だれかが危険に巻き込まれたときに、私の能力を使えば、その人を安全な場所にテレポートさせることができると思うんです。いわば、脱だつ出しゆつ装置みたいなものですね。だから、小さくていいですから、マジックで身体のどこかに私の名前を書いておいて欲しいんです」

　カミラ先生は、目を見開いた。

「ああ、それは名案デスネ！　高尾さんの能力の最高の使い方だと思いますデスネ！」

　青葉が笑いながら答えた。

「わかりました！　二の腕うでに『高尾由美命！』って書いておけばいいんですね！」

「……命は余計よ。変なこと書くと、助けてもらえないわよ？」

　すかさず摩耶が突つっ込んだ。

　会議室の中に、小さな笑いが広がった。

　カミラ先生は、ちょっと真ま面じ目めな顔で委員たちを見回して、言葉を続けた。

「やつらの狙ねらいは細香ちゃんデスネ。ですから、一番大事なことは、彼女を一人にしないことデス。登下校時が一番危ないデスネ。今日からしばらく、防衛委員全員で細香ちゃんを送り迎むかえして下さい」

　細香が目を見開いて、あわてて首を振ふった。

「ええっ？　いえ、いいです！　そんな！　皆みなさんにご迷めい惑わく掛かけられません！」

　健吾が笑いながら首を振った。

「いや、迷惑なんかじゃないよ。なあ、みんな」

　防衛委員たちは、笑いながらうなずいた。

「うん、迷惑なんかじゃないよ、迷惑なのはあのアホ王子さ」

「神通さんは被ひ害がい者しやなんだもの。被害者を守るのも、防衛委員の立派な仕事よ」

「それに、この能力を試ためしてみたいって本音もあるしね」

「確かに……普ふ通つうの人間相手には使えないけど、宇宙人相手なら遠えん慮りよなくツッコミ食くらわせることができる……うん、楽しみだ」

「女子中学生を拉ら致ちしようとする悪の宇宙帝国の手先を撃げき退たいする！　こんな燃えるシチュエーションに参加しないわけがない！　最上司令官！　先せん陣じんはぜひともこの私に！」

　口々に同意する防衛委員の仲間たちを見て、細香は真っ赤な顔になって下を向いた。

「わかりました……よろしくお願いします……でも、いきなりみんなが来たら、うちの両親が心配しちゃうかも……」

　健吾は考え込んだ。

「そうか、それもそうだな……よし、学校からは全員で護衛して、途と中ちゆうで様子を見て少しずつ減らして、家の前では二人くらいにするというのはどうだろう？　それなら、近所の人とかの目も気にならないし、ご両親に心配を掛けることもないだろう」

　カミラ先生はしばらく考え込んでいたが、やがて、うん、と大きくうなずいた。

「それがいいでしょうネ。それに、あのアホ王子一行がちょっかい出してくるのも、それほど長く続かないと思いますから」

　健吾はうなずいた。

「そうと決まれば、細香の護衛は今日からスタートだ！　いいな！」

「はい！」「了りよう解かい！」「わかりました！」「ラジャー！」

　防衛委員たちは、それぞれに答えてうなずいた。




　上所中学校に戻もどった防衛委員たちは、それぞれに下校の支し度たくをして、校門に集まった。

「えーと、細香と同じように自転車で通学しているのは、春日さんと青葉と摩耶さんの三人か……春日さんの家は、塩しお谷やだっけ？」

「そうやねん」

「遠いうえに逆方向で悪いけど、自転車を押して一いつ緒しよについてきてくれる？」

　春日は、人の好よさそうな顔で微笑んだ。

「うん、ええよ。みんなで歩けば、苦にならへんし……」

「本当に……ご迷惑かけて、申し訳ありません……」

　細香がすまなそうにそう言って頭を下げると、春日は、ほわほわーっと笑って顔の前で右手を振った。

「迷惑なんて、とんでもない。うちは、楽しいねん！　こうやって、みんなでわいわいやっている中に入れるのが、とても嬉うれしいねん！

　うちは、のろまやさかいなあ、大おお阪さかにいた頃ころは、話でも運動でも、人についていくのが大変やったんよ。馬ば鹿かにされたり、おいてけぼりにされたり……でも、この上所に引っ越こしてきたら、みんなええ人ばっかりや。

　だから、そのええ人を守りたいと思って、防衛委員に立候補したんよ……」

　春日はそこで言葉を切ると、ちょっと真面目な顔になって細香を見た。

「だから、うちは嬉しいねん。細香ちゃんに感謝しとるねん！　こんなうちにも、使える能力ができたのが、嬉しくて仕方ないねん！　だから、細香ちゃんが謝ることはないねん！

　逆に、うちがお礼を言いたいくらいやねん！」

「あ、お礼だなんて、そんな！」

　恐きよう縮しゆくする細香を見て、春日は、もう一度笑った。

「ええねんええねん、細香ちゃんは、うちが守ったるねん！　見とってや！　うちの能力で、あいつらみんな骨ほね抜ぬきにしたるねんで！」

　春日の横についていた高尾が、笑いながら言った。

「そんな風に、やる気出したら能力が使えなくなるんでしょ？」

「あ、そうやった、あかんあかん、もっと気ぃ抜ぬいとらんと……」

　春日は、ぺろっと舌を出した。

「さて、じゃあ、出発しよう。先頭は明石に頼たのむ」

　健吾はそう言うと、明石を指差してゆっくりと言った。

「すべてを見通す偉い大だいなる魔術の神オーディンの二羽の使い魔フギンとムニンの名において、汝なんじの封ふう印いんを解く……『万マル能チア解ナラ析イズ』！　何か妙みようなものがあったら、教えてくれ」

「わかりました！」

　明石はメガネの奥の瞳ひとみを一いつ瞬しゆん青く輝かがやかせると、小さくうなずいて先頭に立った。それをみて、青葉と摩耶が催さい促そくするように言った。

「最上委員長！　俺の能力も承しよう認にんしてくださいよ！」

「私もです！」

「わかった、ちょっと待ってくれ、一人一人承認していくから」

　健吾はそう言うと、他ほかの委員の前に立って、承認の言葉をつぶやいた。

「汝、その名の記されたるもの、時間と空間を越えて、すべてのものを召しよう喚かんせよ！　召喚神ヘルメスの名において汝の封印を解く……『名アポ札ー召ツタ喚グ』！」

「了解よ！」

　高尾の瞳の奥が朱しゆ色いろに輝いた。

「永遠の休息と永久の安らぎの名の下もとにこの世を覆おおい尽つくせ！　睡すい魔まは汝の下げ僕ぼくにして怠たい惰だは汝の力なり！　神をして午ご睡すいたらしめよ！　眠ねむりの神ヒュプノスの名において汝の封印を解く……『脱エター力ナル・波レスト』！」

「了解やでー！」

　春日の瞳の奥が緑色に光った。

「永遠の時間と空間を越えてその力の及およばぬところなし、崑こん崙ろんの南面を守る偉大なる神しん仙せんの主、朱す雀ざくの名において、汝の封印を解く……『精サイ神コ衝ハリ撃セ波ン』！」

「わかりました！」

　前まえ髪がみで隠かくされた摩耶の瞳が黄色く光った。

「長き手の及ぶところ、汝の拳こぶしの及ばざるところなし、崑崙の西を守る偉大なる神仙の主、白びやつ虎この名において汝の封印を解く……『虚ロングラ空ンス・ナ手ツクル』！」

「了解ですっ！」

　青葉の瞳が、赤く光った。

「目に映る万ばん物ぶつは光と影かげにして、その実体を示すものなり、されば光と影を自在に操あやつり、その手に万物を象現せしめよ！　偉大なる光の神ルーの名において、汝の封印を解く……『幻ミラー・鏡イリユー像ジヨン』！」

　畝傍の目の奥が、紫むらさき色いろに光った。

「よし、これで全員の封印は解いたぞ、出発だ！」

　防衛委員たちを見回して、健吾が、そう言ったとき。

「最上司令官！　僕を忘れてます！」

　名取の声がした。

「どうして僕の特殊能力の封印を解いてくれないんですか！」

「だって、お前の能力は、今ひとつ使い道がないからなあ……」

「そんなことはありません！　僕の能力は、この持久力だけであるはずがありません！　僕にはきっとこれ以外の……そう、危機に瀕ひんしたときに、覚かく醒せいする真の力があるのです！

　二段、三段変身は、もはや特とく撮さつ界かいの常識です！」

　必死に主張する名取を見て、健吾は思った。

　──まあ、二段変身するかどうかは別にして、やっぱりこいつだけを仲間はずれにしちゃあ可哀かわい想そうだよな……。

　こいつの能力を承認するときの言葉は、ちょっと恥はずかしいから、あんまり言いたくなかったんだけど、仕方ないか。

　健吾は、名取の前に立つと、一回深呼吸してから言った。

「汝の中に潜ひそみし疲つかれを知らぬ持続の王よ、穢けがれなき黄金の魂たましいと、暗黒の破は壊かい神の二つの顔を持つ音速の貴公子グリュンヒルドが、その名において汝の封印を解く……『超エターナ持ル・スト久レングス』！」

「はいっ！　司令官どのっ！」

　実に嬉うれしそうに答えた名取の目の奥が黄緑色に光った。

　──持続力の神様とか、高位の存在の名前が思いつかなかったから、僕の真名で承認を与あたえるしかなかったんだけど……変に誤解しなきゃいいけどなあ。
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「よーし、これで本当に準備完かん了りようだ！　あのアホ王子連中が来ても、絶対に負けないようにしようぜ！」

「おおーっ！」

　防衛委員たちが上げた右手には、カミラ先生が渡わたした防ぼう御ぎよシールドの銀色のブレスレットが光っていた。

　細香を真ん中にして、九人の防衛委員たちが校門から出て行く様子を、生徒会長の衣笠初恵が校舎の二階にある生徒会室の窓から見下ろしていた。

「……気に入らないわね」

　初恵のつぶやきを聞きつけた、生徒会の役員が怪け訝げんな顔になった。

「何がですか？」

「あの防衛委員の行動よ。なんで、あんな風にまとまっているのかしら？　まるで何か共通の秘密でもあるみたいじゃない」

　初恵の視線の先を見た役員は、なあんだ、という表情で笑った。

「昨日、校門のところに来た変なタレントスカウト三人組の関係で、一年生の神通さんを家まで送って行くんでしょう？　会長もさっき、生徒指導の先生と一いつ緒しよに防衛委員長の最上くんの説明を聞いたんじゃないですか？」

「確かに、最上委員長から説明は聞いたんだけどね……」

「説明に何か、つじつまの合わないところでも？」

　初恵は首を振ふった。

「全く無かったわ。きれいにぴったりつじつまが合っていたわね、一分の隙すきもないくらい……」

「じゃあ、何が問題なんですか？」

　怪訝な顔をする役員をちらっと見て、初恵はイラついたように答えた。

「つじつまが合いすぎてるのよ。まるで、作ったみたいにぴったりなの……現実って、そんなに理り屈くつで割り切れるようなきっちりしたものじゃないと思うのよ……」

　生徒会役員は、ふう、と、ため息をついた。

「会長は考えすぎですよ。疑う余地がないのが、疑う理由。なんて言ってたら、キリがありませんよ」

「それはそうなんだけど……」

「気になるのは、やっぱり最上委員長が中二病だからですか」

「そうよ」

「でも、それなら、むしろ問題ないじゃないですか。だって、中二病って妄もう想そうでしょ。もし防衛委員会で何かやってるとしても、妄想なら、ごっこ遊びみたいなものですし」

「ごっこ遊び……そうよね。遊びよね」

　──遊びなら、私も一緒に……って、違ちがう、違う！　混ぜて欲しくなんかない！　だいたい、今年は高校受験の年なんだから、最上君も妄想なんかで遊んでいる場合じゃないはず。

　顔の前で握にぎった右手の握りこぶしの親指の爪つめをかじりながら、初恵が校門から出て行く健吾たち一行を見送っていた頃ころ。

　そこから少し離はなれた場所……正確には三百メートルほど上空でも、同じように健吾たちを見ている一行がいた。
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「目標発見！　間ま違ちがいありません！　キルリアン反応はありませんが、防御フィールドを展帳しています！　接せつ触しよくを開始しますか？」

　ビークルの船内にあるモニタースクリーンで、地表を監かん視ししていたポーラルリッヒの報告を聞いたホルディナンド王子は、心配そうに答えた。

「チュウガッコウには、昨日出合った女戦士がいるからな……なるべく離れたところでサヤカに接触したい」

「わかりました、では、もう少しチュウガッコウから離れるまで、接触は控ひかえましょう」

　ブリッツはそう言って王子に一礼すると、コックピットに座っているナンバに向かって指示を出した。

「ステルススクリーンを展帳したまま、サヤカの後をついて飛んでくれ」

「はあ……わかりました」

　ナンバはそう言うと、コントロールレバーを動かした。

　うす曇ぐもりの空には一面に雲が広がっており、ナンバの操あやつる小型ビークルは雲を投とう影えいした光学迷めい彩さいスクリーンを纏まとってその雲の下に浮うかんでいる。

　地上からは上空に広がる雲に溶とけ込み、全く区別はつかない。

　ビークルは、地上を歩く細香たちと同じ速度でゆっくり移動していたが、やがてホルディナンド王子が痺しびれを切らしたように言った。

「もう少し降下しろ。サヤカをもっと良く見たい！」

「モニターのズーム倍率を上げれば、サヤカちゃんの頭のツムジも見えますですよ？　あえて危険をおかさなくても……」

「いや、もっと近くで見たいのだ！　いいから降下しろ！」

　ホルディナンド王子の要求を聞いたナンバは、助けを求めるような目でブリッツを見たが、ブリッツの目が『文句を言わずに王子の要求に従ってくれ』と言っているのを見て、あきらめたように肩かたをすくめると、正面に向き直ってコントロールレバーに手をかけた。

「では、降下します……揺ゆれますからご用心！」

　ナンバの言葉が終わるのと同時に、ビークルがぐらり、と傾かたむき、後部座席に乗り込んでいたマイラとブリッツがバランスを崩くずした。

「きゃあ！」「うわ！」

　二人に押されたポーラルリッヒが、そのまま王子の身体からだに密着した。

　ポーラルリッヒの胸に顔を埋うずめた王子がもがくのを見て、ポーラルリッヒがあわてて胸を押さえると、胸が、みょん！　と薄うすくなった。

「申し訳ありませんご主人様……これでもう大だい丈じよう夫ぶです」

「あ、いや、気にするな」

　顔を赤くした王子が首を振るのを見たブリッツが、ナンバに文句を言った。

「もっとていねいな操縦を心がけてくれないか？」

　ナンバは、後部座席にぎゅうぎゅうづめになっている四人を見て言い返した。

「このビークルは、もともと四人乗りの軽ビークルなんですから！　それに六人乗り込むってのが、そもそも無理な話なんですよ！」

　助手席に座ったドミトリが、うなずいた。

「そうですねん、お金持ちやったら、もっと大きなビークルをレンタルすればええのんとちがいまっか？」

「偽ぎ装そうギミックのついたビークルのレンタル料は、バカ高いのだ。アルマゲドン帝てい国こくといえども予算が無む尽じん蔵ぞうに使つかえるわけではない。それに、昨日の今日で手配できるものでもない。目の前に使えるものがあれば使うのは当たり前だ……レンタル料は払はらうといっているのだからいいだろう？」

「それはそうなんですけど……なんて話をしているうちに、結構中学校から離れましたよ？　そろそろ田んぼの中の一本道に差し掛かかります。あたりに人家もありませんし、接触するなら都合のいい場所だと思いますが？」

　周辺をスキャンしていたポーラルリッヒがうなずいた。

「確かに、周囲に民家はありません。条約に抵てい触しよくする可能性も少ないと思われます」

　ブリッツは、ポーラルリッヒが監視していたスキャンモニターを覗のぞき込んでうなずいた。

「よし、ここで仕し掛かけよう！　高度を下げて、反重力プラットフォームを用意してくれ！」

「はい、了りよう解かい！」

　ビークルは、そのまま、ふわっと高度を落とし、地上から五十メートルほどの高さまで降下した。

　地表の様子が手に取るようにわかる。

「では、右のドアを開けます、ご注意ください」

　ナンバの言葉が終わるのと同時に、ビークルの右側が、ゆっくりとスライドし始めた。

　ビークルの機体は、防ぼう御ぎよフィールドと不可視化スクリーンに包まれ、外気と遮しや断だんされているために、外の風が吹ふき込むことは無い。

「反重力フィールドを、右のドアの先に展帳してありまっさ、機内から出ても大丈夫でんな」

　ドミトリの言葉を聞いたブリッツがうなずいた。

「わかった。では、まず、私が外に出る！　ポーラルリッヒ！　いくぞ！」

「かしこまりました！」

　ブリッツとポーラルリッヒはホルディナンド王子に向かって無言で一礼すると、開け放たれたドアから空中に足を進めた。




　一方その頃ころ、健吾たち防衛委員一行は、上空に不ふ審しんな飛行物体が近づいてきたのに気がついていた。

　それを最初に発見したのは、先頭を歩いていた明石だった。

　上空に薄く広がった雲の一部に、不自然に屈くつ折せつする部分があったのだ。

「最上委員長！　上空に妙みようなものが浮うかんでいます！」

「妙なもの？」

　健吾たちはあわてて空を見上げた。

　だが、上空には一面に白っぽい雲が広がっているだけで、これと言って目立つものは見当たらない。

「どこだ？」

「他ほかの人には見えないかもしれませんが、僕たちの、ほぼ真上、百メートルほどの高さの部分に、小さな円えん盤ばん状じようのものが浮かんでいます……あ、降りてきました！　すぐそこ！　五十メートルほどのところに浮かんでいます！」

「間ま違ちがいないな？」

「間違いありません！」

　明石の答えを聞いた健吾は、右みぎ腕うでの手首に仕込まれた通信機に向かって叫さけんだ。

「カミラ先生！　出ました！　奴やつらです！」

　健吾の脳内に、カミラ先生の声が響ひびいた。

『わかりマシタ！　大至急リトルグレイ工作員をそちらに向かわせます！　ディメンションバブルの展開は、彼らに任せて下さい！』

「よろしくお願いします！」

　健吾は上空を見上げて、会話しながら、素す早ばやく考えを巡めぐらした。

　──前回のように、普ふ通つうのタクシーとかを使わずに、ＵＦＯを持ち出したってことは、まともなやり方じゃない！　無理やり、連れて行くつもりかもしれない！

「細香！　気をつけろ！　やつら、君を拉ら致ちするつもりかもしれないぞ！」

　健吾が、そう叫んだとき。

　いきなり二十メートルほど上空に、黒人の執しつ事じとプラチナブロンドのメイドが出現した。

　それは、どう見ても非常識な光景だった。

　人間が何の支えも無く、空中に浮かんでいるのである。

　──ちっ！　あいかわらず、サリアント条約なんてものは頭にないらしいな、あのアホ王子は。

　健吾は、小さく舌打ちをすると、仲間に呼びかけた。

「来たぞ！　気をつけろ！」

　防衛委員たちが、細香を中心にして前後左右を固めたのを見て、健吾は一歩進み出ると、ブリッツを指差して叫んだ。

「そのように、何の支えも無く空中に浮かぶのは地球の常識を超こえたサリアント条約違い反はん行こう為いだ！　目もく撃げきされた場合は重大な結果になりかねない！　地球の常識に従って欲しい！」

「おや、そうだったのか、これは失敬」

　ブリッツは、わざとらしく驚おどろいて見せると、そのままポーラルリッヒと共に、すとん、と地上に降り立った。

「地球人は、個人レベルの反重力コントローラーを使っていないとは知らなかった、許して欲しい」

　ブリッツはそう言って慇いん懃ぎんに一礼した。

「何の用ですか？　昨日、あなた方に用は無い、としっかり申し上げたはずです！」

「ええ、確かに、サヤカさんは、我々のご主人様の申し出をお断りになりました。ですから、やり方を変えたのです……用があるのはサヤカさんではありません……」

「なんだって？」

　健吾が、警けい戒かいするように身構えたのを見て、ブリッツは右手を上げて、ぱちん、と指を鳴らした。

「ポーラルリッヒ！　あなたのお仕事です！」

「かしこまりました！」

　ポーラルリッヒは、そう答えて一歩進み出ると、舞まうような優ゆう雅がな仕草で両手を広げた。

　白く細い指先から、パラパラと、黒い粒つぶが舞い落ちる。

　──なんだ？

　怪け訝げんな顔で黒い粒を凝ぎよう視しした健吾の目の前で、その黒い粒は、むくむくと膨ふくれ上がった。

「うわ！　なんだこれ！」

「種？」

「いや、違ちがう！　あれは、ナノマシンだ！」

　明石の声が飛んだ。

　地面に落ちた黒い粒は、見る見るうちに膨れ上がり、人の形に変わっていく。

　そして、一つ一つが、すべて身長五十センチほどの小さなメイド姿の人形になった。

　主人と違う黒い髪かみを持った、そのミニサイズのメイドたちは、手に持った箒ほうきや、ハタキ、そしておたまやフライ返しを掲かかげ、ボイスチェンジャーを通したような周波数の高い声で叫んだ。

『ワッカメー！』

　──なんで……ワカメなんだ？

　あっけに取られる健吾を指差してポーラルリッヒが叫んだ。

「行け！　我が分身！」

　その言葉を聞いた、ミニサイズのメイドたちは、一いつ斉せいに空中に舞い上がり、健吾に襲おそい掛かかった。

『行くワカメー！』

『突とつ撃げきワカメー！』

『お仕事だワカメー！』

「うひゃあ！」

　悲鳴を上げた健吾を見て、青葉と摩耶があわてて前に出た。

「押お忍す！」

　青葉が気合いを込めて空中に手しゆ拳けんを突つき出すと、健吾に飛び掛かかろうとしていた一体のミニメイドが突き飛ばされたように吹ふっ飛んだ。

『ふにゃあ！』

　摩耶が、負けじと右手で目の前の空間をなぎ払はらう。

「いいかげんに……し、な、さーい！」

　すぱこーん！

　空中にハリセンの音が響ひびき、健吾に取り付こうとしていた二体のミニメイドが頭を押さえた。

『うきゃあ！』

『痛いワカメー！』

　だが、それ以外のミニメイドたちは、健吾の手足に、がっしりしがみついた。

『確保だワカメー！』

『逃にがさないぞワカメー！』

　健吾の両手両足に、自分の分身が取り付いたのを見たポーラルリッヒは、右手を上げた。

「よし！　撤てつ収しゆう！　そいつを連れて行け！」

『了りよう解かいワカメー！』

　ミニメイドたちの周囲が、ぼうっと青く光った……のと同時に、健吾の身体からだが、ふわっと空中に舞い上がった。

「え？　あ？　うわわわ！」

　健吾は、あわてて手足のミニメイドを振ふり払おうとしたが、ミニメイドたちは、がっちりしがみついて離はなれようとはしない。

『じたばたするなワカメー！』

『往おう生じよう際ぎわが悪いワカメー！』

『おとなしくするワカメー！』

　ブリッツとポーラルリッヒはお互たがいの顔を見合わせて小さくうなずくと、健吾の後を追うようにふわっと浮うかび上がった。

　目の前をふわふわ浮かんでいく健吾を見て、細香が悲鳴を上げた。

「センパイィィっ！」

　その悲鳴は、防衛委員たちの悲鳴でもあった。

　──いけない！　最上委員長が拉ら致ちされたら、細香の能力が使えなくなる！

　最上委員長がいなければ、手も足も出ない！

　名取は、奥歯を、ぎりっと嚙かみしめてつぶやいた。

「くそう！　奴やつらは、僕たちの最大の弱点を見み抜ぬいていたのか！」

　見上げると、空中に王子が立っていた。

　王子は、ミニサイズのワカメイドに手足を押さえられたまま、自分のところに連れて来られようとしている健吾を確かく認にんすると、自信たっぷりに言い放った。

「どうしたね？　サヤカ。この男を取り戻もどしに来ないのか？　余は、そなたが異星生物ハンターを、ものの見事に撃げき退たいした時のように、スーパー少女エイトリアンに変身するのを楽しみにしていたのだよ！」

「!!」

　目を見開き、思わず両手で口を押さえた細香を見て、王子は言った。

「驚おどろいたかね？　余は、部下とともに君の戦う姿を何度も見て分ぶん析せきを重ねたのだ……映像ディスク全六巻、初回限定豪ごう華か特典映像ディスク一枚付きでな……！　そして、ついに君の弱点を発見したのだよ！」

　その言葉を聞いた防衛委員たちは、驚いたように目を見開いた。

「弱点だって？」

「くそ！　研究されていたのか！」

「アホ王子と思って甘く見ていた……」

「ぐぬぬ……」

「って言うか、豪華特典ってなんや……？」

　歯は嚙がみをする細香たち防衛委員を見て、王子は勝ち誇ほこったように宣言した。

「余は高貴な血筋の下もとに生まれた特別の選ばれた存在だ！　だから、姑こ息そくな戦いはしない！　余が見切ったサヤカの弱点を正々堂々と宣言しよう！」

　そして、ホルディナンド王子は、地上にいる細香をびしっと指差して、宣言した。

「サヤカ！　君の弱点は……空を飛べないことだ！」

「……え？」

　防衛委員たちの間に、空白の時間が流れた。

　何を言っているんだ、こいつは……という目で見つめられたホルディナンド王子は狼ろう狽ばいした。

「な、なんだ、その目は！　余を馬ば鹿かにすると許さんぞ！　サヤカは空を飛べない！　それ以外に弱点があるとでもいうのか！

　現に、今、こうして人ひと質じちを取っているのに、サヤカは手も足も出ないではないか！」

　王子が本気で言っていることに、名取たちは気づいた。

「どうやら、あのアホ王子は、本気でそれだけが弱点だと思ってるらしいな」

「最上委員長の重要性に気づいたわけじゃないみたいね？」

「ただの人質、としか思っていないみたいよ？」

「いかん、このままでは気づかれる！　ここは、驚きあわてないと！」

　名取は、あわてたように両手を振り回して見せた。

「ああっ！　くそう！　たいへんな弱点を見破られてしまった！」

「ああ、これはたいへんなことになってしまったのだー」

　棒読みでそう言った後で、春日が小声で細香に言った。

「ほら、細香ちゃんも困った振りせなあかんて！」

　名取が小声で付け足した。

「困るより、虚きよ勢せいを張っていると思わせた方がいい！　時間を稼かせぐんだ！」

「え？　あ、はいっ！」

　細香は、たたっ！　と二、三歩進み出ると、王子を指差して叫さけんだ。

「確かに、私は飛べない！　でも、戦う方法はいくらでもあるわ！」

「ふん、負け惜おしみを……」

　王子は自信たっぷりにうなずくと、左手をブリッツに差し出した。

「ブリッツ、例の物を」

「かしこまりました……こちらに……」

　ブリッツがそう言って差し出したのは、どう見てもカラオケなどで使われているワイヤレスマイクだった。

　あちこちに金色の装そう飾しよくが入っていて、少し高そうに見える。

「うむ、ご苦労」

　王子は、そのワイヤレスマイクを手に取ると、手元で、ぷちっ、とスイッチを入れ、右手で細香を指さして話し始めた。

『サヤカよ！　余とともに、銀河の覇は者しやを目指そうではないか！』

　──うわあ、なに、これ……？

　その言葉を聞いていた細香は驚いた。

　なぜか知らないが、王子の言葉に心が揺ゆさぶられるような感かん触しよくが、身体からだを突つき抜ぬけたのだ。

　王子の言葉は、ごく普ふ通つうの言葉だ。別に感動させるような要素はどこにもない。

　なのに、まるで偉い人じんの言葉や、歴史に残る名演説を聞いたような、そんな気分になってしまったのだ。

　──ダメよ！　細香！　あんな言葉に心を動かされちゃダメ！

　私が心を許していいのは、センパイだけなんだから！　って、そんなこと考えちゃダメ！　というか……ふぇえええ！　何を考えていいのかわかんないよー！

　王子の言葉は続いていた。

『君の、その能力は、この星では、他者を不幸にするだけだ！　君の正体が、人々に知られれば、君は忌いみ嫌きらわれ、差別され、迫はく害がいされるだろう！　このままでは君は不幸になる！　君だけじゃない、君の周りにいる人間も不幸にするだろう！』

　細香を指さして話す王子の言葉は、重苦しく心を締しめつけた。

　──そう……私の正体は……怪かい物ぶつだ。

　自分で自分の力をコントロールできなくなったら……お母さんやお父さんや、学校の友達を巻き込んで、傷つけたり、死なせたりしてしまうに違いない。

　私の正体を知ったら、みんな私を怖がる！　嫌う！　怪物になってしまった女の子なんて、誰も近寄らないに決まってる！

　……そんな私のことを心配してくれるのは……最上センパイだけだ！　あの、へんてこな王子様じゃない！

　細香は、ぐらつきそうになる自分に、必死に言い聞かせた。

　王子は口調を変えた。

『だが、余なら、君をその不幸から救うことができる！　それができるのは余だけだ！　余の望みは、この銀河系に余の名を知らしめ、あまねく人々の記き憶おくに、余の存在を畏い怖ふと尊敬の念とともに永遠に刻みつけることだ！

　アルマゲドン帝てい国こくは、常に拡大を続けている！　その帝国の意思を真に継つぐことができるのは、余以外にいない！

　そうだ、世の人々は、余の真の力を知らない！　余こそが、アルマゲドン帝国の正当なる後こう継けい者しやであることを知らない……』

　王子の言葉が、自分の自じ慢まん、自分語りに変わり、細香を指さすのをやめるのと同時に、細香の感じていた心理的な効果が、ふわっと緩ゆるくなった。

　同じく、王子の演説を聞いて金かな縛しばりにあったように動けなかった防衛委員たちも、我を取り戻もどして動けるようになった。

「今のはなんだったんだろう？」

「なんか、すごい感動しちゃって……今でも足が震ふるえてる」

　小声で会話を交かわす防衛委員の中に高尾が進み出た。

「とにかく、今のままじゃ、やられっぱなしだわ。なんとしてでも人質になっている最上委員長を取り戻さないと！　まだ試ためしたことは無いけど……やってみるわ！」

[image: ]

「やるって……何を？」

　怪け訝げんな顔をする名取に向かって、高尾はきっぱりと言った。

「名札召しよう喚かんよ！　私の能力は、こういう時のためにあるんだから！　最上君が、私の名前を身体のどこかに書いてあれば、ここに引き寄せることができるはずよ！」

　高尾は、両手を上空でミニメイドたちに手足を押さえこまれている健吾に向けた。

「我が名の記されしものは、我が手のもとに！　名札……召喚！」

　ブリッツは、細香たちが我に返ったのを見て、怪け訝げんな顔になった。

　──おかしい、王子が使っている感情増ぞう幅ふく器の効果が急に落ちたぞ？

　隣で、自己陶酔しきっている王子に視線を投げたブリッツは、あわてた。

「王子！　その音声入力式感情増幅器『ネゴシェーター・エクストラ』は、立て籠こもりの犯人を説得するために作られた特殊装備で、指向性です！　対象者を指差さねば、効果はありません！」

「え？　あ、ああそうか、忘れていた」

　王子がそう言って、握り締めていた右手を開いて、細香を指差そうとした、そのとき。

　ポーラルリッヒとブリッツの横で、ミニメイドたちに押さえ込まれていた健吾の身体が、突とつ然ぜん光りはじめた。

「な！　なんだ！」

「もしや……こいつも能力者か？」

　健吾の身体を素す早ばやくスキャンしたポーラルリッヒが、首を振ふった。

「キルリアン反応は出ていません。逆に……質量が減っています！」

「なんだと？」

　ホルディナンド王子とブリッツの見ている前で、健吾の体から発する光はどんどん強くなり、その体が光の中に溶とけ込むように消え始めた。

『消えるワカメー！』

『手ごたえが無くなっていくワカメー！』

　そのとき、ブリッツが、地表を指差して叫さけんだ。

「見ろ！　あそこに光が！」

　高尾が手を伸のばしている、その前の空間に、まぶしいほどの光が生じていた。

　その光は、みるみるうちに人の形を取り始めた。

　そして、空中に立っているブリッツとポーラルリッヒたちの前の光と、高尾の前の光が同時にすっと消えた。

　高尾の前にあった光の柱が消えた後には、呆ぼう然ぜんと目を見開いた健吾が立っていた。

「センパイ！」

　細香は目を見開いた。

「最上委員長！」

「良かった！　上手うまく行ったわ！」

　そう言って微笑ほほえんだ高尾は、気が抜けたように、その場にくたっと膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　健吾は我に返ると、膝をついた高尾に駆かけ寄った。

「うん、大丈夫、ちょっと疲つかれただけ……それよりも、細香ちゃんに命令を！　細香ちゃんの力でなければ、あいつらは倒たおせないわ！」

　そう言って微笑む高尾を見て、細香は気がついた。

　──そうだ、私は怪かい物ぶつなんかじゃない！　一人ぼっちじゃない！

　私の正体を知っても、私を嫌わないでくれる先輩たちがいる！

　あの王子の言葉なんか、信じちゃいけない！

　細香は、自分自身に言い聞かせるようにうなずくと、健吾に駆け寄った。

「私、がんばります！　命令して下さい！　センパイ！」

　その健けな気げな姿を見て健吾は思った。

　本当は、細香に戦わせるつもりは無かった。と、言うより、戦う姿を王子に見せたくは無かった。

　──あの王子は、細香の能力を欲しがっている。

　きっと細香の戦う姿を見たら、まるで子供がオモチャを欲しがるように、細香を欲しがるだろう。

　でも、あいつは細香が欲しいんじゃない。

　自分の思い通りに使える道具として、細香を欲しがっているだけなんだ。

　感情のある人間として、優やさしさゆえに抱かかえ込んだ不安に押しつぶされそうな、一人の女の子としての細香のことなんか、どうでもいいんだ！

　──だから……だから、絶対にあいつに細香は渡わたさない。渡してたまるもんか！

　健吾は、細香の目を見た。

　メガネの奥の細香の目が、健吾の目を真っ直すぐに見返していた。

　それは、まるで主人の命令を待つ子犬のような信しん頼らいの目だった。

　──応こたえられるのか？

　僕は、君の信頼に応えられるのか？　僕はそれほどまでに優すぐれた人間なのか？

　迷いは……ある。

　迷わない人間なんて……いない。

　でも……。

　今は迷っちゃいけない。迷うなんて贅ぜい沢たくな時間は僕には許されない！

　健吾は、大きく息を吸うと、胸を張って言った。

「よし！　戦うぞ！　細香！」

「はいっ！　グリュンヒルドさまっ！」

　細香がそう言ってうなずくのと同時に、前まえ髪がみが一筋、すうっと白くなった。

　上空では、ポーラルリッヒが目を見開いていた。

「ものすごいキルリアン反応です！　私の目に内蔵されているスカウターでは、もはや表示しきれません！」

　横に立って、細香を見下ろしていたホルディナンド王子が、頰ほおを紅潮させて、目を見開いていた。

「おお、すごい！　すごいぞ！　わかる！　余にもわかるぞ！　まさに炎ほのおのごときエネルギーの奔ほん流りゆうが！」

「喜んでいる場合ではありません、王子！　あのエネルギーは、我々に対する攻こう撃げきです！」

「なん……だと？」

　王子が目を見開くのと。

　細香が叫ぶのは同時だった。

「だーくねすぅぅ、そにっくぅぅううう！」

　叫びながら振ふった細香の両手から、黒いブーメランのようなものが二つ、王子たちを襲おそった。

「あぶないっ！」

　ブリッツとポーラルリッヒが、ガードするように両りよう腕うでを広げて王子の前に身を投げ出した。

　ガィン！

　金属音っぽい響ひびきの混じった衝しよう撃げき音おんとともに、空中に浮うかぶ三人を覆おおっていた半球状の空間が虹にじ色いろに輝かがやき、砕くだけ散った。

　ブリッツとポーラルリッヒは、足を開いて姿勢を低くして衝撃を受け止めたが、普ふ通つうに立っていた王子は、その余波を受けてひっくり返った。

「うひゃあ！」

　手に持っていたワイヤレスマイクを取り落としてしりもちをついた王子に、ポーラルリッヒが駆け寄った。

「ご主人様！」

　ブリッツは、地表から自分たちをにらみつけている細香を見てすばやく考えを巡めぐらした。

　──俺と、ポーラルリッヒ二人のシールドを重ねれば、あの衝撃波攻こう撃げきはなんとかなる。ポーラルリッヒの戦せん闘とう力は、今のレベルのサヤカと互ご角かくだ。

　だが、問題は王子だな。王子を抱えたまま戦闘に突とつ入にゆうするのは無理だ。

　一いつ瞬しゆんに考えをまとめたブリッツは、王子を助け起こしたポーラルリッヒに向かって低い声で命令を下した。

「引くぞ！　ご主人様をビークルの中にお連れしろ！」

「かしこまりました！」

　ポーラルリッヒはそう言うと、有う無むを言わさず王子をひっつかんで抱え込むと、そのまま空中に浮かんでいるビークルの中に駆かけこんだ。

　ブリッツは、細香と健吾を見下ろして、にやっと笑った。

「では諸君、また、お会いしよう」

「来なくていい！　あのアホ王子に、諦あきらめろと言っておけ！」

　健吾の言葉を聞いたブリッツは、ひょい、と肩かたをすくめると、ポーラルリッヒの後を追った。

　王子たちの姿が消えるのと、その場にパラボラアンテナを背負ったテレビ中ちゆう継けい車のような銀色のトラックと、折り畳たたんだアームを持つ高所作業車が走り込んで来るのは同時だった。

「やばい！　マスコミが嗅かぎつけてきた！」

「そりゃそうよ、人間がずっと空中に浮いていたんだもの、見た人がいれば通報するに決まってるわ！」

「どうします？　委員長！」

　健吾は素す早ばやく周囲を見回した。

「なにか、奴やつらの物的な証しよう拠こが残ってたら、えらいことになる！　妙みようなモノとか落として行ってないだろうな？」

　青葉が、声を上げた。

「あ、そういえば、細香ちゃんが、衝しよう撃げき波はを飛ばして、王子がひっくり返ったときに、あいつが持ってたカラオケのマイクがその辺に落っこちましたけど？」

「拾われたらヤバイ！　捜さがして持ってきてくれ！」

「わかりました！」

「あ、捜し物なら僕に任せて下さい！」

　明石がそう言って後を追った。

　王子が落とした金色のワイヤレスマイクはすぐに見つかった。

　それを受け取った健吾が、しげしげと見ながらつぶやいた。

「どう見ても、ただのカラオケのマイクだよな、これ？」

「でも、そいつで演説されると、なぜか感動しちゃうんですよね……」

「きっと、スーパーテクノロジーの産物なんだろう……後で、カミラ先生に渡わたしておこう」

　気がつくと、健吾が考えているその足元に、数匹ひきの猫ねこが集まっていた。

　──あれ？　この猫は……。

　健吾がそう考えるのと、猫が後ろ脚あしで立ち上がるのは同時だった。

『みゃーぐるー！』

　その声に返事をするように、テレビ中継車の中から声が聞こえた。

『いーぐるー！』

　細香と健吾は顔を見合わせた。

「あれって……もしかして……リトルグレイさん？」

「そうだよ！　あの車は、マスコミの中継車に見えるけど、違ちがうんだ！」

　中継車の中から、作業服を着た男たちが降りて来た。

　男たちは健吾たちに向かって軽くウィンクすると、その場に大きなサーチライトのようなものを設置し始めた。

　高所作業車は、空中に、ぐんぐんとアームを伸のばして行く。

　作業用の足場に乗った作業員が、足場の下に、薄うすい半はん透とう明めいのラップのような大きなスクリーンを広げると、ライトを設置していた男が、それにライトを向けた。

　中継車のエンジン音がひときわ高くなり、ライトが点灯した。

　次の瞬しゆん間かん。

　曇くもり空のど真ん中に、映し出されたのは。

『提供・上所温泉観光協会』という大きな赤い文字だった。

「なんだあれ？」

「文字が空中に浮うかんでる！」

　明石が叫さけんだ。

「あれは、小型の半導体レーザー投射機です！　レーザー光線によって、あのスクリーンに文字を投とう影えいしているんです！」

「しかし、なんで、あんな文字なんだ？　というか、どうして文字を空に投射しているんだろう？」

　名取が怪け訝げんな顔になる。

　そのとき、健吾は理解した。

「そうか！　わかったぞ！　宣伝だ！」

「宣伝？」

「そうさ！　宣伝の文字を空中に浮かべれば、それを見た人はどう思う？　空中に浮かんでいたあのアホ王子三人組を見て驚おどろいた人が、どう思うか？　ってことなんだ！」

　名取は目を見開いた。

「あ、そうか！　空中に人が浮かんでる！　って驚いた後で、そこに『提供・上所温泉観光協会』って文字が浮かんでいたら、浮かんでいた人間は、宣伝用の映像だと思いこむってわけか！」

　健吾はうなずいた。

「そう、人は理由のある光景に疑問を持たない。ならば、その光景に理由を付けてやればいいんだ！　黒人の執しつ事じや、プラチナブロンドのメイドさんや王子が空中に浮かんでいても、それに『提供・○○株式会社』ってテロップが入っていたら、誰だれも不思議に思わない。いや、不思議には思うかもしれないけど、不安には思わない！

　不安に思わなければ、常識は揺ゆるがない。サリアント条約に抵てい触しよくしないってわけさ」

「そうか、細香さんの戦いを、映画に仕立てあげた時と同じ手法ですね！」

　名取はそう言った後で、感心したように付け足した。

「よく、考えつきますよねこういうこと……」

「保護機構ってのは、何百年も前から僕たちの中に溶とけ込んでいるからね。人間の心理をどう操作するかに関しての専門家なんだと思うな」

　健吾がそう答えたとき、脳内にカミラ先生の言葉が響ひびいた。

『はい、ごくろうさまでした！　あとは、リトルグレイたちに任せて、その場を離はなれて下さい。ＣＭの撮さつ影えいがあったよ、程度のウワサで抑おさえ込めると思いますデスネ』

　健吾は、右みぎ腕うでの手首に向かって答えた。

「はい、わかりました。それと……カミラ先生にお願いがあります！」

『お願い？　ナンデスカ？』

「細香が空を飛べるような装備はありませんか？　あいつら、細香が飛べないということを、弱点だと信じています！　おそらく、もう一度空中から攻こう撃げきして来ると思います！」

『細香ちゃんは、重力コントロールできるくらいの能力はありますヨ？　健吾クンが、飛ぶイメージを与あたえる言葉で細香ちゃんに話しかければ、自力で飛べるようになりますケド？』

「ええ、それはわかっています！　細香の能力なら、それくらいは簡単です。でも、さっきのようなことがあれば、手も足も出ません。僕の言葉がなくても、飛べるような……飛んで逃にげることができるような装備が欲しいんです！」

　脳内のカミラ先生からは、ちょっと考え込んだような沈ちん黙もくが伝わって来た。

　やがて、返事があった。

『わかりました。重力コントロールデバイスをお渡ししますネ。明日あしたの昼休みに、保健室に来て下さい』

「お願いします！」

　通話を終えた健吾は、委員たちを見回して言った。

「さあ、あとはリトルグレイたちにまかせて、僕たちは細香を送って行こう！　気を抜ぬかずにな！」

「はい！」「了りよう解かい！」「任せて！」「わかりましたー！」

　防衛委員達は、口々に答えて歩き始めた。

　その真ん中で、細香はじっと考えていた。

　──センパイが人ひと質じちになっていたのに、私……手も足も出なかった。

　自分の力でなんとかしよう！　って自分に誓ちかったばかりなのに……。

　もっと勇気を出さなくちゃダメなんだ……。

　守ってもらうだけじゃダメなんだ……。

　センパイを守りたい！　この手で！

　細香は、小さな白い手をぎゅっと握にぎりしめた。
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　次の日の昼休み、いつものように電光石火で給食を食べ終えた健吾が、カミラ先生のところに行くために教室を出ようとしたとき。

　生徒会長の初恵が、立ちふさがった。

「ちょっと待ちなさい！　最上君！」

　初恵の口元には、給食のミートソースがついたままだ。きっと、健吾に負けないように急いで食べたに違ちがいない。

「会長……」

　健吾は、黙だまって自分の口元を指差して見せた。

「え？　な、何のこと？」

「ここんとこ、ソースがついてる……」

「え？　あ、うそ！」

　初恵はあわてて、ハンカチを取り出して、口元を拭ふいた。

　白いハンカチに、オレンジ色のミートソースがついてるのを見て、初恵の顔が真っ赤になった。

「お……教えてくれてありがと」

「いや、別に、お礼を言われるようなことじゃないから……じゃあこれで！」

　健吾は、さっと右手を上げ、その場から逃にげようとした。

　だが……回りこまれてしまった。

「ちょっと待ちなさい、どこに行くつもりなの？」

「どこって……その……保健室に……」

　健吾の答えを聞いて、初恵の右の眉まゆが、ぴくん！　と逆立った。

「保健室に何の用があるの？　あなたは防衛委員長であって、保健委員でもなんでもないわ、なのに、なぜ、そう、たびたび保健室に行かなくちゃならないわけ？」

「あ、いや、君が疑問に思うのももっともだけど、仕方ないんだ。カミラ先生に呼ばれているから……」

　健吾の答えを聞いて、初恵の左眉がさらに、ぴくん！　と逆立った。

「また……カミラ先生の名前が出て来たわね……この間から気になっていたんだけど、カミラ先生とあなたたちとはどういう関係があるわけ？　昨日の放課後、保健室から防衛委員たちがぞろぞろ出て来たって話を聞いたけど……」

　初恵は、目に疑いの色を浮うかべて言葉を続けた。

「何か、私たちに言えないようなことを、やっているんじゃないでしょうね？」

　健吾は、あわてて首を振ふった。

「いや、そんなことあるわけないじゃないか！　一体、何をするって言うんだい？　そもそもことの起こりは、二か月前の落らく雷らいで防衛委員が気絶してしまったことが原因なんだ。カミラ先生は、僕たちの健康を心配して、定期的に話を聞いているだけで……」

　健吾は初恵の追つい及きゆうをごまかすために、またもや立て板に水の勢いで言葉をまくし立てた。だが、その手はもう通用しなかった。

「ストップ！　話すのはやめて！」

　初恵は両手のひらを健吾に向けて、言葉をさえぎった。

「もうわかってるのよ！　あなたが、必要以上にゆっくり話すときと、ペラペラ話すときは、どっちも本当のことを言ってないってね。

　私は、あなたに普ふ通つうに話して欲しいのよ。つまり、本当のことをね！」

　健吾は言葉に詰つまった。

　──どうする？　どうすればいいんだ？

　このまま無視して保健室に行く、という手もあるが、そんなことをすれば初恵は保健室までついて来るだろう。

　ついて来たら、ついて来たで、カミラ先生には、なんとかする方法はあるんだろうけど、なるべくトラブルは避さけたい。

　かといって、下手な噓うそは見み抜ぬかれてしまうだろう。なんでか知らないが、こいつは僕のことをやけに詳くわしく観察しているみたいだし……。

　そのとき、健吾の脳内に何かがひらめいた。

　──そうか、別に、無理してウソをつくことは無いんだ。

　僕は本当のことを話せばいい。

　本当のことを話しても、こいつは信じない。

　絶対に頭から否定するだろう。否定された真実は、噓と同じだ。

　健吾は、にっこり笑って、初恵に向かって話し始めた。

「じゃあ、本当のことを言うよ。実を言うと、保健室にいるカミラ先生は宇宙人なんだ。カミラ先生だけじゃない。駐ちゆう在ざい所しよの大淀警部補も宇宙人でね。この上所温泉は、銀河系規模で有名で、地球人の振りをした宇宙人がいっぱい来ているんだ。

　なんで保健室に行くかというと、あそこに転送ゲートがあって、僕はそこから衛えい星せい軌き道どう上じようにある母船に転送されるんだよ。

　あ、そうそう、一年生の神通細香ちゃんは、二か月前にＵＦＯにはねられて死んじゃったんだ、宇宙人が蘇そ生せいさせてくれたんだけど。そのときの手て違ちがいでスーパーガールになっちゃって……」

　そこが初恵の我が慢まんの限界だった。

「ちょっと待ちなさいよ！　何よそれ！　カミラ先生が宇宙人？　上所温泉には宇宙人がいっぱい来る？　挙げ句の果てに、一年生の神通さんがＵＦＯにはねられてスーパーガールになっちゃった？　よくもまあ、そんなデタラメを次から次へと！」

「いや、デタラメでもなんでもないんだ、これが。僕は君に本当のことを言えと言われたから、本当のことを言っているだけだよ。僕がウソを言っているように見えるかい？」

　今度は、初恵が言葉に詰まる番だった。

　健吾の態度や口調は明らかに自然だった。今までの経験から見て、健吾はウソをついているようには見えなかった。

　──ってことは……どういうこと？

　初恵は混乱しそうになる意識を必死でまとめようとした。

　──えーと、最上君がウソをついていない、とすると、カミラ先生が宇宙人だとか、神通さんがスーパーガールだとか、それは本当のことになるわよね？

　でも、そんなことあるわけない。ということは、最上君の言っていることはウソだってことになっちゃう。

　でも、最上君はウソを言っているようには見えない。

　──え？　え？　どういうこと？　つじつまが合わないじゃない。

　そして、初恵はひとつの回答を引き出した。

　──そうか！　要するに、最上君は自分が言っていることを信じているってことだわ！　カミラ先生が宇宙人だ、とか神通さんがスーパーガールとか、それをウソだと思ってないのよ。本当のことだと思ってるから、あんなふうに実に自然に、話せるんだわ！

　初恵は、確信した。

　──つまり最上君は、完全に妄もう想そうの世界に行っちゃっている……脳のう髄ずいの深いところまで中二病に感かん染せんしているってことだわ。

「最上君、目を覚まして！　私たちは現実に生きているのよ？　そりゃあ、私たちの前には高校受験という大きな問題が立ちふさがっているわ。それから目を逸そらしたいのはよくわかる。私だって同じ立場なんだから！

　でも、そんな風に、空想……いえ、妄想のなかに閉じこもっていちゃだめ！　妄想はどこまで行っても妄想よ！　決して現実にはならないの！」

「あ、いや、これが現実なんだけど……」

「そう思い込んでいるだけよ！　人間は誰だれでも、自分を特別の存在だと思い込みたがるわ！　自分は選ばれた存在だ、自分は他人とは違ちがう、自分には何でもできる、そんな風に！

　でも、それは妄想よ！　そんな天才なんか、ほんの一ひと握にぎり。ほとんどの人間が普ふ通つうの人なのよ！

　だから、自分が天才な世界、普通の人とは違う特別な人間である世界を頭の中に作って、そこに閉じこもろうとするの！　それが中二病よ！」

「あ、いや、だから、別に特別な世界とかそんなんじゃなくて……」

　健吾は困ったように頭を搔かいたが、初恵は聞いていない。

「特別な存在で居られるのは、妄想の世界だけよ！　その妄想を現実に持ち出して来ちゃダメなの！　俺は特別なんだから、俺の言うことを聞け！　とか、俺は何でもできるんだから、俺を尊敬しろ！　とか言い出したら、もう終わりよ。ただの痛いヤツでは済まないわよ、わかる？」

「わかるよ、それくらい。僕は別にそんなことは言っていないわけで……」

「いつか本気出すとか、俺が本気を出せば世間の連中をあっと言わせることができるとか思ってるのかもしれないけど、そんなこといくら思っても、誰も尊敬してくれないのよ？

　人間は、出して見せた本気の分でしか評価されないの。いつか出す本気なんか、何の価値も無いの。そんなのゴミと一いつ緒しよなの、わかる？」

「わかってるけど……」

　健吾はそこで言葉を切ると、教室の中を見回した。

　男子の何人かが胸を押さえて、机の上に突つっ伏ぷしているのが見えた。

　どうやら、初恵と健吾の言い争いを聞いていたらしい。

　──流れ弾だまに当たったヤツが、何人もいるみたいだな。
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　健吾は小さく、ふう、とため息をつくと、初恵を見み据すえた。

　その真しん剣けんな目に、初恵はすこしたじろいだ。

「な、なによ……」

「僕の言うことを信じられないなら……僕と一いつ緒しよに保健室に来てくれないか？」

「え？」

　初恵は目を丸くした。

　──最上君と一緒に保健室に行くって……どういうこと？

　初恵の脳内に、保健室の光景が浮うかんだ。そしてその光景が次々に連想を生む。

　最上君が、私を保健室に誘さそった→保健室にはベッドがある→つまり、最上君が私をベッドに誘っている。

　そこまで考えた途と端たん、初恵の顔が、ぼん！　と爆ばく発はつしたように赤くなった。

　健吾は、そんな初恵の心理状態など気にも留めずに、もう一度聞いた。

「どうするの？　一緒に保健室に来るの？」

「い、行かないわよ！　なんで、私が行かなくちゃならないのよ！」

　思わず、反射的にそう答えてしまった後で、初恵は『あ……』という顔になったが、健吾はその表情に気がつかなかった。

「あ、そう、じゃあ仕方ないな。まあ、とにかく僕はカミラ先生に呼ばれているから、保健室に行かなくちゃならないんで……」

　健吾はそう言い残すと、教室を出て行った。

　その後ろ姿を見送った初恵は、おもわず自分の頭を両手で、ぽかぽか、と殴なぐりつけた。

　──なんてこと考えてるのよ！　私は！　もしかして……もしかして私って馬ば鹿か？




　保健室では、すでに細香が先に来ていた。

「遅おそくなりました。すみません。生徒会長につかまっちゃって……」

　健吾の言葉を聞いたカミラ先生は、小首を傾かしげて少し考え込んだ。

「フム……衣笠初恵さんデスカ。そういえば、彼女は防衛委員のことに関心がある……というか、防衛委員長である健吾クンに関心があるみたいですネ」

　カミラ先生の言葉を聞いた細香は、はっとしたように顔を上げた。

　──生徒会長さんが、センパイに関心があるの？

　うう、どうしよう、生徒会長さんって、すごいカッコイイ女の人だよ？　なんというか、大人の人って感じだもの……私なんか勝てっこない。

　細香の態度に気がつかぬまま、健吾は、ふう、とため息をつくと、やれやれ、という風に言った。

「僕に関心ですか……そんなに目の敵かたきにしなくてもいいのになあ。ホント、女の子って、嫌きらいなヤツを執しゆう念ねん深ぶかく追い回すんですよねえ……」

　健吾の言葉を聞いたカミラ先生は、驚おどろいたように目を見開き、肩かたをすくめた。

「健吾クンって、ホント。鈍どん感かんですねえ……」

「え？　鈍感って？」

「さあ？」

　顔を上げた健吾に向かって、カミラ先生は思わせぶりに、ふふふ、と小さく笑ったあとで、細香に向き直った。

「でも、細香ちゃんには、健吾クンの鈍感さが、嬉うれしいかな？」

「え？　ええっ？」

　カミラ先生は、真っ赤になった細香の頭を、ぽんぽん、と優やさしく叩たたいて言った。

「でも大だい丈じよう夫ぶ、自信を持ちなさい。細香ちゃんは、特別な女の子デスネ。これは能力の話ではありマセン。細香ちゃんの素質を言っています。いつも一いつ生しよう懸けん命めいで、人の心を思いやれる……人のために何かをしよう、何かをしてあげよう、と思うことができるというのは、立派な素質なのデスヨ」

　健吾は思わず心の中でうなずいていた。

　──カミラ先生の言うとおりだよな。

　最初は、気が弱い、引っ込み思案な女の子だと思ってたけど、そうじゃなかった。

　自己主張をしないというのと、意志が弱いというのは、一見すると同じように見えるけど、根っこのところで全然違ちがう。

　細香は口に出さないだけで、本当はすごく考えてる。

　相手の気持ちを先に考えているから、すぐに流されるように見えるけど、そうじゃない。

　もし、本当に、他人に流されるだけの意志の弱い女の子だったら、自分の上に振ふりかかった運命を呪のろって、すねて、自じ暴ぼう自じ棄きになってしまうだろう。

　でも細香は、この二か月の間、かんしゃくを起こしたり、すねたり、我がままを言って途と中ちゆうで投げ出したり、なんてことは一度も無かった。

　いつでも一生懸命で、僕の言うことを信じて、僕に従ってくれた。

　健吾の胸の中に、昨日、細香を見たときに湧わきあがったのと同じ感情がよみがえった。

　──応こたえられるのか？

　僕は、君の信しん頼らいに応えられるのか？　僕はそれほどまでに優すぐれた人間なのか？

　健吾は、その迷いを振り切るように首を振った。

　──僕は、そんな優れた人間じゃない……だから……。

　なろう……。

　ぼくは、そうなろう。

　君の信頼に応えることのできる人間に！

　僕ができることはそれだけだ。

　カミラ先生は、そんな健吾の胸の内を読んだかのように、にっこりと笑った。

「健吾クンも、特別な素質を持ってますネ。さあ、今日は細香ちゃんに空中戦を教えてあげる日デスネ。ベッドの上に上がって下さい」

　健吾と細香が、いつものように、上うわ履ばきを脱ぬいでベッドに上がると、カミラ先生がうなずいた。

　そして、三人はそのまま姿を消した。




　健吾と細香は、上所中学校の体操服のジャージに着き替がえて、広い円えん筒とう形けいの部屋の床ゆかに立ち、天てん井じようを見上げていた。

　天井の高さはどれくらいあるのだろう？　遠くかすんで見えない。

「すごく天井が高い部屋ですね」

　細香が、心細そうにつぶやいた。

「うん、カミラ先生が言っていたけど、今日は空を飛ぶ訓練だからね。天井が低いと思い切り飛べないだろう？　だから、こういう部屋を用意したんだと思うよ」

　細香は怯おびえたような表情で健吾を見上げた。

「私……飛べますよね？」

「うん、君の能力は無限大だ。昨日、カミラ先生も言っていたけど、君のエネルギーは重力をコントロールするくらい朝飯前のはずだよ。

　それに、能力の使い方がわからなくても、落ちないように重力コントロールデバイスを用意してくれるって言っていたからきっと大丈夫さ」

　健吾の言葉を聞いた細香の表情が、すっと明るくなった。

「そうですよね、うん、センパイに言われると、何だかそんな気がしてきました！」

　両手を握にぎった細香が、可愛かわいくガッツポーズを取ったとき、はるか上空から、カミラ先生の声が聞こえた。

「ハーイ、お待たせデスネ！」

　見上げると、カミラ先生が、その見事なブロンドの髪かみの毛をなびかせて、上空から降ってくるところだった。

「うわ！　先生が落ちてくる！」

「なんとかしないと！」

　驚き慌あわてる二人を見て、カミラ先生はにっこり笑った。

「大だい丈じよう夫ぶデスネー、心配しないでくださーい！」

　そう言うなり、カミラ先生は、空中でくるっと身体からだを起こして足を下にした。そしてそのまま、ブレーキを掛かけるように、空中でぐぐぐっ、と速度を落とした。

　白衣と、そしてタイトスカートがめくれあがり、パンストの奥にある黒い下着がちらっと見えた。

　あわてて視線を逸そらした健吾を見て、カミラ先生は急いでスカートのすそを押さえた。

「おっと、イケマセン。スカートだというのを忘れていマシタ」

　そのまますとん、と降り立ったカミラ先生は、スカートのすそを直すと、ちょっと赤い顔のまま健吾と細香に向き直って小さく咳せき払ばらいした。

「えーと、コホン。今のが重力コントロールですネ。上から自由落下で落ちてきても、重力コントロールを使えば、何の心配もなく、地面に降り立つことができます」

　そしてカミラ先生は、白衣のポケットから、何やら薄うすい板のようなものを二枚取り出した。

「えーと、これが重力コントロールデバイスです。両方の靴くつのかかとに一枚ずつ貼はって下さい。そうすると思念を取り入れて、自由に重力をコントロールしてくれます。万が一、気を失ったり、コントロールを失ったときでも、ちゃんとフェイルセーフ機能が働いて、地面に下ろしてくれます」

　カミラ先生からコントロールデバイスを受け取った細香は、それを履はいていた上履きのかかとに貼りつけて、履きなおした。

「はい、先生、貼りました……これからどうすればいいんですか？」

「貼っただけでは、作動しません、作動させるには、起動アクションが必要です。このアクションをすることで、細香ちゃんは自由に飛べるようになります。では、一いつ緒しよにやってみましょう」

　カミラ先生は、そう言うと、両手を握りしめて、両りよう腕うでの脇わきを上げた。

「このポーズで、つま先立ちをして、かかとを三回打ち合わせて下さい。それで空を飛べるようになりますデスネ」

「こうですか？」

　細香は、同じポーズでつま先で立つと、かかとを三回打ち合わせた。

「一、二、三！」

　次の瞬しゆん間かん。

　細香の身体が、ふわっと空中に浮うき上がった。

「きゃあ！　わ！　わ！　わ！　う、浮いてる！」

「はい、デバイスが起動しましたネ」

「すごい！　飛べる！　私……飛べるんだ！」

「そうデスヨ。ではここで、飛行戦せん闘とうの先生をお呼びしましょう」

「先生？」

「誰だれだろう？」

　細香と健吾が、お互たがいの顔を見合わせたとき、はるか高空から何か銀色の物体が突つっ込んできた。

「きゃ！」

「うわ！　なんだあれ？」

　見上げる二人の前に、ラグビーボールのような形をした銀色の球体が現れた。その球体は、信じられないような速度のまま、ぎゅん！　と鋭えい角かくに曲がり、まるでピンボールの中を行き来するボールのように、鋭角にカクカクと曲がりながら目の前までやってきて、健吾たちの前に、ふわん、と浮かんだ。

　大きさは、人間より、一回り大きいくらいだ。全体が銀色、というか鏡状になっていて、シミひとつない。

　健吾の前で浮かんでいたその球体はゆっくり地面に降り立った。

　そして、みょん！　という電子音とともに、左右に分かれて消えた。

　消えた後に、ツナギ姿の一人の若い女性が立っていた。

「よう、お二人さん、久しぶり。中学生になったら、最近買い物にきてくれねえよなあ」

　人の好よさそうな微笑ほほえみを浮かべて立っていたのは、上所温泉駅の近くにある、駄だ菓が子し屋や『信しん州しゆう堂どう』の主人、古ふる鷹たかレンリだった。

「レンリお姉さん！」

「レンリ姉ちゃん！」

　驚おどろく二人を見て、カミラ先生は笑いながらうなずいた。

「驚いたでショ。実は、信州堂の古鷹レンリは、私と同じ宇宙人なんですヨ。レンリは銀河系で最強と呼ばれる『メトセラ傭よう兵へい団』という傭兵部隊でバリバリ活かつ躍やくしていた、すごい人なんですヨ。退たい役えきしたときの階級は、准じゆん将しようデス」

「じゅんしょう？」

　怪け訝げんな顔をする細香に、健吾は小声で言った。

「軍隊には、そういう階級があるんだよ。ほら、少しよう佐さとか、大たい佐さとか、あるだろう？　准将ってのは、大佐の上。軍隊の階級で言えば、すごく偉えらい人なんだ」

「へえ、知らなかった……えらい人だったんだ！」

　レンリは笑いながらうなずいた。

「健吾の言っていることは間ま違ちがいじゃない。でも、階級ってのは軍隊の中での話だ。軍を退役して、あの信州堂の主人の席を手に入れた今は関係ない。アタシは、駄菓子屋のレンリねーちゃんさ。

　表で会ったら、間違っても『准将』なんて呼ぶんじゃないよ、いいね？」

「はい、わかりました！」

「了りよう解かいです！」

　細香と健吾の答えを聞いたレンリは、満足そうにうなずいた。

「よしよし、じゃあ、さっそく訓練をするとしようか。カミラ先生に頼たのまれてね、細香に機動戦闘訓練の基き礎そを教えてくれって頼まれたのさ」

　カミラ先生は、真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「自己流で身につけるのもいいですけど、時間が掛かかりますからね。やはり、その道のプロに教わった方がいいと思ったのデスヨ」

　レンリは、小さくうなずくと、細香に言った。

「訓練と言っても、時間があるわけじゃない。とりあえず基本飛行の訓練からはじめよう。身体からだと感覚で覚えた方が早いからな。よし、まずは思い切り遠くまで飛んでみよう。最大パワーだ」

「え？」

　細香は目を丸くした。

「そ、そんなこと言われても……」

「思い浮うかべるんだよ、細香。君の記き憶おくにある空を飛ぶものに、自分を置きかえるんだ。思った通りに飛べるってことは、そういうことだと思うんだ」

　健吾のアドバイスに、レンリも笑いながらうなずいた。

「そうそう、健吾の言うとおり。そのデバイスは思念コントロールだから、まず自分の中に空を飛ぶイメージを作らないといけないんだ。さあ、考えて飛んでみな」

「は、はい……」

　細香はそう答えたが、内心では途と方ほうに暮れていた。

　──自分でイメージを作りなさいって言われても……どんな風に飛んだらいいんだろう？

　飛行機とかが飛んでいるところを見たことはあるけど、人が空を飛ぶところなんか見たこと無い。

　そのとき、細香の脳内に、昨日健吾を拉ら致ちしたメイドたちが、ふわりと浮かび上がっていく光景がよみがえった。

　──私……あのとき、どうしていいかわからなかった。

　センパイがさらわれていくのを、黙って見ていることしかできなかった。

　もし、あのとき、私が飛べたら……。

　私はセンパイを守ることができた……。

　──飛びたい！

　飛んでみたい！

　心の底からそう願ったとき。

　細香の脳内にひとつのイメージが浮かんだ。

　──そうだ、あれならできるかな？　うん、やってみよう！

　細香は真上を見上げて、スーパーマンのように右手を握にぎって真上に突き出して、左手を胸のところで握りしめた。

「スーパーガール、エイトリアン、飛びます！」

　細香がそう宣言した、次の瞬しゆん間かん、ひゅん！　と目にも止まらぬ速さで、細香が目の前から消えた。

　ひゅう！

　レンリは、短く口笛を吹ふくと、にやっと笑った。

「見た目はおとなしいけど、中身は結構しっかりものと見えるね、あの子……じゃあ、アタシも追いかけるとするか……行ってくる！」

　レンリはそう言うと、腰こしに手を当てた。

　みょん！

　再び、鏡面体のラグビーボールに戻もどったレンリは、一気に舞まい上がると、そのまま細香の後を追いかけて行った。

「すげえ……もう見えなくなっちゃった」

　驚く健吾を見て、カミラ先生は笑って首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶデスヨ。この空間は中でつながっていますから、いくらでも飛べますネ」

「それなら安心ですけど……それよりも、今気がついたんですけど、細香が縦じゆう横おう無む尽じんに飛びまわったら、僕がついて行けませんよね？　何かあったら、どうやって指示を出せばいいんでしょう？」

　カミラ先生は、にっこり笑った。

「オヤオヤ、どうやら健吾クンも、空を飛んでみたくなったみたいデスネ？」

　カミラ先生にずばり、と言い当てられた健吾は、顔を赤くしてうなずいた。

「え？　あ、そんな……いや、正直言ってそのとおりです」

「その素す直なおなところがイイですね、健吾クンは。安いプライドを振りかざして、意地張って自分を強く見せようとしたり、自分を飾ろうとしたりしないところが、先生大好きデスネ。そう思って、健吾クンにも、重力コントロールデバイスを持ってきましたデスネ。これを装着しておけば、細香ちゃんの動きについて行けますネ」

　そう言って、カミラ先生が取り出したのは……。

　誰だれがどう見ても、浮うき輪。それも、幼よう稚ち園えんくらいの子供が乗って遊ぶような、真ん中にビニールが張ってあって、そこに両足を入れる穴が二つ開いたタイプの浮き輪だった。

「これで……どうしろって言うんですか！」

「あら、これはれっきとした、重力コントロールデバイスデスヨ？　初心者用なので、健吾クンでも安心デスネ。とにかく論より証しよう拠こ、乗って見てクダサイ」

「えー？」

　健吾は、しぶしぶ、その浮き輪の真ん中に両足を突つっ込んで、浮き輪を腰のところまで引き上げた。

　──これで、アヒルやハクチョウの首がついていたら、文句なしにイロモノ芸人だな。

「両側の腰のところに、ジョイスティックがありますネ。それを両手でコントロールして、空を飛びマス。これが本当の『浮き輪』なんちゃって……」

　カミラ先生はそう言った後で、真顔になって健吾に聞いた。

「……もしかして、ウケなかったデスカ？」

　健吾は、大きくため息をついた。

「先生、それってオヤジギャグですよ。女の人ならオバサンギャグですね」

　オバサン、と言われたカミラ先生は、ぎくっとなった。

「は、ははは、まあ、とにかく、飛んでみましょう。フェイルセーフ機能は付いていますから、墜つい落らくや衝しよう突とつの心配はありません。やってみてください」

「はあ……」

　健吾は半信半疑で、両側の小さなジョイスティックを、くい、と倒たおした。

　次の瞬間。

　ひゅん！

　健吾の身体からだは、ものすごい勢いで上空に舞い上がっていた。

「うわああああ！」

　思わず悲鳴を上げた健吾だったが、驚おどろきと恐きよう怖ふは、すぐに興味へと変わった。

　──このジョイスティックを前に倒すと、上下に動くのか……左右で横に平行移動……手前に引くと、下降……。

　じゃあ、ぐるっと回すとどうなるんだろう？

　健吾は、右のジョイスティックをぐるんと回した。

「うわあ」

　健吾の身体が、左側に側転するようにぐるりと一回転した。

　──これで、横一回転ってことは……もしかしたら左のジョイスティックで……。

　左のジョイスティックをぐるりと回すと、健吾はものの見事に前方に一回転した。

　──そうか、これを組み合わせれば、かなり高度な空中機動ができるぞ。思ったより頭を振られないところを見ると、ある程度慣性の中和もしてくれるみたいだ。

　これって、モロにゲームだよなあ。

　空中を、面おも白しろそうに飛びまわる健吾を見上げて、カミラ先生はうなずいた。

　──どんなものにも興味を持って、とりあえずやってみる。その結果を分ぶん析せきして、さらなる応用を見つけて行く……。

　言葉で言うのは簡単だけど、それができる人間は、そう多くないわ。

　そういう意味で……あなたも、特別の素質の持ち主なのよ、健吾クン。




　三時間の飛行訓練を終えるころには、細香はかなり自由自在に飛べるようになっていた。

　カミラ先生がやって見せたような、急降下からの急減速はもちろん、全速力で飛びながら、鋭えい角かくターンをしたり、静止状態から急加速したりという、いわゆるＵＦＯが飛ぶときの飛び方を、ほとんど身につけていた。

「よし、じゃあ、今日はこれまで。次は『飛びながら戦う方法』の訓練に入るぞ。細香はなかなか筋がいいな」

　戻って来たレンリが、笑いながらそう言うと、細香は、あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、そんな！　私なんか、ついて行くだけでも精いっぱいで……」

「ついて来れる、というだけでもたいしたものさ」

　カミラ先生が、うんうん、とうなずいた。

「細香ちゃんは、どんな時でも一いつ生しよう懸けん命めいデスネ。だから上達するのデスヨ。さて、そろそろ時間です。保健室に戻もどりますから、二人とも制服に着き替がえて下さい」

「はい！　わかりました！」

「ありがとうございました！」

　ぺこん、と一礼して、部屋を出て行く二人を見送った後で、レンリがつぶやいた。

「また、こんな風に訓練生を相手にする時が来るなんて思わなかったよ」

「悪いわね、無理を言って……」

　レンリは首を振ふった。

「いや、いきさつを聞いたら、手助けするのが筋かな、と思ったからな……何も知らない地球人の女の子が、いきなり、そんな立場にされちまったんだ。手助け無しじゃあ、とてもやってられないだろうし……アルマゲドン帝てい国こくがちょっかい出して来たとあっちゃあ、見過ごすわけにもいかねえしな」

「アルマゲドン帝国と言っても、あくまでも、あのアホ王子の個人的な目的みたいだけどね」

　そう言って肩かたをすくめたカミラ先生を見て、レンリは警告するように言った。

「いや、気をつけた方がいい。確かに、今は、アホ王子の個人的な趣しゆ味みというか、野望というか、妄もう想そうというかそのレベルで収まっているけどな。万が一にも細香の能力を手に入れたら、状じよう況きようが一気に変わりかねないぜ。

　アルマゲドン帝国の価値観ってのは『力こそがすべて』みたいな部分がある。

　今は、一いつ介かいの末まつ端たんのアホ王子だが、細香の能力を手に入れれば、どう転ぶかわかんねえ。力さえあれば、王位継けい承しよう権けんなんかどうにでもなっちまうのが、あの帝国の怖こわいところさ。

　ルールはある、だけど、ルールよりも力関係が優先されるんだ」

　カミラ先生は、ちょっと真しん剣けんな顔になってうなずいた。

「うん、その辺はよく知ってるわ……だから、力関係のつてを使って、あの王子を抑おさえ込むようにいろいろ働きかけているんだけど……帝国が大きすぎて、なかなか末端にまで通達が行かないみたい……通達が行けば、あのアホ王子もおとなしくなるんだろうけど……」

　カミラ先生は、ふう、と小さくため息をつくと、腕うで時計を見た。

「さてと、昼休みが終わる前に、保健室に戻らないと……今日はいろいろありがとう！」

「かまわねえよ、またいつでも呼んでくれ。事情を知った以上、力になるぜ」

　レンリはそう言うと、不器用にウィンクした。
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　放課後。

　健吾をはじめとする防衛委員たちが、一人、また一人と時間をずらして図書室の奥にある一角に集まりつつあった。

　そこは、図書委員たちが本の表紙に保護カバーを掛かけたり、背表紙が浮ういて来た本を補修したりするときに使われる作業スペースだった。一いつ般ぱんの生徒たちのいる閲えつ覧らん室からは本ほん棚だなで完全に隔かく離りされていて、見えないようになっている。

　古い本特有の、どこかかび臭くさいような匂においが漂ただよっているその一角は、本棚ひとつを隔へだてただけなのに、妙みように、しん、と静かだった。

「よく、こんなスペース見つけましたねえ」

　あたりを見回した名取が感心したように言うと、高尾は悪いた戯ずらっぽく笑った。

「図書委員長が貸してくれたのよ。彼女、ＢＬ本を図書室に置くかどうかで、生徒会長と揉もめてるのよ。だから、私たちの味方ってわけ」

「ＢＬ禁止ですか。お堅かたい生徒会長らしいなあ」

「あ、違ちがうの、ＢＬ本を入れるか入れないかで揉めてるわけじゃなくて、どの本を入れるかで揉めてるのよ。生徒会長と好みが合わないみたいでね……」

「そうだったのか……知らなかった。生徒会長の意外な面を知ったような気がする……」

　健吾は、苦笑いしながら肩かたをすくめた。

「考えてみれば、別にこそこそする必要も無いんだけどね……無用のトラブルは避さけた方がいいからさ……」

「確かに、生徒会長は、僕の……ひいては最上先せん輩ぱいの天敵でもあります。できることなら、顔を合わせたくありませんからね」

「そうなんだよ、なんで、あいつ、僕を目の敵かたきにしたがるんだろうなあ。ほっといて欲しいよなあ……」

　その言葉に、名取が意外だなあ、と言う顔で答えた。

「おや、先輩はご存じなかったんですか？　生徒会長の本心を」

「生徒会長の本心？」

　細香は、はっと顔を上げて、健吾と名取の顔を交こう互ごに見上げた。

　──生徒会長は、センパイのことが好きなのかもしれない……。

　それは、細香の胸の中にある、一番大きな心配ごとだった。

　──だって女の子って、相手のことを本当に嫌きらっていたら相手にしない……無視したり、逃にげるに決まってる。

　こっちから積極的に声を掛けたり、後を追いかけまわしたりしない。

　それは好きだからだ……相手に関心を持ってるから、もっと自分のことに関心を持って欲しいから、そんな態度に出るんだ。

　センパイはそのことに気が付いていない……気が付いて欲しくない……。

　細香は息を止めて、名取の言葉を待った。

「生徒会長の本心、それは……」

「それは？」

「それは、先輩の素す晴ばらしさを……」

　細香は自分の胸の鼓こ動どうが、どきん、どきん、と脈打つのを感じていた。

「ええ、生徒会長は、先輩の素晴らしさを、『中二病』というレッテルで封ふう殺さつしようとしているのです！　会長は我々の敵です！」

　名取は、憤ふん懣まんやるかたない、という表情で言葉を続けた。

「あの俗ぞく物ぶつは、二言目には『現実を見ろ』と迫せまります。お前が言っているのは夢物語だ。そんなことは現実にありっこない。もっと現実を見ろ！……と！

　でも、僕は思うんです。現実なんてものは、嫌でも目に入って来るんです！　いくら目を逸そらしたって……いえ、目をつぶっても耳をふさいでも、空気の中から僕を侵しん食しよくして来るんです！　僕が生きている、というこの現実から僕は逃げられない。

　ならば、なぜ、そんなものを、わざわざ正面から見続けなくちゃならないんですか？

　いいじゃないですか、よそ見したって。自分の足元だけを見ていなくたって！

　顔を上げて、地平線を見てもいい、夜空を見上げて銀河系を見てもいい、自分の中にある永遠の物語を見たっていいじゃないですか！

　なのに、あの生徒会長は眉まゆを吊つり上げ、それら一いつ切さいを否定して来ます！

　浮うわついた絵空事を考えるな、もっと地に足をつけて生きろ……と！

　確かにそうかもしれません。今日と同じ明日あした、明日と同じ明後日あさつて。変わり映ばえのない日常。それが現実の正体です。

　でも……だからこそ、僕は、現実を否定します！

　日々の蓄ちく積せき、毎日の積み重ね。それが大事だなんてことは、言われなくてもわかってます。でも僕は、それ以外の方法を信じたいのです！　僕だけの道、僕だけの方法、僕だけの未来！

　それを求めることが悪いことだと、僕は思いません！　違いますか？　先輩！」

　名取はいつにも増して真しん剣けんだった。

　健吾は、少し意外な気がした。

　──こいつ、こんな風に真ま面じ目めに考えているとは思わなかったな。

「なんか……お前、変わったな……以前は、もっと浮ついた、ミーハーっぽかったけど。結構しっかりとした、というか考え方に一本筋が通ってるような気がするぞ」

　名取はにっこり笑って、前まえ髪がみを搔かきあげた。

「それは当然です。僕はもはや、超ちよう能のう力りよくにあこがれる無力な中学生ではありません。私は超能力者そのものなのですから！」

　そう言い切って、名取は、はっはっはっはー、と高らかに笑い声を上げる。

「……前言撤てつ回かいさせてくれ」

　その笑い声に、健吾が疲れた表情を浮かべたその横で、細香は、

　──そっか……よかった。……って、なにが……？

　不可解な気持ちをちょっと残しつつも、ほっと胸をなでおろした。

　そのとき、本ほん棚だなの隙すき間まから畝傍が飛び込んできた。

「申し訳ありません、遅おそくなりました！」

　息を切らせて頭を下げる畝傍を見て、健吾は首を振ふった。

「気にしなくていいよ。逆に、バラバラに集まった方が、警けい戒かいされなくていいのさ」

　健吾はそう言うと、あらためて防衛委員たちを見まわした。

「さて、これで全員揃そろったな……今日、みんなに集まってもらったのは他ほかでもない、例のアホ王子に関することだ。

　昨日の襲しゆう撃げきは、なんとか撃げき退たいしたけど、あいつらがあきらめるわけがない。このままだと毎日毎日待ち伏ぶせされて、きっと同じことの繰くり返しになるだろう。

　カミラ先生が、いろいろ手をまわしてくれているみたいだけど、お役所仕事だから手続きとかに時間が掛かかっているみたいで、どうなるか先が見えない……」

　健吾はそこで言葉を切ると、手元にあった通学カバンを開けた。

「えーと、この中に作戦計画書があったはずなんだけど……」

　そう言ってカバンの中を探していた健吾の手に、何か円えん筒とう形の物が当たった。

　──あれ？　なんだこれ？

　取り出そうとした健吾は、その物体の正体に気がついた。

　──あ、いけね、昨日王子が落としたカラオケマイクみたいなヤツだ。確かあのとき、カエル執事が、立て籠こもりの犯人を説得するときに使うとかなんとか言っていたような気がする。カミラ先生に渡わたすの忘れていた……まあいいか、また後で渡せば。

　健吾は小さくうなずくと、マイクを元に戻もどして、さっき図書室のコピー機でコピーしたＡ４サイズのコピー用紙の束を隣となりにいる名取に渡した。

「こいつを配ってくれ。そこに、詳くわしい手順が書いてある……」

「これ、何ですか？」

　興きよう味み津しん々しんという目で見つめる青葉を見て、健吾は笑った。

「反はん撃げき作戦の計画書さ」

「反撃作戦？」

　その場にいた委員たちが、声をそろえて答えた。

「そう、正確に言うと、待ち伏せ作戦だけどね」

　健吾はそう言うと、コピー用紙を指差した。

「ここにも書いてあるけど、アホ王子たちは細香を狙ねらっていて、細香の弱点は飛べないことだと信じている。だから、そこを突つく。

　それに、昨日とその前の日の時のことを思い出したんだけど、奴やつらにも弱点がある。王子だ。あのメイドロボと執しつ事じは手ごわそうな相手だけど、王子は、なんというか……おぼっちゃまで、自分一人では何もできないような感じだった。

　だから、あの王子をとっ捕つかまえて、ごめんなさい、と言わせてしまえば、この件は解決すると思うんだ」

　計画書を読んでいた摩耶が、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「それでこの作戦ってわけですね」

「そうだ。まず、あのメイドロボと執事を王子から引き離はなす！　護衛を引き離せば王子は無力だ。防護シールドとかで保護されているかもしれないけど……」

　健吾の言葉のあとを、摩耶が継ついだ。

「……私のサイコハリセンと、青葉のロングランス・ナックルは届く……ってわけね」

「そのとおり」

　計画書を読んでいた春日が、にっこり笑った。

「責任重大やなあ……畝傍ちゃん、よろしくたのむでぇ」

「あ、はい、こちらこそ！　がんばります！」

　畝傍はそう言うと、真面目な表情でうなずいた。

「この作戦で一番重要なのは、やはり細香だ。奴らの目的は細香だから、囮おとりになれば、きっと本気で追いかけてくると思うんだ。

　メイドロボ自体の戦せん闘とう力もすごいらしいけど、特にあの分身メイドは、小さいくせに馬ば鹿か力ぢからを持ってるから、しがみつかれないように気をつけた方がいい」

「はい、わかりました！」

　真しん剣けんな表情で、細香がうなずく。

　作戦計画書を読んでいた名取が、顔を上げて健吾に聞いた。

「最上司令官。そういえば、あの分身ミニメイドは、なぜ『ワカメー』と叫さけぶんですか？」

「うん、どうやら、あの掛かけ声は、アルマゲドン帝てい国こくの風習で、あまり意味は無いみたいだな。

　ほら、日本でも戦国武将が出しゆつ陣じんするときに『えい、えい、おう！』みたいな掛け声をかけたり、重いものを持ちあげるときに『どっこいしょ』とか言うだろう？　あんなものらしい」

「なるほど。俺はてっきり、黒い粒つぶ々つぶがむくむく膨ふくれ上がるから、『ふえるワカメ』なのかと思ってた」

　青葉の言葉を聞いて、全員が笑った。

「それはいいな。よし、あのミニメイドのことは、ワカメイドと呼ぶことにしよう」

　健吾の提案を聞いた防衛委員たちが笑う中で、摩耶がぼやくようにつぶやいた。

「アホ王子とか、ワカメイド、とか……青葉は、ホントにヒドいあだ名をつける天才だな……」

「いやあ、それほどでもないよ」

「ホメてない」

　笑って後頭部を搔かく青葉に、摩耶が素す早ばやくツッコミを返した。

「それにしても……細香ちゃん、空飛べるようになったんやねえ……すごいなあ」

　ほわほわした口調で春日が羨うらやましそうに言うと、細香は赤くなった。

「あ、飛ぶといっても、カミラ先生からお借りした道具を使って、やっとなんとか飛べるようになっただけで、とてもレンリお姉さんのようには……」

「レンリお姉さん？」

「レンリって……誰だれだろ？」

　細香の言葉を聞いた、春日と高尾はお互たがいの顔を見合わせた。

　健吾は、一いつ瞬しゆん迷った。

　──どうしよう、駄だ菓が子し屋のレンリ姉ちゃんの正体を明かした方がいいだろうか？

　健吾は脳内で、黙だまっていた時と明かした時の、メリット・デメリットを素早く計算した。

　──黙っていても、あまりいいことは無さそうだな。カミラ先生とか大淀さんとかの正体を知っている以上、話しても構わないだろう。

　健吾は小さくうなずくと話し始めた。

「上所温泉駅の近くに『信州堂』って駄菓子屋さんがあるだろう？」

　健吾の言葉を聞いて、委員の何人かが目を見開いた。

「レンリお姉さんって、レンリねーちゃんのこと？」

「ええっ？　うそ！　レンリねーちゃんも宇宙人ってこと？」

　健吾はうなずいた。

「うん、実はそうだったんだ。レンリ姉ちゃんは、宇宙人で、それも傭よう兵へい部隊の偉えらい人だったらしいよ、細香の飛行訓練の教官をやってくれたんだ」

　防衛委員たちは、信じられない、という顔でお互いの顔を見合わせた。

「マジかよ……この上所地区には、いったい何人の宇宙人が暮らしてるんだろう？」

「さあ……でも、カミラ先生の口ぶりだと、十人、二十人じゃすまないみたいね」

「私たちが何気なく暮らしていたこの日常って、本当はめちゃくちゃいろんなことが裏で起きているんだって、やっとわかったような気がするわ……」

　健吾はうなずいた。

「その、代わり映ばえのしない日常にするために、リトルグレイのような人たちが日夜努力しているってわけなんだろうね……」

　明石が気がついたように聞いた。

「そういえば、この計画書にある、細香さんとメイドロボの空中戦ですが……これ、どうやってごまかすつもりですか？　女の子とメイドさんが、空狭せましと飛びまわって戦うなんて光景を見られたら、大おお騒さわぎになりますよ？」

「そこんとこは、僕も悩なやんだんだけどね。リトルグレイの人たちのバックアップがもらえることになっているから、安心してくれ」

　健吾はそう言って、自信たっぷりにうなずいたあとで、携けい帯たいの表示に目を落とした。

「さて、下校時間が近づいてきた。そろそろ準備に掛かかろう。今日は、これまでのようにはいかせない。あのアホ王子をとっ捕つかまえて、ぎゃふん、と言わせてやろうぜ」

「はい！」「わかりました！」「了りよう解かいです！」「やったるでー！」

　防衛委員会のメンバーは声を合わせて右手を上げた。




　白い自転車通学用のヘルメットをかぶり、銀色の通学用の自転車を押した細香が校門のところにやって来た頃ころには、校内放送で蛍ほたるの光ひかりが流れ始めていた。

　最後まで部室に残ってた生徒たちが、一いつ斉せいに下校を始める。

「じゃあねー！」

「またあしたー！」

「おつかれさまでしたー！」

「なあ、コンビニ寄っていかね？　今週のジャンプ、まだ読んでねえんだ」

「いいぜ、付き合う」

　口々にそんなことを言いながら校門を出ていく生徒たちにまぎれて、細香も校門を出た。

　隣となりに並んでいるのは、健吾と、そして明石、名取、高尾の四人である。

　他ほかのメンバーたちの姿は無い。

　校門を出た健吾たちは、そのまますぐに右に曲がった。

　それは、細香の家がある方向とは反対側である。

　校門の前から、県道に出る広い道を歩きながら、健吾が明石に聞いた。

「どうだ？　昨日のような不ふ審しんなものは浮うかんでいるか？」

　明石は、周囲の空をじっと見まわした後で、首を振ふった。

「いいえ、今日は見当たらないようです」

「そうか……昨日の口調から見て、あいつらがあきらめたとは思えないんだけどなあ……まあいいや、気をつけて周囲を見ていてくれ。奴やつらは防ぼう御ぎよシールドを張っているから、よく見ればわかると思う」

「はい、空気の屈くつ折せつに注意して見ておきます！」

　県道に出た五人は、そのまま県道を真っ直すぐ進み、例のカエル男事件のあったコンビニの前を通り過ぎて、田んぼの中を真っ直ぐ突つっ切るバイパスへと足をすすめた。

　このあたりまで来ると、あたりに人家はなく、まだ主要な道路と繫つながっていないバイパスには、通行する車もほとんど無い。

　一年で一番日が長い季節とはいえ、太陽はすっかり西に傾かたむき、うす曇ぐもりの雲の向こうがオレンジ色に染まり始めている。

　遠く、巣に帰るのだろう、二羽わのカラスが、よく通る声で、カア、カア、と鳴きながら飛んで行く。

　健吾は足を止めて細香に言った。

「よし、予定地点まで来たぞ。ここで奴らが仕し掛かけて来るのを待とう」

「来ますかね？」

　心配そうに聞く名取を見て、健吾は自信ありげにうなずいた。

「来るさ。昨日だって、周りに人家の少ない田んぼの中で仕掛けて来ただろう？　奴らもサリアント条約を真っ向から破るつもりはないんだ。なるべく人目につかないところで仕掛けようとするに決まってるんだ」

　──このあたりって、確か二か月前に、あの抱だき枕まくら男に声掛かけられて、必死に逃にげて来たあたりだわ。

　あたりを見回した細香が、そんなことを思い出していた、そのとき。

　健吾の手がぶ──ん、と震えて、カミラ先生の声が脳内に響いた。

『健吾クン、聞こえマスカ？』

　いつもと違って、脳内に響く声が、心なしか遠い。

「どうしたんですか？　何かあったんですか？」

『ゴメンナサイ、ちょっと遠くにいるのデスヨ。状じよう況きようはどうデス？』

「こちらは予定通りの位置で待ち伏ぶせです」

　カミラ先生の声は、ブレスレットを通じて防衛委員たちにも聞こえていた。

「アホ王子はまだ来てません！」

「今日こそ決着をつけてやります！」

「がんばったらあかんねんけど、がんばるー」

　口々に、返事を返す委員たちの脳内に、カミラ先生の弾はずんだ声が響いた。

『みんなの戦いぶりを見たかったデスネ。残念ながら、ちょーっとばかり地球から離れてマス。戻るのに三時間くらいかかるのデスヨ』

「総司令はどこにおられるのです？」

　名取が興味津しん々しんで聞いた。

『総司令？　私のことデスカ？』

「カミラ先生は最上司令官の上ですから、総司令でしょう」

『私は総司令デスカ。なんだか出世した感じデスネ、フフフフ』

　面おも白しろそうに笑った後で、カミラ先生は言葉を継ついだ。

『それはともかく。今私がいるのは保護機構の支部のある星系デス。へびつかい座アルファ星からホットラインでつないでマス。太陽系からは四十七光年の距離なので、すぐに戻るわけにはいかないのデス』

　──四十七光年だって？　すげえ遠い星系じゃないか！

　健吾は驚いた。

「なんでそんなところに？」

『アルマゲドン帝国のエライ人との話し合いデスネ。こういうのはやはり、最後は膝ひざ詰づめの直じか談だん判ぱんが有効でしたネ！』

「じゃあ、上手く行ったんですか？」

「外交官特権を剝はく奪だつとか？」

『いえ、さすがにそっちは保護機構でもどうにもなりマセンでしたネ。その代わりに、お金の流れを止めましたデスヨ』

「え？」

　健吾たちは、お互いの顔を見合わせた。

「お金の流れを止めたって……どういうことですか？」

『アルマゲドン帝国は、公務の仕事がない末席の王位継承者達にも、それなりのお金を毎月あげる制度になっていマス。一九九番目ともなれば、かなり少ないデスガ、それでも地球に来て好き勝手できるくらいのお金はもらえるのデスヨ。

　帝国の官かん僚りようの上の方に手を回して、そういう予算を仕分けしてもらったのデスヨ。要するに、お小こ遣づかいカットですネ』

「うわ、それは痛い」

「他ひ人と事ごとながら、胸が痛いわあ」

　金額はともあれ、親からお小遣いをもらっているという点では、健吾や細香たちも王子と同じである。

　高尾が心配そうに聞いた。

「でも、そんなので効果があるんですか？」

『即効性はありまセン。でも、王子もこれ以上のワガママを押し通せなくなるはずデス』

「つまり、今回ばかりは王子と一戦交えなきゃダメってことか」

「でも、次はありません！　一回勝てば……いえ、勝たなくても、引き分けでもいいってことです！」

　珍めずらしく気合いの入った細香の言葉を聞いて、カミラ先生は嬉うれしそうに答えた。

『その意気デス。では、私はこれから地球に戻りマス。皆さんも頑張ってくだサイ！』

「はい！」

　元気よく健吾たちが答えた、そのとき。カミラ先生との通話の間も、ずっと周囲を観察していた明石が後ろを指さして叫んだ。

「来ました！　あの車……周囲にシールドらしい屈折が見えます！」

　明石が指差した方向から、一台のワンボックスの軽自動車が走って来るのが見えた。

「あれ？　タクシーじゃないの？」

　高尾が怪け訝げんな顔で聞いた。

「タクシーだと、運転手にみられちゃうからね、さすがにまずいと判断したんだろうね……きっと、あれはレンタカーか何かじゃないのかな？」

　目を細めて軽自動車を見ていた明石が首を振った。

「よく見ると、あの軽自動車のシルエットにズレがあります！　あれは、ＵＦＯが偽ぎ装そうしているものと思われます！」

「なんだって？」

「空を飛ばずに来たってわけか？　何を考えてやがるんだ？」

「まあいい、とにかくカミラ先生に報告だ！」

　健吾がそう言って、自分の右手に向かって話し始めたその頃。

　軽のワンボックスの中では。

「発見しました！　サヤカです！」

「おお、間ま違ちがいない！　サヤカだ！　今日は、昨日より警護の数が少ないな……好都合だ！」

「しかし、王子、気を抜ぬいてはなりません。あのサヤカの放つ衝しよう撃げき波はは、このような安物のビークルのシールドなど一いち撃げきで破は壊かいしてしまいます！」

　運転席に座ってハンドルを握にぎっていたナンバが、ブリッツの言葉を聞いて文句を言った。

「安物のビークルで悪うござんしたね！　昨日、反重力プラットフォームのシールドに受けた一撃で、ジェネレーターに負ふ荷かが掛かかったんで飛べなくなっちまったんですから、仕方ないでしょうが！　修理代出してくれないと困りますからね！」

「ああ、本国から手当が振り込まれ次し第だい、すぐに支し払はらう。安心してくれ！」

「お願いしますよ？　このビークルは個人所有物なんですから！」

　そう言ってふんぞり返ったナンバの横で、ドミトリがぼやいた。

「何言ってまんねん。シンジケートの金で買うたビークルやおまへんか」

「船体はそうかもしれないけど部品交こう換かんや、点検や、メンテ費用は全部こっち持ちなんですから、こいつはもう私の私有物のようなものです！」

「そりゃあ、ねえ。シンジケートが無くなっちゃった今、返せと言って来るヤツもいないだろうしねえ。お前さんのもの、ってことなんだろうねえ」

　マイラがそう答えたとき、ポーラルリッヒが真しん剣けんな目で前を見み据すえた。

「キルリアン反応確かく認にん！　エネルギー値が上じよう昇しようしつつあります！」

「来たか！」

　ブリッツが顔を上げて前を見据えたとき、ナンバがブレーキを踏ふんだ。

「なんだ、なぜ止まる！」

「私らの仕事はここまでです。このまま進んだら、戦せん闘とうに巻き込まれますから」

「あ、いや、しかし……」

「首しゆ尾びよくサヤカちゃんの捕ほ獲かくに成功しましたら、お呼びください。すぐに駆かけつけますです」

　ブリッツは、何か言おうとした言葉を吞のみこんで、ポーラルリッヒと、ホルディナンド王子に向かって言った。

「ビークルは、ここまでです」

「なんだと？　余に歩け、と申すのか？」

　見るからに不ふ機き嫌げんそうな顔をするホルディナンド王子を見て、ブリッツは一礼した。

「では、私の肩かたにお乗りください……それほど離はなれているわけではありません……」

　ポーラルリッヒも、一礼した。

「それとも……私が、抱だっこして参りましょうか？」

　王子は、あわてて首を振ふった。

「いや、それなら歩くとしよう……戦いの前のウオーミングアップにちょうどいいだろう」

　停車した軽のワンボックスから降り立った三人は、先頭にブリッツ、王子を挟はさんでポーラルリッヒという順番で、百メートルほど離れた健吾たちに向かってバイパスの側道を歩き始めた。

　先頭を歩くブリッツの手には、アルマゲドン帝てい国こくの紋もん章しよう……爆ばく発はつする太陽をモチーフにしたマークが入っている小さな提ちよう灯ちんが提さげられている。

　この提灯が、アルマゲドン帝国の王族に所属するものの証あかしだった。

　公式の行事の際の提灯はもっと大きく、そして数が多い。

　アルマゲドン帝国の人間が、日本の秋田で行われる竿かん灯とう祭りの光景を見て『どんな大だい皇こう帝ていを祀まつった祭りなんだ？』と聞いたというのは、上所温泉に住んでいる異星人の間では有名な笑い話である。

　車から降りて、手に提灯を提げて、夕暮れの田んぼ道をてくてくと歩き始めた三人組を見て、高尾がつぶやくように言った。

「なんだか……お盆ぼんの迎むかえ火みたい……」

　だが、高尾のほのぼのしたつぶやきとは裏腹に、ホルディナンド王子たちは、リベンジに燃えていた。

「いいか、ポーラルリッヒ！　まずお前が突とつ撃げきして、あの中の誰だれでもいい、拉ら致ちして空中に舞まい上がるのだ！　昨日のような失敗を犯おかさぬように、次元転移制せい御ぎよスクリーンを用意した。これで覆おおってしまえば、物質転送はできない！

　そののちに、王子と私とでサヤカを説得し、強力なマインドコントロールで手なずける！　いいな？」

「かしこまりました」

　ポーラルリッヒは優ゆう雅がに一礼すると、両手からパラパラと、黒い粒つぶを地面に撒まき散らした。

　黒い粒は、むくむくと膨ふくれ上がり、ミニメイドに変身した。

「ワッカメー！」

　総勢八体のミニメイドが、箒ほうきやハタキや、フライ返しやおたまなどを掲かかげて、周波数の高い声で気勢を上げる中で、ポーラルリッヒが両手を広げて、ふわりと浮うきあがった。




「ワカメイドを出した！　来るぞ」

　王子たちの様子を監かん視ししていた名取が叫さけんだ。

「よし、細香！　行くぞ！　空中戦だ！」

「はいっ！」

　細香は自信満々で健吾の前に進み出ると、両手を握にぎりしめて脇わきを広げ、つま先立ちになり、スニーカーのかかとを三回打ち合わせた。

「一、二、三！」

　細香の身体からだの周りが、ポウッ、と明るくなって、身体が、すうっ、と浮きあがる。

「わあ、すごい！」

「浮いてる！」

　他ほかのメンバーが感かん嘆たんの声を上げる中、ほぼ真下から見上げることになってしまった健吾の目が吸いよせられたのは、細香の小さなまるいお尻しりのふくらみと、そこにプリントされたクマさんのイラストだった。

　──今日はクマ……って、そうじゃない！　見るんじゃない！

　健吾はあわてて目の前を手で覆って顔を逸そらしたが、その仕草は細香にしっかり見られていた。

　──え？　あ！　いけない！

「きゃあ！」

　細香は、かわいらしい悲鳴をあげ、制服のスカートのすそを押さえて、その場にすとん、と着地した。
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「見ないで下さい！」

「え？　あ、ああ、ごめん、見るつもりじゃなかったんだ。ただ、見上げたらそこに……」

　──君のぱんつがあった。

　なんてことが言えるわけがない。だが、ポーラルリッヒは、すごい速度で近づいてくる。

「細香！　飛んでくれ！　恥はずかしいかもしれないけど、君が飛ばないとあのメイドロボを倒たおせない！」

「あううう」

　細香は、耳の先まで真っ赤になったまま、スカートのすそを押さえて固まっていた。

　──どうしよう、飛ばなくちゃいけない！　でも……でも、恥ずかしい……そんなのできない！

　気がつくと、バイパスに車が停とまって、人々がこちらを見ていた。

　どうやら、空を飛んで来るポーラルリッヒとワカメイドを見つけたのだろう、指差している人間が何人もいる。

　──くそ！　野や次じ馬うまが出て来た！　早いところなんとかしないと！

　健吾が歯は嚙がみをしたそのとき、田んぼのあぜ道の中から猫ねこの声がした。

　みゃーぐるー！

　みゃーぐるー！

　みゃーぐるー！

　猫たちの声が聞こえたと思った次の瞬しゆん間かん、田んぼの奥にあるポンプ小屋の方から、いく筋ものレーザービームのような光の帯が空中に投射された。

　その光の帯は空中でぶつかり、そこに赤い文字となって浮かび上がった。

『空中投とう影えい広告試験中』

『株式会社・上所広告サービス』

『広告募ぼ集しゆう中ちゆう！』

　その文字は、空中を飛んで来るポーラルリッヒの周囲に投影されると、ポーラルリッヒを追つい尾びするように同じ速度で動き始めた。

　誰がどう見ても、それはテレビ画面のテロップにしか見えなかった。

　あっけにとられてその光景を見ていた健吾は、我に返った。

　ポーラルリッヒは、すぐそこまで来ていた。

「行け！　我が分身よ！」

　号令を受けたワカメイドが、一いつ斉せいに急降下して迫せまって来る。

　そのとき。

　ミャーグルー！

　走り寄って来た猫たちが、細香の乗って来た自転車に飛び付いた。

　三み毛け猫ねこがペダルを手で回し、白黒のブチ猫がハンドルをワカメイドの方向に向けた。

　サドルの上によじ登った茶トラが何やらグリップを操作すると、いきなりハンドルの真ん中に、透とう明めいのスクリーンのヘッドアップディスプレイが立ちあがった。そこには、飛んで来るワカメイドたちとともに、様々なデータが投影されていた。

　そして、ヘッドアップディスプレイの中に映ったいくつもの【　】のマーキングが、ワカメイドたちを個別に追尾した……と思った次の瞬間。

　ディスプレイの中に、「ロック・オン」の文字が瞬またたいた。

　茶トラ猫は自転車の右のグリップを、ぐい、と回して、そこに飛び出して来たセイフティカバーを、器用に爪つめの先で、ピンと外し、肉球でボタンを押した。

　カチッ！　という乾かわいた、かすかな音が響ひびいた……次の瞬間。

　自転車のメインフレームのパイプの左右が、ぱかっと開き、そこから三十センチくらいのミニミサイルが一斉に飛び出した。

　ばしゅうううううっ！

　白はく煙えんを引いて飛び出したミサイル群は、即そく座ざにターゲットを選せん択たくして、個別にワカメイドに向かって突とつ進しんした。

「ワッ！　ワカメー！」

　健吾たちに向かって突進していたワカメイドたちは、自分にむかって来るミサイルを見て、空中で急停止し、バラバラに方向を変えて逃にげ出した。

　だが、細香の自転車から発射されたミニミサイルも、ロック・オンしたそれぞれのワカメイドを追尾して、一斉に方向を変えた。

「来るなワカメー！」

「嫌いやだワカメー！」

「わーん！　ワカメー！」

　形勢は一気に逆転した。

　高尾が、健吾に駆かけ寄って叫さけんだ。

「細香ちゃんは私に任せて！　ちゃんと飛べるようにするから！」

「飛べるようにするって……？」

　怪け訝げんな顔をする健吾に、高尾はチョップを入れた。

「これだから男の子は鈍どん感かんだって言うのよ！　いいから任せなさい！」

　そう言うなり、高尾は両手を身体からだの前に差し出して叫んだ。

「名札……召しよう喚かん！」

　その声が終わるのと同時に、高尾の差し出した手の上にまばゆい光がさした。

　──いったい何を召喚したんだ？

　光が収まった高尾の手の上に載のっていたのは、青い生き地じに白い二本線の入った、三年生用の体操着のジャージだった。

　高尾はそれを持って、真っ赤な顔のまま固まっている細香に駆け寄った。

「細香ちゃん！　これはいて！　これなら空を飛んでも……その……見えないわ！」

　細香は目を見開いた。

「いいんですか？」

「うん、私のだからサイズがあわないかもしれないけど、これなら恥はずかしくないでしょう？」

　細香は、こくんとうなずいた。

「そうと決まったら、早く！」

　高尾はそう言うと、健吾たちに向かって怒ど鳴なった。

「あんたたちは、あっち向いてなさい！」

　細香は急いで高尾の体操着ジャージをはいた。背の小さな一年生の細香には一回り大きく、ぶかぶかだったが、なんとか腰こしのところまで引き上げて、足の先を出した。

「どう？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　健吾に声を掛かけられた細香は、こくん、とうなずくと、ふわっと空中に浮うかびあがって叫んだ。

「はいっ！　パンツじゃありませんから、恥ずかしくありません！」

「ようし、行け！　あのメイドロボをきりきり舞まいさせてやるんだ！」

「わかりました！　行きますっ！」

　細香は、そういうなり、ひゅん！　と速度を上げた。

　このとき、ミニミサイルに追つい尾びされていたワカメイドたちの半分は、ミサイルの爆ばく発はつに巻き込まれて、元のナノマシンに姿を変えていた。

　──くそ、あんな対空装備があるなんて話は聞いていなかった。破は壊かいされたミニメイドのナノマシンを再吸収して分ぶん離りするには時間がかかる！　こうなれば、残った四体で……。

　そう考えながら前を向いたポーラルリッヒは、驚おどろいたように目を見開いた。

　青いズボンをはいた細香が、空中を飛んで迫って来ていた。

　──サヤカが……飛んでいる？　まさか！　飛べないのではなかったの？

　そう思った次の瞬しゆん間かん、細香がポーラルリッヒのすぐ脇わきを猛もうスピードで通り過ぎた。

「!!」

　ドン！

　という衝しよう撃げき波はが、ポーラルリッヒの身体を襲おそった。

　衝撃波でバランスを崩くずしたポーラルリッヒは、体勢を立て直しながら歯は嚙がみをした。

　──くっ！　ソニックブーム！　あの距きよ離りの加速だけで音速を超こえたというのか！

　ポーラルリッヒは、通り過ぎた細香をきっとにらむと、その後を追った。

　ひゅん！

　一気に加速したポーラルリッヒの手の先に、白い筋のような雲が伸のびる。

「すげえ、メイドが、コントレール引いたぞ！」

　バイパスに車を止めている野や次じ馬うまたちの間から、感かん嘆たんの声が上がる。

　ポーラルリッヒはそのまま加速して、細香の真後ろについた。

　さらにそのすぐ後方に、四体のワカメイドたちが追尾している。

「ああ！　ダメだ、細香！　そのままだと包囲されて、ワカメイドに取りつかれるぞ！」

　健吾の声が聞こえたかのように、細香は急減速して、かくんと折れるように急降下に移った。

「うおっ！　すげえ！　女子中学生の木の葉落としだ！」

「ポストストールマニューバもできるのかよ、あのラジコン！」

　野次馬の間から声が上がるのも無理は無い。

　このとき空に投とう影えいされていた文字は、いつの間にか、

『多宮模型・ドールラジコン』

『アニメのあの子が空を飛ぶ！』

　と言う文字に変わっていた。

　そればかりではない。実際に、全長一メートルほどの、箒ほうきに乗った魔ま法ほう使つかいの女の子の模型や、巫み女こ装束を着た少女の模型、そしてパンツの形をしたオーニソプターなどが、あちこちを飛び始めていた。

　それらを操縦しているのは、ラジコンショップの店員に化けたリトルグレイたちだった。

　縦じゆう横おう無む尽じんに空を飛び回るポーラルリッヒと細香の姿に、合理的な説明をつけるには、空に投影された「提供」の文字だけでは無理だと判断した保護機構は、アニメやマンガのキャラの等身大の気球を作り、それに小さなプロペラをつけたラジコンを作って飛ばしたのだ。




　一方、ポーラルリッヒとすれ違いざまに上空に駆け昇のぼった細香は、昨日の訓練の時のレンリの言葉を思い返していた。

『いいかい？　大たい気き圏けん内の空中戦闘の場合は、まず高度をとることだ。重力コントロールデバイスは、引力とは無縁の機動ができる。だが、惑星の引力は空中に存在するすべての物に働いている。位置エネルギーを利用するのが賢かしこいパイロットだ』

　──位置エネルギーを利用する……つまり、急降下！

　細香は一気に駆け昇った上空で、くるりと方向を変え、真っ逆さまにダイビングした。

　すぐ後ろについていた四体のワカメイドは、追尾するタイミングを失ったのだろう、あわてて後を追うが、引き離されてしまっていた。

　細香の機動を見ていたポーラルリッヒは、細香の身体からキルリアン反応がほとんど出ていないことに気がついていた。

　──そうか、それで油断したのだな。サヤカは自分の能力で飛んでいるのではなく、重力コントロールデバイスで飛んでいる……おそらく性能は互ご角かく……ならば、数の多い方が有利！

「我が分身よ！　サヤカを逃がすな！　追撃せよ！」

　ポーラルリッヒはそう命じると、スカートの中から銀色に光るフェイザー機き関かん銃じゆうを取り出した。

　急降下する細香の鼻先を、光こう弾だんがいく筋も流れた。

「な、なに？　きゃあ！　撃うたれてる！　撃たれてるよぉ！」

　細香の脳のう裏りに、再びレンリの言葉がよみがえった。

『空中戦になったら、直線飛行は厳禁だ。三秒以上真っ直すぐ飛んだら、命が無いと肝きもに銘めいじな！　軌道を常に変え、モーメントを与え続けるんだ！　相手に進路を読まれないようにするんだ！』

　──軌道を変える……こんな風に！

　細香は身体をひねって、急降下しながら不規則なスパイラルを描いた。

　ポーラルリッヒの撃ったフェイザー機関銃の光弾はすべて空むなしく逸それていく。

「これだけ撃って一発も当たりませんか。なかなかやりますね、サヤカ……ですが、ご主人様のためにも、そのくらいは出来て当然です」

　ポーラルリッヒはフェイザー機関銃をスカートの中に格納すると、ぐん！　と速度を上げた。

　軌道を変え続けることで、細香は機関銃の光弾から逃れていたものの、そのせいで速度が落ち、すぐ後ろまでワカメイドたちに迫せまられていた。

　ポーラルリッヒと細香の空中戦を見て驚いていたのは野次馬ばかりではない。

　ホルディナンド王子とブリッツもまた、呆ぼう然ぜんと空を見上げていた。

「サヤカは、空を飛べないのではなかったのか？」

「はっ、どうやら、保護機構が彼女に重力コントロールデバイスを渡わたしたようです。あの下半身を覆おおっている青い衣服が、おそらくそれでしょう。その証拠に、あれはあまりにも似合いません。違和感ありまくりです！」

「くそ！　余計なことを……」

　ホルディナンド王子は悪態をつくと空を見上げた。

　だが、目の前で繰くり広げられる、細香とポーラルリッヒの空中戦を見ているうちに、その目は再びキラキラと輝かがやき始めた。

「……美しい。あれこそが空駆かける戦いくさ女め神がみ！　あれほどの能力を持った女の子を我がものにできれば、余の栄達は計りしれない！

　ブリッツ！　なんとかしろ！　なんとしてでも、サヤカを余の前に連れて来るのだ！」

「かしこまりました」

　ブリッツは一礼するとポーラルリッヒを見上げ、マスクに内蔵されている通信システムで呼びかけた。

「聞こえるか？　サヤカの下半身を覆っている青い衣服。それがおそらく重力コントロールデバイスだ！　それを失えば、サヤカは飛べなくなる！」

　ポーラルリッヒはうなずいた。

「了解！　では、まず重力コントロールデバイスを除装し、サヤカの捕ほ獲かくに入ります！」

　ブリッツと会話を終えたポーラルリッヒは、細香を追尾しているワカメイドに向かって叫んだ。

「我が分身よ！　サヤカの足に取りつけ！　その青い服こそが、サヤカの弱点なり！」

　ワカメイドたちは、奮い立った。

『わかったワカメー！』

『脱ぬがすワカメー！』

　口々にそう叫ぶと、細香の足にしがみつこうとする。

「きゃあ！　来ないで！」

　細香は足をバタバタさせて、ワカメイドたちを追い払おうとするが、ワカメイドたちは、身体が小さいので、その足を避けながら、まとわりつこうとする。

　──どうしよう？　どうすればいい？

　細香は悩んだ。速度が速すぎ、展開が急すぎるため健吾からのアドバイスを聞いて行動する時間的な余裕がない。

　自分で判断しようにも、細香がレンリから受けた訓練は空の飛び方だけだ。戦闘プログラムを組み込んだポーラルリッヒの動きに翻ほん弄ろうされてしまう。

　そもそも、細香は武器を持っていない。出来るのは体当たりくらいだが、うかつに近寄ればワカメイドにとりつかれて捕つかまってしまう。

　──センパイの作戦だと、とにかく引きつけて時間を稼かせげ、ってことだったけど……なんか高度を落としすぎちゃったかもしれない……どうしよう？

　細香の目の下を、山の木々が飛び過ぎて行く。

　同じ速度でも、地面が近いと高空を飛ぶよりもずっと怖い。見通しも悪くなるので、障害物があれば回避できずに即、激突して地面にたたきつけられる危険もある。

　ついつい速度が落ちる細香の背後から、二体ずつチームを組んで上下四体で包囲するように飛ぶワカメイドが、じりじりと距離を詰つめてくる。

　そして、ついにワカメイドたちが細香の足に取り付いた。

　飛び続け、逃げ回り続けた細香だったが、ふっと気が緩ゆるんだそのときを、ワカメイドたちは見み逃のがさなかったのだ。

『捕まえたワカメー！』『離さないぞワカメー！』『じたばたするなワカメー！』

　ワカメイドたちは、細香のはいているジャージの裾すそをつかんで引っ張った。

「きゃあ！　ひ、ひっぱらないでー！」

[image: ]

　細香は必死にジャージを押さえるが、ジャージはじりじりと伸びていく。

「ダメ！　やめて！　これは借り物なの！　破くわけにはいかないのよ！」

　細香の声を聞いたポーラルリッヒは、うなずいた。

「やはりそうか！　保護機構からの借り物というわけだな！」

「違います！　先輩からの借り物です！」

　空中を飛びながら、細香はじたばたと暴れるが、ワカメイドたちは、ここぞとばかりに踏ん張る。

　ミリミリという音を立てて伸びていくジャージを見て、細香は悲鳴を上げた。

「や、破けるぅ！　ダメぇ！」

　だが、ワカメイドは容よう赦しやしない。

　──高尾先輩のジャージを破くわけには行かない！　そんなことできない！

　細香は、ついにあきらめて、押さえていた手の力を抜いた。

　すぽん！　とジャージが脱げて、引っ張っていたワカメイドが、後ろにひっくり返る。

『わきゃ！』

『脱げたぞワカメ！』

「よし！　よくやった！　これでサヤカは空を飛べなくなったはずだ！」

　ポーラルリッヒは目を輝かせて細香を見上げた。

　だが、細香は空中に浮かんだままだった。

「なにぃ？」

　細香は涙なみだ目めでポーラルリッヒをにらみつけると、ぐん！　と加速して急降下した。

　ジャージがなくなったことで空気抵抗が減り、細香の機動性がアップしたのだ。

「ええい！　追え！　追うのだ！」

　ワカメイドたちは、細香から脱がせたジャージを投げ捨てると、追跡を再開した。

　木々を避けて細かく上下に飛ぶ細香の軌き跡せきをぴったりトレースするように、真後ろを飛ぶワカメイドを見たとき、細香の脳のう裏りに、あることがひらめいた。

　──そうだ！　ぶつけちゃえばいいんだ！　私と同じ飛び方をするってことは、私が何かをギリギリかすめて飛べば、下の二体は突っ込むかもしれない！

　細香はあたりを見まわした。

　目の前に、灰色のコンクリートの壁が見えた。

　それは、上所地区を流れる川の上流に作られた砂防ダムだった。

　──あれだ！　あれのギリギリをかすめて飛べば！

　細香は、覚悟を決めたように小さくうなずくと、四体のワカメイドを後ろに引き連れたまま、ぐん！　と加速して、そのまま高度を下げた。

　──こうなれば、レンリさんが教えてくれた、急制動と鋭えい角かくターンで振り切るしかない！

　慣性を相そう殺さいしきれなくて、身体に負担がかかるから多用するな、最後の手段だと思え、ってレンリさんは言っていたけど、今がその最後の時よ！

『逃がさないワカメー！』

『往おう生じよう際ぎわが悪いワカメー！』

　細香は、砂防ダムのコンクリートの手前で、思い切り急制動を掛けた。

　高速で飛んでいた慣性を、いきなりゼロにしたのだ。中和化しきれなかった運動エネルギーが、細香の身体を押しつぶそうとする。

　慣性中和化フィールドに負ふ荷かがかかり、身体全体が薄緑色に光る。

　細香の身体の中で、骨がめきめきという音を立て、肺の中の空気が押し出されていく。

「くっ！」

　──負けられない！　私は、負けちゃいけないんだ！

　細香は、奥歯をかみ締めて、その圧力に耐たえた。

　身体に掛かっていた慣性が、ふっと楽になった。

　──今よ！

　減速に成功した細香は、身体をひねると、一気に急上昇に移った。

　それは、いわば逆木の葉落としとでもいうべきテクニックだった。

『ワッカメー!!』

『わきゃあ！』

　細香のすぐ後ろを追いかけていた四体のワカメイドのうち、二体が減速しきれずに、そのまま砂防ダムのコンクリートに衝しよう突とつし、文字通り粉々になって消滅した。

「ちっ！　小こ癪しやくな真似を！　逃がすか！　追え！」

　ポーラルリッヒは小さく舌打ちすると、残り二体のワカメイドと共に細香の後を追った。

　その頃、地上に残っていたブリッツは、上空を飛びまわるポーラルリッヒと細香を見て考えていた。

　──ポーラルリッヒが苦戦しているようだな……仕方ない。援護してやるか……。

　ブリッツは視線を目の前にいる健吾たちに移した。

「王子、私はこれより地上戦を展開します。危険ですので、前に出ないでください」

「地上戦？　何をするつもりだ？」

「なに、人ひと質じちを一人取るだけのことです。こちらに人質がいれば、サヤカも言うことを聞くでしょう」

　王子は、うなずいた。

「うむ、そうだな、やれ！」

「かしこまりました」

　ブリッツは一礼しながら、考えた。

　──そうは言ったものの、さっきのミニミサイルといい、あいつらもまた、ただの原住民じゃ無さそうだ。こいつはどうやら一ひと筋すじ縄なわでは行かないみたいだな。

　ブリッツは小さく体をゆすると、蝶ちようネクタイを緩ゆるめ、着ていたタキシードのボタンに手をかけ、ふっ、と自じ嘲ちようするように笑った。

「しょせんは……血ぬられた道か……」

　──アルマゲドン帝てい国こく、水シユ陸ビ両ム用リ騎ツ士タ団ー第十三師団第一大隊……通つう称しようレッドフィン。俺の人生は、結局あそこにしかないってことか。

　あの部隊の記き憶おくから、俺が自由になる時は無い……忘れたつもりでも、戦いは常に俺の匂においを嗅かぎつけて、俺の後を付きまとう……。

　ブリッツは健吾に向かってゆっくり歩きながら、タキシードの前ボタンを外して、左右に開いた。

　ブン……！

　タキシードが青く光るのと同時に、その内側に凶きよう悪あくなシルエットを持つ、何十丁という銃じゆう器きが出現した。

「転送完かん了りよう……では、始めるとするか！」

　ブリッツはそうつぶやくと、タキシードの内側から自動小銃のような形をした武器を取り外し、それを構えてその場にしゃがみこみ、そして両足でジャンプし始めた。

　一回の跳ちよう躍やくで、軽く五メートルは飛ぶ、まさしくカエル飛びである。

「来ました！　カエル執しつ事じです！」

「銃を持ってる！　気をつけろ！　ショックシールドを確かく認にんしろ！」

　健吾の言葉が終わらないうちに、ブリッツが銃を構えて引き金を引いた。

　だが、光線銃の一種なのだろう、発射音はしなかった。

　その代わり健吾たちの全面に、緑色の光が半球状に閃ひらめいた。

　ブリッツは表情も変えずに武器を取り替かえた。

「今のはシールドの確認だ！　気をつけろ！」

　健吾の声が届いたのだろう、ブリッツはにやっと笑うと、再びジャンプした。

　健吾たちから数十メートルの距離に着地したブリッツは、勝ち誇ほこったような微笑ほほえみを浮うかべて銃を構え……。

　そして、そのまま、その場にへたりこんだ。

　──な、なんだ、これは……この脱だつ力りよ感くかん……まるで、眠ねむりに落ちる寸前の、あの心ここ地ちよさ……ガスか？　いや、違ちがう。対化学兵器用の血清を打ってある俺には、一いつ切さいの化学物質は効果がないはずだ。

　では、なんだ、この……この……日当たりの良い、ぬるま湯の池に半分浸つかって、水面に目だけ出して、ぼーっとしているときのような快感は……。

　だめだ！　俺には任務が……王子を守るという任務が……ぐー。

　ブリッツはそのまま、目を閉じて動かなくなった。

　規則正しい呼吸音が聞こえて来る。

　健吾は、おもわず右手の拳こぶしを、左手の手のひらに打ち合わせて叫さけんだ。

「やったぞ！　カエル執事を無力化した！」

　そのとき、ブリッツの向こうから、畝傍のとがめるような声が聞こえた。

「ダメですよ、先輩！　大声出しちゃ！　起きちゃいます！」

「そうやでー、ねかさんとあかんねんでー」

　春日の、ぼーっとした声も聞こえた。

「えーと、もう姿を見せても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん、大丈夫だと思う」

　健吾の声を聞いたのだろう、ぽん！　という感じで、その場に春日と畝傍、そして青葉と摩耶の四人が現れた。

　畝傍は、ふう、と大きくため息をついて言った。

「うわあ、ドキドキしましたよ！　春日さんの目の前にこの人が来たときは、もう絶対バレる！　って思いましたもん！」

「でも、うちが、いっしょうけんめい力ぬいたんやで～。そしたら、このおっさん見事にひっかかりよったねん」

　健吾はにっこり笑った。

「畝傍さんと春日さんの、イリュージョンステルス地じ雷らい作戦は大成功だな！」

「あらかじめ春日さんを配置して、畝傍さんの能力でそれを見えなくしておいて、敵を誘さそい込む……見えない春日さんに敵が近づけば、一気に脱だつ力りよくして戦せん闘とう不能……どんぴしゃりでしたね！」

　名取が嬉うれしそうに答えた。

　健吾は寝ねているブリッツの脇わきに立っている春日と、畝傍に向かって言った。

「君たちはそこで待機して、ブリッツが目を覚まさないように抑おさえ込んでおいてくれ。僕たちは、あの王子様に話がある」

「わかりました！」

　健吾は小さくうなずくと、王子の方を向いた。

「さて、残りはあと一人……」

「ひぃ！」

　健吾と視線を合わせた王子は、その場にへたりこんだ。

「な、何をするつもりだ！　余は、貴様らのような野や蛮ばん人と違って、高貴な血筋の持ち主だぞ！　そ、それに、余は外交官特権で守られている！　貴様らに手は出せん！」

「残念なことに、僕たちは銀河文明とは無む縁えんな野蛮人でしてね。外交官特権も何も通用しないんですよ。どことも条約を結んでいないし、統一された政府も無いんです。

　いわば、野生の生き物みたいなものでしてね……猛もう獣じゆうにルールを説いても無む駄だなんですよ」

　健吾はそう言うと、王子に一歩近づいた。

「ひい！　た、助けてくれ！」

　王子はそう叫ぶと、左手の手首についていたリングを右手で握にぎりしめた。

　みよん！

　電子音とともに、王子の周囲が半透明の真しん珠じゆ色のカプセルのようなもので覆おおわれた。

「あ！　くそ！」

　健吾たちは、そのカプセルに駆かけ寄った。

　手を伸のばして触ふれようとしたが、まるで磁石のＮ極どうしを近づけたような力が働いて、触れることができない。

　健吾たちが手も足も出ないということがわかったのだろう、中から精いっぱい虚きよ勢せいをかき集めたような王子の声が聞こえた。

『ふははは！　どうだ、手も足も出ないだろう！　これこそ我がアルマゲドン帝てい国こくの王族だけに与あたえられている究極の救命具、セーフボールだ！　このボールはたとえ宇宙空間に放ほうり出され、恒こう星せいに引き込まれても、無事に生せい還かんできるだけの能力を持っているのだ！

　貴様らのような蛮ばん族ぞくには、どんな方法をもってしても、余に傷ひとつ与えることはできん！　さあ、降参するがいい！　参りましたと言え！　さすれば、王の慈じ悲ひをもって、貴様らの罪を減じてやろう！』

　王子のあまりに身勝手な言葉を聞いた青葉が、むかついたように言った。

「こいつ、馬ば鹿かじゃねえの？　なんで、こっちが降参しなきゃならねえんだよ！」

『何を言う！　この余に、手も足も出ないお前らが降参するに決まっているではないか！　この野蛮人どもめ！』

「あ、むかついた……」

　青葉はそう言うと、球体の中に向かって拳を突つき出した。

　しかしその攻こう撃げきは、王子には届かなかった。

『ん？　何かしたのかな？　言っておくが、次元転移シールドが張られているからな。空間転移能力をもってしても、この余には指一本触れられぬぞ！』

「くそっ！」

　青葉が忌いま々いましげに球体に向かって拳を振ふり上げるが、王子の言葉通り、それは何の効果も見せなかった。

「どいて、私がやってみる……」

　摩耶が進み出た。

　球体の前に立った摩耶は、右手を振り上げると思い切り振った。

「いいかげんに、し、な、さーい！」

　だが、そのサイコハリセンも効果は無かった。

『わははは、無む駄だ無駄ァ！　アルマゲドン帝国の科学力は、銀河一ィ！』

　球体の中から、王子の調子づいた声が聞こえて来る。

　健吾は考え込んだ。

　──どうする？　メイドと追いかけごっこやってる細香も、そう長くは無理だ。あそこで眠ねむり込んでいるカエル執しつ事じだって、長くは持たない。

　せっかくここまで追い込んだのに、決定打が無いなんて！

　健吾は、目の前にある、真珠のように輝かがやく球体を見つめた。

　──こいつの中は、完全に遮しや断だんされている。光線も物理攻撃も、精神攻撃もこの中には届かない。何か届くものがあれば、それでこの中にいるヒキコモリ王子に、ダメージを与えることができるはずだ。

　届くもの……何かないか？　何か……。

　球体の中から、王子の小こ馬ば鹿かにした声が聞こえた。

『ん？　静かになったな？　どうした？　もう降参か？　余の下もとにひざまずき、余に忠誠を誓ちかうなら、下げ僕ぼくの見習いくらいには取り立ててやってもいいぞ？

　あのサヤカを手に入れれば、余は恐きよう怖ふの大王としてこの銀河に君臨することができるのだ。

　この宇宙に輝く星々に住まう人々が、余を恐怖と畏い敬けいのまなざしで見るに違ちがいない！

　そして余は、この宇宙に永遠に語り継つがれるのだ！』

　──うわ、ひどい中二病だ。

　まるで、三年前の僕を見るようで、聞いてられないや。

　そう考えたとき、健吾の脳内で何かが光った。

　──聞いてられない……聞く……言葉……。

　そうだ！

　音だ！　声だ！　声はこの球体の中に届く！　声なら王子にダメージを与えるんだ！

　そういえば……。

　健吾は、がばっと顔を上げると、細香の自転車に向かって走った。

　そして自転車の前かごに入れてあった自分の通学カバンを取り上げると、その中をまさぐった。

　確か、この中に……あった！

　健吾は、カバンの中にあった金色のワイヤレスマイクを取り上げて、高々と掲かかげた。

　──こいつだ！　こいつで、王子を説得してやる！　後こう悔かいの涙なみだを流させてやる！

　健吾はそのマイクを持って、球体の横に駆け寄った。

　そして、話をしようとして、はた、と気がついた。

　──そうだ！　僕なんかより、強いヤツがいるじゃないか！

　中二病の天敵が……。

　健吾は胸ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出すと、電話帳を呼び出して、相手の電話番号にカーソルを合わせて通話ボタンを押した。

　呼び出し音の向こうにいる相手を思い浮うかべながら、健吾は思わずため息をついた。

　──ちゃんと話を聞いてくれればいいんだけど。




　その頃ころ、上所中学校の生徒会長である衣笠初恵は、家に帰りついて、制服から部屋着に着き替がえ終わったところだった。

　机の上に置いてあった携帯電話が着メロを奏かなでるのを聞いて、あわてて駆かけ寄った初恵は、電話の相手をみて息を吞のんだ。

　──うそ！　なんで？　なんで最上君が私に電話してくるの？

　まさか……デートの誘さそいとか……いやいやそんなことあるわけないじゃない、何をトチ狂くるってんのよ私は！

　初恵は高鳴る胸を押さえて、携帯電話を耳に当てた。




　球体の前に立った健吾は、ほっとしたように、小さく息をつくと話し始めた。

「あ。衣笠さん？　僕だけど、うん、最上……いきなり電話して申し訳ない、今、大だい丈じよう夫ぶ？　ああ、それは良かった……え？　用事？　うん、それなんだけどさ、実は今、銀河系の五分の一を支配する、アルマゲドン帝てい国こくの王子を捕ほ虜りよにしてるんだけどさ。手も足もでないんだよ。だからさ、何かいいアイディアでもないかと思って……」

　電話の向こうにいた、初恵は、がっかりした……のと同時に、むかっ腹が立った。

　──なによなによ！　人を馬ば鹿かにして！

　期待して電話に出てみれば、なに？　ナントカ帝国の王子を捕虜にしたぁ？　馬鹿にしないでよね！

　初恵は携帯電話に向かって吠ほえた。

「あんたねえ、いい加減にしなさいよ！　何を馬鹿なこと言ってるのよ！　現実を見なさい現実を！　何がアルマゲドン帝国よ！　そんなものがあるわけないじゃない！　あったとしても、あんたなんかには縁えんがないわよ！　あんたに何ができるって言うの？　何もできやしないでしょ？」

　初恵の言葉は、健吾が手にしたワイヤレスマイクを通じて、球体の中にいる王子へと届いた。

『ぐはあっ！』

　王子の身体が、見えない手で下から思いっきり殴なぐられたかのように、宙に浮かぶ。

　そのまま、後方に宙返りした王子の身体が地面にたたきつけ──られる寸前、減速してふわりと着地した。王子の身体を守るアルマゲドン帝国謹きん製せいのセーフボールは、落下の衝撃からも王族を守るようだ。

　だが、初恵の攻撃はこれで終わりではなかった。

「なにもできやしないくせに夢みたいなこと言いまくって、俺は偉えらいんだ、俺はすごいんだ、俺はカッコいいんだ、俺は選ばれた人間だ……。馬鹿言ってるんじゃないわよ！　胸に手を当てて、考えてみなさいよ！　あなたの言うことを聞いてくれる人が何人いるの？　あなたのために何かをしてやろう、と思ってくれる人がいるの？　いないでしょう？　いても一人か二人。それがあなたの実力なのよ！」

『ぎゃああ！』

　王子が胸を押さえてうずくまり、地面に顔をぶつける。今度は自分でやったせいか、セーフボールの効果はなかったようだ。

　一方の初恵は絶好調である。

「実力ってのはね、あなたのために動いてくれる人の数を言うの！　あなたの実力はゼロね。ホント、哀あわれな道どう化けみたいなものよ！　それに気が付きなさい！

　夢に生きるのはいいけど、その夢を現実と思い込むのはやめなさい。あんただけじゃなくて、周りの人も不幸にするわ。それ以上、友達失ったら、どうするのよ！」

　もはや王子は声も出ない。うずくまったまま、びくん、びくん、と背中だけが痙けい攣れんしている。

　その様子を見ていた摩耶が腕組みをして、うんうんとうなずいた。

「さすが生徒会長。私はまだまだ未熟だということが分かったわ。これからも精しよう進じんしなくてはいけないわね」

「いや、会長のあれはその……言葉の暴力だろ？　アホ王子はダメな奴やつかもしれないけど……ありゃちょっと言い過ぎだと思うぜ」

　青葉が冷や汗あせを流しながらコメントする。

　セーフボールの中でうずくまり、しくしくと泣き始めた王子を見て、健吾は思った。

　──青葉の言うとおり、これ以上やると、お仕置きを越えてただのイジメだよな。

　これくらいにしてやるか……。

　健吾は、携帯電話に向かって答えた。

「うん、わかった、悪かったね。うんうん、君の言うとおり、今後馬鹿なことは言わないよ。ちゃんと普ふ通つうの中学生として、学校生活を送るよ。うん、目を覚まさせてくれてありがとう……じゃあ、また、月曜日に……」

『え？　ちょっと待ちなさいよ、最上くん！　あなた少しおかしいわよ。説明しなさ──』

　初恵の声が漏もれ聞こえてくるが健吾はそう言って携帯電話を切り、ワイヤレスマイクで王子に呼びかけた。

『もう細香をつけ狙ねらうようなことはしないな？』

『ああ、諦あきらめる……余は、もう、サヤカを付け狙うようなことはしない……』

『誓ちかうかい？』

『ああ、誓う、アルマゲドン帝国の第百九十九王子である、ホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドンは、今後一いつ切さいサヤカを我がものとしないことを、ここに誓う！』

　健吾はワイヤレスマイクのスイッチを切って、球体に呼びかけた。

「よし、じゃあこれで終わりだ。何もしないから出て来なよ」

『……わかった。本当になにもしないな？』

「ああ、上所中学校、防衛委員長たる最上健吾は、その名において誓う」

　健吾がそう答えてもしばらく返事がなかったが、やがて、ゆっくりと球体が消えて行った。

　膝ひざを抱かかえ、頭をうずめてその場に座り込んでいる王子を見て、健吾は右手を差し出した。

「王子がそんな格好で泣いてちゃおかしいよ。さあ、立とうよ」

　ホルディナンド王子は顔を上げると、信じられないような目で健吾を見上げた。

「さあ、立って！　ほら！」

　健吾の言葉を聞いた王子は、ふっと顔を緩ゆるめると、健吾の手を握にぎって立ち上がった。

「野や蛮ばん人の中にも、礼れい儀ぎを知っている者がいるのだな……」

「まあね、戦い終わってしまえば、別にいがみ合う理由も無いしね……」

　健吾はそう言うと、ブリッツの横に座りこんでいる春日に向かって声を掛かけた。

「春日さん！　もういいよ！　終しゆう了りよう！」

　春日は顔を上げると、思い切り伸のびをした。

「あー、ほわーとしたわあ」

「それって、ご苦労様って言っていいのかしら？」

　高尾が、そう言って笑ったとき。

　細香と追いかけっこをしていた、ポーラルリッヒの表情が急に変わった。

　メイドロボとしてインストールされている通信機能が、通信を受信したのだ。

　──これは……超ちよう空間通信？　最重要緊きん急きゆう通話だと？　何か本国であったのか？

　仕方ない、戦せん闘とうを中止してご主人様のところに戻もどらねば！

　ポーラルリッヒは、くん、と方向を変えて、王子のもとへと戻り始めた。

　その前方を飛んでいた細香は、後ろを追つい尾びしていたポーラルリッヒが方向転てん換かんして戻り始めたことを知って、小さく首をかしげた。

　──どうしたんだろう？　今まで、あんなにしつこく追い掛けて来たのに。

　でも、これで諦めてくれたなら、嬉うれしいな。

　細香がそう考えたとき、ブレスレットの通信機能による健吾の声が聞こえた。

『ご苦労さん！　こっちはけりがついたから、戻ってきてくれ！』

「けりがついたって……？」

『王子が降参したのさ。もう君を追いかけるのはやめるって』

「ホントですか！」

『ああ、本当だよ。このまま自分の家に帰るそうだ。もう追いかけまわされる心配は無くなったんだ』

「ありがとうございます！　本当に、ありがとうございます！」

『お礼を言うのは僕の方だよ、みんなが待ってる、さあ、戻っておいで！　僕たちの勝利だ！』

「はいっ！」

　細香は通信を切ると、その場で大きく螺ら旋せんを描えがくように宙返りした。

　野や次じ馬うまの一人が、感心したようにつぶやいた。

「見ろよ、女子中学生が、ビクトリーロールをやってるぜ……」

　健吾は、細香の宙返りを、ぽかん、と口をあけて見上げていた。

　その視線を追って見上げた防衛委員たちも、呆れたようにつぶやいた。

「あらあ」

「うわ！」

「青葉くん！　見ちゃダメ！」

　春日が、ぽつり、とつぶやいた。

「あー、丸見えやー」

　野次馬と防衛委員たちの上空で、スカート姿の宙返りを披ひ露ろうした細香は、全く気がつかないまま、にこにこ笑いながら戻ってきた。

　そして、着地しようと、下を見て……気がついた。

「い……いやああああああああああっ！」

　夕焼け空に、細香の悲鳴が響き渡った。
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　ホルディナンド王子を降こう伏ふくさせてから、一週間が過ぎた、その日。

　上所温泉の駅の近くにある駄だ菓が子し屋『信州堂』の奥の四よ畳じよう半はんでは、マスクを脱ぬいでカエル男の姿になったブリッツと、レンリが難しそうな顔で話をしていた。

「あんたの戦歴は確かく認にんさせてもらったよ、ブリッツ。

　アルマゲドン帝てい国こく、水シユ陸ビ両ム用リ騎ツ士タ団ー第十三師団第一大隊……通つう称しようレッドフィン所属の中ちゆう尉い……なかなかお目にかかれる戦歴じゃないね」

「では……雇やとってもらえるのかね？」

　レンリは頭を搔かいた。

「うーん、どうだろう？　アタシは、もう退たい役えきしちゃったからねえ、直接の権限は無いんだよ。まあ、話はしてみるけどね……」

「それでもいい、とにかくまとまった金が入らないことには、我々はこの星から出ることすら、ままならない……頼たのむ！」

　レンリは、だまったままブリッツの履り歴れきに目を落としていたが。やがて、静かに聞いた。

「おまえさん……本当はもう戦いたくないんじゃないのかい？」

　レンリの前で正座していたブリッツは、そのカエルの目をぎょろっと見開いた。

「いや……そんなことは……」

「おまえさん、なんだかんだ言っても、あの王子のことが放ほうっておけないんだろう？　違ちがうかい？」

「それは……その……雇い主でもあるし……皇后陛下から直々に頼まれた以上、私の誇ほこりもあるからな……」

　レンリは笑った。

「それを、放っておけないって言うんだよ。あんたが傭よう兵へいになったら、もう王子の執しつ事じなんてやってられないよ。下手すりゃあ一年どころか三年、五年は、傭兵稼か業ぎようを続けなくちゃならない。その間、王子はどうするんだい？　ほったらかしかい？」

「いや、王子にはポーラルリッヒがいる……だから……」

「家庭用のメイドロボに何ができるって。あのアホ王子には、あんたみたいなしっかりした本物の男がついていてやんなきゃダメだよ。アタシは、あんたを傭兵にするのは気が進まないね」

　ブリッツは、食い下がった。

「しかし現実問題として、今の我々には収入の道がない。ポーラルリッヒが、ホテルの清せい掃そう員いんの仕事をしているが、その収入では食費を確保するのがやっとだ。とてもこの星から出て行く旅費にはならない。やはりまとまった金が……」

　レンリは、言い募つのるブリッツの声を止めるように答えた。

「出て行かなきゃいいじゃんか」

「え？」

　あっけにとられるブリッツに向かって、レンリは続けた。

「だから、この星で当分暮らせばいいんだよ。手当は振ふり込まれるんだろう？　それに手をつけないで貯ためておけばいい。日々の暮らしの金は、この星で働いて稼かせげばいい。

　この上所温泉には、銀河中から異星の客がやってくる。そういった客を相手にできるのは、やっぱり異星人しかいないんだ」

　ブリッツは考え込んだ。

　──レンリ准じゆん将しようの言っていることにも一理ある。

　確かにこの星は、未開の惑わく星せいとはいえ、まったく銀河文明との接せつ触しよくがないわけではないし、異星人のコミュニティもちゃんとある。

　暮らすには、それほど不都合は無さそうだ。

　それにずっとこの星で暮らすわけではない、旅費が貯まるまでの間、暮らして行くだけだ。そう考えれば、気が楽だ。

　ブリッツは、ゆっくりとうなずいた。

「わかった……あなたの言うとおり、しばらくこの星で暮らすとしよう……」

　レンリはにやっと笑った。

「そうかい、そうとなれば話は早い。この先にある上所温泉観光ホテル……あんたらが泊とまっていたホテルだけどね。そこの中にあるバーで、バーテンダーを探しているんだよ。あんた、やってみないか？」

「バーテンダー？」

「できるだろう？」

「ああ、そりゃあまあ、やってやれないこともないが……」

　レンリは顔の前でぽん、と手を叩たたいた。

「よし、決まり。じゃあさっそく顔を出してくれ。なに、バーのオーナーも異星人さ。気にしないでいいよ」

　白い歯を見せてにっこり笑うレンリの笑え顔がおを見て、ブリッツは、ふう、とため息をついた。

　──住めば都と言うが……果たして、どんな都になるのやら。




　ブリッツが、レンリのところでため息をついていたその頃ころ。

　昨夜の宿しゆく泊はく客がチェックアウトした上所温泉観光ホテルの廊ろう下かでは、シーツやまくらカバーを交こう換かんし、部屋の掃そう除じをするクリーンスタッフの女の人たちが、せわしなく動き回っていた。

　そんなスタッフの中に、ポーラルリッヒの姿があった。

　いつものメイド服ではなく、薄うすいグリーンの作業服を着て、口にマスク、そしてソバージュの長い髪かみは、簡単にまとめて頭の後ろで縛しばってある。

　リーダーらしいおばちゃんが、業務用の掃そう除じ機きを苦もなく抱かかえてすたすたと歩きまわっているポーラルリッヒを見て、感心したように言った。

「いやあ、ポーちゃんはホント、力持ちやなあ。助かるわあ」

「このようなことでよろしければ、いつでもお申し付けください」

　にっこり笑ってうなずくポーラルリッヒを見て、周りのおばちゃんたちも口々に褒ほめる。

「ホント、美人で、きれいな言葉づかいで、外国人さんとは思えんわあ」

「こんなところで、掃除なんかやらんで、モデルか何かになったらいいのに」

「そうよ、もったいないわよ」

　ポーラルリッヒは、笑いながら首を振った。

「いえ、私には、このような家事しかできませんので、他ほかの仕事は無理なんです……部屋の掃除に入りますので、失礼します」

　そう言うと、ポーラルリッヒは優ゆう雅がに一礼して、客室の中に入って行った。

　その後ろ姿を見送った、おばちゃんたちは、一いつ斉せいにウワサ話を始めた。

「あんなべっぴんさんが、なんでこんな田舎いなかのホテルのクリーンスタッフなんかやってるんだろうねえ？」

「ホント、モデルとかタレントとか、いくらでも仕事があるだろうに……」

「それがさあ、なんか事情があるみたいよ？」

「そりゃあ、何か事情があるでしょうよ。そうじゃなかったら、こんなところで働いてないわよ」

「その事情って……もしかして男関係？」

　最初に事情がある、と言いだしたおばちゃんが、自信ありげにうなずいた。

「うん、これは小耳にはさんだ話なんだけどさ。なんでも、あの子には、旦だん那なだかご主人様だとか、そう呼ばせてる男がいるらしいのよ。それも、年下の男」

「んまあ、あの子より年下って言ったら、子供じゃないの！」

「うん、子供って言うか、若い男らしいんだけどね。この男が、全然働かないらしいのよ。いわゆるヒモってやつ？　女に働かせて、自分は遊んでるようなヤツ」

「あーあーよくあるよくある。美人でけなげで可愛かわいい女に限って、男運が悪いのよ」

「じゃあ、あんたは男運が良かったんじゃないの？」

「うん、男運は良かったねえ、亭てい主しゆはぐうたらだけど一応毎日働いているし……って、それ、どういう意味よ！」

　おばちゃんたちはどっと笑った。

　ドアの外、廊下の方から聞こえるおばちゃんたちの笑い声を聞いていたポーラルリッヒは、──大だい丈じよう夫ぶだな。と言う風にそっとうなずくと、両手を広げ、パラパラと、床ゆかの上に黒い粒つぶを撒まいた。

　黒い粒はあっという間に、水を吸ったワカメのように膨ふくれ上がり、ワカメイドとなった。

「お呼びですかワカメ！」

「お仕事するワカメ！」

「作業開始ワカメー！」

　ワカメイドたちは、素す早ばやく客室や浴室に散らばると、一斉に掃除を始めた。

　小さい身体からだでちょこまかと動き回り、その小さな身体で、ベッドの下や、クローゼットの隅すみまで入り込んで行く。

　ものの三分もしないうちに、客室の中はピカピカになった。

「仕上げワカメー！」

　ワカメイドたちは、そう言うと、一斉にカーペットの上に寝ね転ころがって、ゴロゴロと転がり始めた。ナノマシンの一部が分解され、カーペットの細い繊せん維いの中まで浸しん透とうし、そこにある有機物……人の髪の毛やフケという大きなものから、カビの胞ほう子し、細さい菌きんなどをすべて吸着して行くのである。

　まんべんなく転がったワカメイドたちは、ゴミ箱の上で、次々に元の黒い粒になって、ポーラルリッヒの指先に吸収されていく。

　その際に、吸着した有機物をすべて、ゴミ箱の中に落として行くのだ。

　すべてのワカメイドを吸収し終えたポーラルリッヒは、満足そうにうなずくと、ドアを開けて声を掛かけた。

「清せい掃そう終しゆう了りようです、確かく認にんしてください！」

　おばちゃんたちのリーダーが、にこにこ笑いながら答えた。

「確認も何もないわよ、ポーちゃんのお掃除は完かん璧ぺき！」

「あ、いや、でも……規則ではそうなっていますので……お願いします」

　リーダーのおばちゃんは、ふう、とため息をついた。

「ホント、ポーちゃんは真ま面じ目めよねえ……いい人がいたら紹しよう介かいしてあげたいわ」

「あ、いえ、私にはご主人様がおりますので……」

「その、ご主人様ってのに、ひとこと言ってやりたいわね。お前も働け！　って！」

　おばちゃんが、怒おこったように言ったとき。

　そこから五百メートルほど離はなれたところにある、ナンバのワンルームマンションの中で、ホルディナンド王子が、大きなくしゃみをした。

「はっくしょん！」

「あらら、やっぱりカレー粉の匂においは、シロウトにはキツかったかしら」

　マイラが聞くと王子は首を振ふった。

「あ、いや、大丈夫だ、気にしなくても良い。よきにはからえ」

　そう言ってふんぞり返った王子を見て、台所でカレーショップの仕込みをしていたナンバはむかついたように腰こしに手を当てて答えた。

「なにが、よきにはからえ、だよ。まったく……情報提供料は、前まえ渡わたし分だけで、ビークルの修理代もなにもかも後あと払ばらい……そういう態度は、借金全部返してからとりなさい！」

　王子は不満げに唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「仕方ないではないか！　それは余のせいではない！　本国の連中が、余の手当を事業仕分けとやらで、一気に十分の一にしてしまったのが原因なのだ！

　ホテルの支し払はらいをするだけで、精いっぱいなのだ。ポーラルリッヒと、ブリッツが余のために働いておる。給料が入ったら、きっと返す、だから良いではないか！」

　王子の答えを聞いたマイラは、あきれたように答えた。

「あんたも、働いたらどう？　こんなところでゴロゴロしてないで！」

「う、いや、働いてみたいとは思っているのだが……アルマゲドン帝てい国こくの王家には、昔から家訓があるのだ……働けば負ける、という家訓がな……」

　そしてホルディナンド王子は胸を張って、言葉を続けた。

「……だから余は、働きたくとも働けんのだ！　悪く思うな！」

「胸を張るな！　胸を！」

「働け！　ニート王子！」

　小さなワンルームに、マイラとナンバの声が響ひびいた。







　あとがき







『地球の切ジヨりーカ札ー　②先生に魔改造されました。』いかがでしたでしょうか？

　この巻では、一巻で異星人のハンターの攻こう撃げきを受けて瀕ひん死しの重傷を負い、カミラ先生の唾だ液えきに含ふくまれていた因子によって命を救われたものの、その因子の副作用によって「眷けん族ぞく」と呼ばれる超ちよう能のう力りよく者しやになってしまった防衛委員たちの活かつ躍やくを描えがいています。

　この物語の舞ぶ台たいとなっている「上所温泉」には、実はモデルがありまして、長野県上田市にある「別所温泉」がそれです。この『地球の切ジヨりーカ札ー』は、前のシリーズ『会長の切ジヨりーカ札ー』と同じ楢山町という架か空くうの街を舞台にしていますが、この町と高校のモデルになったのが、長野県の上田市と、群馬県の前橋市でした。前橋市と高たか崎さき市は、隣となりあっている関係上、常にお互たがいを良きライバルとして意識しているらしいです。

　城下町であり、県庁所在地である前橋市。

　交通の要所であり、商業都市として栄えている高崎市。

　このライバル関係は、戦前の旧制高校からの歴史を持つ前橋高校と、高崎高校との関係にも引ひき継つがれ、この二つの高校の間で行われるスポーツの定期戦は「高高×前高」（たかたか、まえたか）と呼ばれ、両方の街の住民が見物に集まる有名なイベントでもあります。

　この、高崎高校と前橋高校の定期戦のようなイベントを、高校の存亡を懸かけて行う物語にしたら面おも白しろそうだ、と思って書いたのが『会長の切ジヨりーカ札ー』でした。

　楢山高校の設定は、前橋市を下した敷じきにしたものですが、楢山町の設定は、上田市を下敷きにしたものです。街の中を大きな川が流れ、城下町で城じよ址うし公園があり、ＪＲとローカル私鉄が走っている街、という条件にぴったりだったのです。

　上田市は、劇場アニメ『サマーウォーズ』などでもモデルにされており、二に番ばん煎せんじになってしまうかと思ったのですが、ひなびた山あいの温泉町と町の中心部とを、ローカル私鉄が結んでいる、という設定にぴったり合う町はなかなか無く、福島県の飯坂温泉や、静しず岡おか県けんの伊い豆ず長なが岡おか温泉、長野県の湯田中温泉なども候補に挙げて調べてみたのですが、いまひとつイメージが合わなかったため、上田市と別所温泉を使わせてもらうことにしました。

　私は小説を書く時、必ず「モデル」となる場所を決めます。実在する場所を下敷きにして、その現実の景色や光景の街並みの中に、自分の物語のキャラクターを置くわけです。

　──この駅で降りて、この道を歩き、このコンビニでマンガを立ち読みして──という妄もう想そうを思い浮うかべることによって、キャラクターの「日常」が見えてきます。漠ばく然ぜんとしたイメージではなく、そこで生活している生活者としてのキャラクターの顔が見えてくるわけです。

　さて、そうやって取材に行くと、街の中をうろうろ歩きまわりながら街角の写真を撮とるわけですが、昨今の社会情勢から、下手をすると不ふ審しん者扱あつかいされかねません。

　ですから、こういった取材の時は、必ずネクタイとスーツは欠かせません。

　ところが、そういったフォーマルな姿の方が、逆に不審な目で見られることがあります。そこで、考え出した取材ルックが、白ワイシャツにネクタイ、その上にスーツではなく、作業服を着ることでした。この格好でカメラを構えて街角の写真を撮れば、通りすがりの人は「ああ、役場の道路課の係員さんかな？」とか「きっと設計事務所の社員だろう」という風に、自分の中で理由をつけて納なつ得とくしてくれるわけです。

　まさしく「理由のある光景に違い和わ感かんを感じない」を実地でやっているわけです。

　さて、裏話はこれくらいにして、次の巻について、軽くご説明しましょう。

　この物語のタイトルになっている『地球の切ジヨりーカ札ー』とは、スーパーガールになってしまった細香のことですが、切り札一枚では勝負はできません。地球の命運を懸けて勝負するには、やはり「手札」が必要でして、次のお話では、いよいよ、この手札と、そして切り札によって、地球を危機から救うことになります。

　ごく普ふ通つうに繰くり返かえされている日常の裏で、地球上の人類が誰だれひとり知らない戦いを、中学生たちが繰り広げることになります。どうぞお楽しみに。




　最後になりましたが、今回も、キャラクター描びよ写うしやに「椎しい出で啓けい」氏。ＳＦ的なガジェット、設定などに「銅あかが大ねだい」氏のご協力をいただいております。

　そして、今回も、イラストを描かいていただけたＫｅＧさんには、感謝の言葉もありません。

　本編中に登場する「ワカメイド」や「ポーラルリッヒ」そして「ブリッツ」は、ＫｅＧさんがお描きになったことで生命を吹ふき込まれたキャラクターです。

　私のところに送られてきた、各キャラクターのラフを見た時、私の中でキャラクターたちが一気に動き始めました。

　細香と健吾の冒ぼう険けんは、もう少しだけ続きます。

　よろしくお付き合いいただければ、と思います。





（いつもの）鷹見　一幸　　






　追伸：前シリーズ『会長の切ジヨりーカ札ー』のコミカライズが決定しました！　Ｗｅｂコミック「ファミ通コミッククリア」にて２０１０年10月８日より連載開始、手がけるのは「やとやにわ」氏です。毎週金曜日更新、しかも無料なので、ぜひアクセスしてお楽しみください！


【ファミ通コミッククリアURL】http://www.famitsu.com/comic_clear/（２０１５年１月現在)


















カバー・口絵・本文イラスト／ＫｅＧ

カバー・口絵・本文デザイン／福田功（imagejack）










地ち球きゆうの切りジヨー札カー




②先せん生せいに魔ま改かい造ぞうされました。








鷹たか見み一かず幸ゆき
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